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はじめに 
このたびは、日立プリンタをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本取扱説明書は、プリンタの取り付

け方法や正しい操作方法などについて説明したものです。 

ご使用いただく前に、必ず最後までお読みください。 

 

■重要なお知らせ  

・ 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

・ 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

・ 本書の内容について万一ご不審な点や誤りなど、お気付きのことがありましたら、お買い求め先へご一報くださ

いますようお願いいたします。 

・ 本製品を運用した結果については前項にかかわらず責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

■規制、対策などについて  

● 電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。

この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策

を講ずるよう要求されることがあります。この装置を接続したパーソナルコンピュータ（クラス B 正規装置）は、

クラス A 情報技術装置になります。取り扱いには特にご注意ください。 

●電源の瞬時電圧低下対策について 

落雷等による電源の瞬時電圧低下対策に対して不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策と

しては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。（社団法人 電子情報技術産業協会のパ

ーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示） 

●高調波ガイドライン適合について 

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 

JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立正-第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値（1 相

当たりの入力電流が 20A 以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標値レベルに適合して設

計・製造した製品です。 

●輸出管理規制について 

本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規制等外国の輸出関

連法規をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、お問い合わせ先にお問い合わ

せください。 

●保守用部品について 

本プリンタの保守用部品の保有期間は製造打ち切り後 5 年です。 

 
(C) Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved． 



II 

プリンタを安全にお使いいただくために 

 

 

● 安全に関する共通的な注意について 

次に述べられている安全上の説明をよく読み、十分理解してください。 

・操作は、このマニュアル内の指示、手順に従って行ってください。 

・装置やマニュアルに表示されている注意事項は必ず守ってください。 

これを怠ると、けが、火災や装置の破損を引き起こすおそれがあります。 

 

●シンボルについて 

安全に関する注意事項は、次に示す見出しによって表示されます。これは安全注意シンボルと 

「警告」および「注意」という見出し語を組み合わせたものです。 

 

 
これは、安全注意シンボルです。人への危害を引き起こす潜在的な危険に

注意を喚起するために用います。起こりうる傷害または死を回避するため

にこのシンボルのあとに続く安全に関するメッセージに従ってください。

 警告 これは、死亡または重大な傷害を引き起こすかもしれない潜在的な危険の

存在を示すのに用います 

 注意 これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜

在的な危険の存在を示すのに用います。 

注意 これは、装置の重大な損害、または周囲の財物の損害を引き起こすおそれ

のある潜在的な危険の存在を示すのに用います。 

 

 
【表記例 1】感電注意 

△の図記号は注意していただきたいことを示し、△の中に「感電注意」など

の注意事項の絵が描かれています。 

 
【表記例 2】分解禁止 

の図記号は行ってはいけないことを示し、 中に「分解禁止」などの禁止

事項の絵が描かれています。 

 
【表記例 3】電源プラグをコンセントから抜け 

●の図記号は行っていただきたいことを示し、●の中に「電源プラグをコン

セントから抜け」などの強制事項の絵が描かれています。 

 

● 操作や動作は 

マニュアルに記載されている以外の操作や動作は行わないでください。 

装置について何か問題がある場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いたあと、お

買い求め先にご連絡いただくか、保守員をお呼びください。 

● 自分自身でもご注意を 

装置やマニュアルに表示されている注意事項は、十分検討されたものです。それでも、予測を越

えた事態が起こることが考えられます。操作に当たっては、指示に従うだけでなく、常に自分自

身でも注意するようにしてください。 



III 

プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

警告 

 

 

異常な熱さ、煙、異常音、異臭 
万一異常が発生した場合は、電源スイッ
チを OFF にし、電源プラグをコンセント
から抜いてください。そのまま使用する
と、感電、火災の原因になります。また、
すぐに電源プラグを抜けるように、コン
セントの周りには物を置かないでくださ
い。 
 

 

ケースカバーの取り外し 
ケースカバーを取り外さないでくださ
い。内部に高電圧の部分があり、触れる
と感電の原因になります。 
 

 

アース線の接続 
感電防止のために、アース付きのコンセ
ントに接続してください。接続しないと
感電するおそれがあります。 
・ コンセントのＮ線がアースに接続さ

れていることを確認の上接続してく
ださい。 

・ アース線は専門業者の施工したコン
セントのアース端子に接続してくだ
さい。 
 

 

プリンタ内部への異物の混入 
通気孔などから内部にクリップや虫ピン
などの金属類や燃えやすい物などを入れ
ないでください。そのまま使用すると、
感電や火災の原因になります。 
 

 

電源コードの扱い 
電源コードは必ず付属のものを使用し、
次のことに注意して取り扱ってくださ
い。取り扱いを誤ると、電源コードの銅
線が露出したりショートや一部断線で、
過熱して感電や火災の原因になります。
・ものを載せない 
・引っ張らない 
・押しつけない 
・折り曲げない 
・加工しない 
・熱器具のそばで使わない 
・束ねない 

 
 
 

 

プリンタの上に物を置く 
花びん、植木鉢など水の入った容器や虫
ピン、クリップなどの小さな金属物を置
かないでください。内部に入った場合、
そのまま使用すると、感電や発煙、発火
の原因になります。 
 

 

電源プラグの抜き差し 
・電源プラグをコンセントに差し込むと
き、または抜くときは必ず電源プラグ
を持って行ってください。電源コード
部分を引っ張るとコードの一部が断線
してその部分が過熱し、火災の原因に
なります。 

・休暇や旅行などで長期間ご使用になら
ないときは、電源プラグをコンセント
から抜いてください。使用していない
ときも通電しているため、万一、部品
破損時には火災の原因になります。 

・電源プラグをコンセントから抜き差し
するときは、乾いた手で行ってくださ
い。濡れた手で行うと感電の原因にな
ります。 

 
電源プラグの接触不良やトラッキング 
電源プラグは次のようにしないと、トラ
ッキングの発生や接触不良で加熱し、火
災の原因になります。 
・電源プラグは根本までしっかり差し込
んでください。 

・電源プラグは、ほこりや水滴が付着し
ていないことを確認し、差し込んでく
ださい。付着している場合は、乾いた
布なので拭き取ってから、差し込んで
ください。 

・グラグラしないコンセントを使ってく
ださい。 

 
落下などによる衝撃 
落下させたり、ぶつけるなど衝撃を与え
ないでください。そのまま使用すると、
火災の原因になります。 
 
使用する電源 
使用できる電源は交流１００Ｖです。 
それ以外では使用しないでください。電
圧の大きさに従って内部が破損したり加
熱・劣化して感電や火災の原因になりま
す。 
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

警告 

 

 

修理・改造・分解  
本書の指示に従って行うオプションなど
の増設作業を除いては、自分で修理や改
造・分解をしないでください。火災や感
電、やけどの原因になります。  
特に電源ユニット内部は高電圧部が数多
くあり、万一さわると危険です。 
 

 

日本国外での使用 
本プリンタは日本国内専用です。電圧の
違いや環境の違いにより国外で使用する
と火災や感電の原因になります。また他
国には独自の安全規格が定められてお
り、本プリンタは適合していません。 
 

 

タコ足配線 
同じコンセントに多数の電源プラグを接
続するタコ足配線はしないでください。
コードやコンセントが過熱し、火災の原
因になるとともに、電力使用量オーバー
でブレーカーが落ち、ほかの機器にも影
響を及ぼします。 
 

 

温度差のある場所への移動 
移動する場所間で温度差が大きい場合
は、表面や内部に結露することがありま
す。結露した状態で使用すると、発煙、
発火や感電の原因となります。使用する
場所で、数時間そのまま放置してからご
使用ください。 
 

 

湿気やほこりの多い場所での使用 
浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機な
ど、水を使用する場所の近傍、湿気の多
い地下室、水泳プールの近傍やほこりの
多い場所では使用しないでください。電
気絶縁の低下によって火災や感電の原因
になります。 
 
 

 

通気孔 
通気孔は内部の温度上昇を防ぐもので
す。物を置いたり立てかけたりして通気
孔をふさがないでください。 
内部の温度が上昇し、発煙、発火や故障
の原因になります。 
 

揮発性液体の近くでの使用  
マニキュア、ペディキュアや除光液など
揮発性の液体は、プリンタの近くで使わ
ないでください。プリンタの中に入って
引火すると火災の原因になります。 
 
オプションの接続  
オプション接続するときは、電源プラグ
をコンセントから抜き、すべてのケーブ
ル類をプリンタから外してください。ま
た、マニュアルの説明に従い、マニュア
ルで使用できることが明記されたオプシ
ョンを使用してください。それ以外のオ
プションを使用すると、接続仕様の違い
による故障から発煙、発火、火災や故障
の原因になります。 
 
ポリ袋の取扱い 
ポリ袋をかぶったりすると窒息するおそ
れがあります。特に小さなお子様のいる
所では、取り出したらすぐにお子様の手
の届かない所へかたづけてください。 
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

注意 

 

 

プリンタ内部品への接触 
使用直後のプリンタの印字機構部は、高
温になっています。冷めるまで待ってく
ださい。触れるとやけどの原因になりま
す。 
 

 

アルミ電解コンデンサーについて 
このプリンタに使用されているアルミ電
解コンデンサーは有寿命部品です。設計
寿命は、月２００時間使用で約５年です。
寿命になると、電解液の漏れや枯渇が生
じます。特に電源ユニットでの電解液漏
れは、発煙の原因になることがあります。
これらの危険を避けるために、設計寿命
を越えて使用する場合は、有寿命部品単
位で交換してください。また、業務用な
ど昼夜連続運転相当では５年より寿命は
短くなります。 
 

 

金属などの端面への接触 
移動するなどで鉄板やプラスチックなど
の端面に触れる必要がある場合は、注意
して触れてください。けがをするおそれ
があります。 
 

 

不安定な場所での使用 
傾いたところや狭い場所など不安定な場
所には置かないでください。印刷中のプ
リンタは強い振動を発生するため、落ち
たり倒れたりして、けがをするおそれが
あります。 
また、トップカバーをあけて消耗品の交
換などを行っている時に、トップカバー
が閉じてけがをするおそれがあります。
 

 

目的以外での使用 
踏み台など目的以外に使用しないでくだ
さい。壊れたり倒れたりして、けがや故
障の原因になります。 
 

 

ケーブルの接続 
ケーブルは足などに引っかけないよう
に、配線してください。足をひっかける
と、けがをするおそれがあります。 
 
 
 

接続端子への接触  
ネットワークケーブルのコネクタなどの
接続端子に手や金属で触れたり、針金な
どの異物を挿入したりしないでくださ
い。金属片のある場所に置かないでくだ
さい。発煙したり、接触不良などにより
故障の原因になります。 
 
プリンタの移動 
本プリンタは、本体のみで約９０ｋｇ 
あります。プリンタを移動する場合には
できるだけ専門の業者に依頼してくだ 
さい。 
・プリンタ本体を持ち上げて移動しない
でください。壊れたり倒れたり 
してけがや故障の原因となります。 

・移動する場合には必ず二人以上で移動
してください。一人で移動する  
と腰などを痛めたり、けがの原因と 
なります。 
 

リボンセパレータ 
リボンセパレータのエッジは鋭利にな 
っていますので、触れないでください。
けがをするおそれがあります。 
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

注意 

 

 

動作中のカバーの開閉 
プリンタのカバーは動作中に開けないで
ください。けがの原因になります。 
 

 

電波障害について 
ほかのエレクトロニクス機器に隣接して
設置した場合、お互いに悪影響を及ぼす
ことがあります。特に近くにテレビやラ
ジオなどがある場合、雑音が入ることが
あります。その場合は、次のようにして
ください。 
・テレビやラジオなどからできるだけ離
す 

・テレビやラジオなどのアンテナの向き
を変える 

・コンセントを別にする 
 

  

  
  
  

  

  

  

 
屋外での使用 
屋外では使用しないでください。故障の
原因になります。 
 
プリンタの廃棄 
プリンタを廃棄するときには、廃棄物管
理表（マニュフェスト）の発行が義務づ
けられています。詳しくは、お買い求め
先にご相談いただくか、各都道府県産業
廃棄物協会にお問い合わせください。廃
棄物管理表は、（社）全国産業廃棄物連合
協会に用意されています。 
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警告マークについて 
この取扱説明書では、安全上の注意事項を記述した箇所に、警告表示とともにその内容を示す警告マークを配

置して、一目で分かるように配慮しています。 

使用している警告マークの意味は以下のとおりです。内容をよく理解したうえで、お読みください。 

 

 
高温による傷害の危険性について記述していることを示します。 

 
発火する危険性について記述していることを示します。 

 

触れる事によって傷害が起こる可能性について記述していることを示します。 

 

機器を分解することにより、感電などの傷害が起こる可能性について記述していることを示しま

す。 

 
一般的な禁止事項を記述していることを示します。 

 一般的な強制指示事項を記述していることを示します。 
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■取扱説明書の表記方法 

●商標・略称について 

・Microsoft Windows は、米国マイクロソフト社の米国およびその他の国における登録商標です。 

・Microsoft® Windows®XP Operating System (以下 Windows XP) 

・Microsoft® Windows Server® 2003 Operating System (以下 Windows Server 2003) 

・Microsoft® Windows Vista® Operating System (以下 Windows Vista) 

・Microsoft® Windows Server®2008 Operating System (以下 Windows Server 2008) 

・Microsoft® Windows®7 Operating System (以下 Windows 7) 

・Microsoft® Windows Server®2008 R2 Operating System (以下 Windows Server 2008 R2) 

・Microsoft® Windows®8 Operating System (以下 Windows 8) 

・Microsoft® Windows Server®2012 Operating System (以下 Windows Server 2012) 

・ESC/P はセイコーエプソン株式会社の登録商標です。 

・ＱＲコード®は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

・その他記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

 



IX 

 お問い合わせ先 

●プリンタの操作方法などについてのお問い合わせ 

ＨＣＡセンタ（ハイタック・カスタマ・アンサ・センタ）にお問い合わせください。 

製品の技術的なお問い合わせについて回答いたします。 

ただし、各言語によるユーザプログラム等の技術支援は除きます。 

また、明らかに故障であると思われる内容につきましては、販売会社、担当営業、または保守会

社にご連絡ください。 

 

ＨＣＡセンタ （ハイタック・カスタマ・アンサ・センタ） 

フリーダイヤル ０１２０－２５８０－１２ 

ご利用時間 ９：００～１２：００、１３：００～１７：００ 

             （土日・祝日を除く） 

       ■コールバック方式 

受付担当者がお問い合わせ内容を承り、専用エンジニアが折り返し電話または 

メールでお答えします。 

 

●故障や保守サービスについてのお問い合わせ 

トラブルが発生した場合は、まず、取扱説明書をご確認ください。 

故障と判断される場合は、販売会社、担当営業、または保守会社にご連絡ください。 
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第 1 章 
お使いになる前に 

 

この章では、プリンタの主な特長や製品の内容、使用上の注意事項、 

各部の名称とはたらき、設置方法、リボンカセットの取り付け、電源の 

投入／切断について説明します。 

 

 

製品の内容.............................................................................................................................................................. 1-3 

使用上のご注意..................................................................................................................................................... 1-4 
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装置外観 ............................................................................................................................................................. 1-6 
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プリンタを設置する................................................................................................................................................ 1-9 

設置手順 ............................................................................................................................................................. 1-9 
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 製品の内容 

お使いになる前に、以下の製品がそろっていることを確認してください。 

なお、プリンタが入っていた箱や輸送用固定材は、プリンタの保管・輸送の際に必要

になりますので捨てないでください。 

        プリンタ本体                          電源コード 

(4.9ｍ １本)  

 

 

 

 

 

 
 

 
 

保証登録書 リボン(１個) 
プリンタ内のカセットカバー

の中に収納されています。 

フェンス 

(２個) 

 

 

 

 

 

 

 
 

セットアップディスク 

(CD-ROM １枚) 

クイックガイド 

(１冊) 

テスト用紙 

 

 
         ・本プリンタにはプリンタケーブルは含まれていません。プリンタケーブルは、別途用意 
          してください。なお、不明な点については、担当営業または販売店までお問い合わせ 
          ください。 
         ・保証書に必要な事項が書かれていることを確認してください。 
          お買い求めのときに、正しい記載のなかった保証書は無効となり、無償保証を受け 
          られないことがあります。 
         ・保証書は大切に保管してください。 
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 使用上のご注意 

このプリンタを使用する際には、以下の点に十分留意されるようお願いします。 

不明な点については、担当営業またはお買い上げの販売店にご相談ください。 

設置場所について 

 

 

 

浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機など、水を使用する場所の近傍、湿気の

多い地下室、水泳プールの近傍やほこりの多い場所では使用しないでください。

電気絶縁の低下によって火災や感電の原因になります。 

 

 

・長時間直射日光の当たる場所や、エアコンの前など極端に温度や湿度が変わ

る場所には設置しないでください。 

温度と湿度が、以下の範囲内の場所に設置してください。 

 周囲温度:5℃～40℃ 

 周囲湿度:30%～80%（結露しないこと） 

・水平で安定した場所に設置してください。 

・通風口をふさがないでください。 

・振動のある場所には設置しないでください。 

・落としたり、ぶつけたりして衝撃を与えないでください。 

・ほこり、腐食性ガス、潮風にさらされる場所は避けてください。 

・磁石はもちろん、テレビやスピーカーなど磁気の強いものの近くに設置しな

いでください。 

・紙など燃えやすいものの上に設置しないでください。 

 

 

 

プリンタを設置するときに必

要なスペースは、右図のとお

りです。十分なスペースがな

いと正しい設置や操作ができ

ません。図を参考にしてゆと

りのある水平な設置場所を確

保してください。 

 

！！   警告
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電源について 

次の電圧、周波数の範囲の電源を利用してください。 

・電源電圧:AC100V±10% 

・電源周波数:50/60Hz,±2Hz 

 

 

 

 

          万一、プリンタから発熱・異臭・異常音が発生したら、すぐに電源を切断した上で、 
          保守会社へご連絡ください。 
          感電や発火・発煙のおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ ！   警告
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 各部の名称とはたらき 

装置外観 

前面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙収納部 フロントドア 

トップカバー 

操作パネル 

電源スイッチ 

用紙挿入部 

リアドア 
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印字機構部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタ 

セパレータカバー 

 

トラクタ部拡大図 

ＴＯＦインジケータ 

トラクタロックレバー 

マニュアルフィードノブ 

ＦＴレバー 

カラムアジャストノブ 

 

カラムスケール部拡大図 

カラムスケール 

リボンフィードノブ 
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印字機構部のはたらき 

名  称 機    能 

ＴＯＦインジケータ 印字用紙のＴＯＦを印字開始位置にセットするときに

使用します。 

トラクタおよびトラクタ 

ロックレバー 

用紙幅や印字桁の位置合わせをするときに使用します。 

トラクタロックレバーが上方にあるとき、トラクタはロ

ック状態です。 

トラクタロックレバーを下に倒すとロックが外れてト

ラクタを左右に移動することができます。 

マニュアルフィードノブ 用紙を手動で送るために使用します。 

 

カラムアジャストノブ 水平方向の用紙位置を微調整するときに使用します。 

調整範囲は約 3mm です。 

カラムスケール 用紙の水平方向の印字位置合わせをするときに使用し

ます。 

ＦＴレバー 用紙の厚さに応じてハンマとプラテン間の隙間を調整

するときに使用します。 

リボンフィードノブ このノブを時計方向に回すことによりインクリボンを

手動で走行させることができます。 

セパレータカバー リボンを交換するときに開閉します。 

 

ＴＯＦ：「Ｔｏｐ ｏｆ Ｆｏｒｍ」の略で連続帳票用紙の第１行目のことです。 
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 プリンタを設置する 

プリンタが届いたら、箱から出して輸送用梱包材を取り外し、フェンスを取り付けて 

パソコンや電源と接続します。 

設置手順 

プリンタは下記の手順を確認しながら設置してください。 

1  カバー、保護シートなどを固定している輸送用テープを外す 

2  フロントドアを開けて、添付品を取り出す 

3  プリンタを固定する 

4  フェンスを取り付ける 

5  パソコンと接続する 

6  電源コードを接続する 

7  リボンを取り付ける 

8  必要に応じて、オプションを取り付ける 

9  プリンタドライバをインストールする 
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保護シート 

輸送用テープ 

輸送用テープ 

輸送用テープ 

輸送用テープの取り外し 

輸送中の振動などからプリンタを保護するため、輸送用テープが取り付けられていま

す。プリンタを使用する前に、必ず取り外してください。 

 

 

          取り外した輸送用固定材は、箱と一緒に保管しておき、再びプリンタを輸送する 
          場合や保管する場合に使用してください。 

 

 

 

 

          ポリ袋をかぶったりすると窒息するおそれがあります。特に小さなお子様のいる 

          所では、取り出したらすぐにお子様の手の届かない所へかたづけてください。 

 

1 カバー、保護シートなどを固定している輸送用テープを外す 
フロントドア、トップカバー、リアドアなどを固定している輸送用テープとトップカバーの 

保護シートを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！   警告



第 1章  お使いになる前に 

 

1-11 

 

2 トップカバーを開け、輸送用テープを取り外す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送用テープ

輸送用テープ 

トップカバー 
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添付品の取り出し 

フロントドアを開け、輸送用テープをはがして添付品を取り出します。 

「第１章 製品の内容」に記載されている構成品が、全てそろっていることを確認して 

ください。 

※インクリボンはカセットカバーの中に収納されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付品 

輸送用テープ 

カセットカバー 
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プリンタの固定 

スパナまたはモンキーレンチを用いてアジャスタ２本を均等に下げ、キャスタが床面よ

り１～２ｍｍ離れるように固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
留意事項 
・アジャスタ設置後、プリンタ本体が水平になっていることを確認してください。 
・アジャスタが２本とも床に接触していることを確認してください。 

プリンタを 
下げる 

プリンタを 
上げる 

キャスタ（4ヶ所） 

キャスタ 

アジャスタ 

床面 

1
～

2
m
m
 

アジャスタ(2 ヶ所)
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フェンスの取り付け 

フェンスを使用する用紙の頁長にあわせて、ラックにセットしてください。 

 

使用する用紙の長さに応じてフェンス 

を指定の位置に取り付けてください。 

 

用紙長 ラック位置 

5 インチ以下 5 

6 インチ 6 

7 インチ 7 

8 インチ 8 

9 インチ 9 

10 インチ 10 

11 インチ 11 

12 インチ 12 

 

 

 

 

 

 

 

・用紙の折りたたみをスムーズに行い用紙ジャムを 

 防止するため、用紙の先頭頁を右図のようにセット 

 してください。 

 

・カ－ルコレクタ上に堆積した用紙が折り目部で 

 カールしているときは、右図のように手で押しつけて 

 平らにしてください。 

 500 ページごとに 1回押しつけることをお勧めします。 

・用紙はジョブごとにカールコレクタから取り去り、 

 積み過ぎないようにしてください 

 

 

(折り目が谷) (折り目が山) 

前       後 前       後 

フェンス 

ラック

カールコレクタ
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パソコンとの接続 

このプリンタは、IEEE1284 準拠のパラレルインタフェースを備えています。 

プリンタケーブルは純正品(オプション:HT-4996-66E)をご利用ください。 

 

 

 

          プリンタケーブルを抜き差しするときは、必ずパソコンと本プリンタの電源を切り 

          電源プラグをコンセントから抜いたあとに行ってください。感電の原因となります。 

 

 

 

 

          プリンタケーブルの接続は間違いがないようにしてください。 
          誤った接続状態で使用すると、プリンタ本体およびパソコン本体が故障する原因と 
          なることがあります。 

！！   警告

！！   警告
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パソコンとの接続は、次の手順で行います。 

1 プリンタとパソコンの電源を切る 

プリンタの電源スイッチが 「○」側に倒れていることを確認してください。 

2 プリンタケーブルをプリンタに接続する 

リアドアを開けて、カバーを固定しているネジ２本を取り外して、カバーを取り外してくだ

さい。 

プリンタ底面からプリンタケーブルを引き込み、プリンタのインタフェースコネクタに接続

して左右のロックピンでコネクタを固定してください。 

3 プリンタケーブルを固定する 

    プリンタケーブルをクランプで固定して、カバーを元の位置に戻してネジで固定してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 プリンタケーブルのもう一方のコネクタをパソコンに接続する 

接続の方法は、お使いになるパソコンのマニュアルをご覧ください。 

プリンタケーブルは、純正品（オプション:HT-4996-66E）を使用してください。 

 

リアドア 
インタフェース 

コネクタ 

ロックピン 

プリンタ 
ケーブル 

クランプ

ネジ 

カバー 
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電源コードの接続 

 

 

          ・表示された電源電圧以外のコンセントは使用しないでください。 
           また、タコ足配線をしないでください。火災・感電のおそれがあります。 
          ・必ずアース付きのコンセントを使用してください。 
           アース接続を行わないで、万一漏電した場合、火災・感電の恐れがあり 
           ます。なお、アース接続出来ない場合は、販売会社または保守会社にご 
           相談ください。 
          ・上位装置または他の機器のサービスコンセントは使用しないでください。 
           装置の故障や火災の原因となります。 
          ・電源プラグは、根元まで確実に差し込んでください。 
          ・電源コードは、必ず付属のものを使用してください。 

 

 

 

 

！！   警告
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電源コードの接続は、次の手順で行います。 

1 プリンタとパソコンの電源を切る 

電源スイッチが 「○」側に倒れていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 プリンタに電源コードを差し込む 

リアドアを開けて、プリンタのインレットに電源コードを接続します。 

プリンタ底面のカバーを固定しているネジ２本を取り外します。 

底面の開口部から電源コードを外部へ引き出したあと、電源コードをクランプで 

固定して、カバーをネジで固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 電源コードのもう一方のプラグをコンセントに接続する 

 

 

 

 

 

 

電源コード 

インレット 

カバー 

ネジ 

クランプ リアドア 

電源スイッチ 
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 電源の投入と切断 

プリンタの電源の入れかたと切りかたについて説明します。 

 

 

      購入後初めてプリンタに電源を入れるときは、次の点を確認してください。 

      ・輸送用テープが取り外してあること 

      ・電源コンセントの電源電圧が 100V、15A 周波数が 50 または 60Hz であること 

 

 

 

      ・電源の切断は、緊急の場合を除いて必ず電源スイッチで行ってください。 
       電源プラグを電源コンセントから抜いて電源を切ると、プリンタ内の回路を 
       傷めたり、印字データを壊したりする場合があります。 
      ・印字ハンマが動いているときは、電源を切らないでください。 
      ・電源を切ったあと、再び電源を入れる場合は５秒以上待ってください。 
       ５秒以内に電源を入れると、電源を入れることができない場合があります。 
       電源が入らなくなった場合は、一度切ったあと、３０秒以上たってから入れ 
       なおしてください。 

 

！！   注意

！！   警告
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電源を投入する 

プリンタ左側面の電源スイッチにより、電源のオン、オフを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタ左側面にある電源スイッチをオンにしてください。 

（「｜」側に倒します。） 

操作パネルの電源ランプが点灯し、メッセージ表示部に 

“ジコシンダンチュウ”と表示します。 

自己診断が終了し、プリンタが使用できる状態になります。 

 

電源が入らない場合、または操作パネルの表示部にエラーメッセージが表示された場

合は、「第 6 章 保守と点検」 を参照してください。 

 

 

 

印字モード 

高濃度 

超高速 

高速 

高品位 

通常 

リセット 
先頭行／ 

選択 

電源 

エラー 

データ 

メッセージ表示部 

実行 メニュー ▼後退 ホールド 改行 

▲前進 改頁 準備完 

ステータス 
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電源を切断する 

印字が終了していることを確認してください。 

プリンタ左側面にある電源スイッチをオフにして 

ください。（「○」側に倒します。） 

操作パネルの電源ランプが消灯します。 

 

 

 

      プリンタの印刷動作中に電源をオフしないでください。 

      また、電源オフ後に電源をオンにする場合は、5 秒以上経ってからにしてください。 

 

電源オフ直後、操作パネルのメッセージ表示部に一瞬“POWER ALARM”等のエラー

メッセージが表示される場合がありますが、機器には異常ありません。 

 

 

 

省電力モード 

１０分間印刷が行われないとプリンタは省電力モードに移行します。メッセージ表示部

に“パワーセーブチュウ”のメッセージが表示されます。印字データを受信するとこの状

態は解除されます。 

 

注意



Prinfina IMPACT GX5300 取扱説明書 

 

1-22 

 リボンの取り付け 

リボンの取り付けは、次の手順で行います。 

1 プリンタの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

 

2 トップカバーを開けて、プラテンを開放する 

トップカバーを開けて、ＦＴレバーを矢印の方向に一番奥の位置まで押して 

プラテンを開放してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 カセットカバーを取り外す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カセット
 カバー 

トップ 
カバー 

 

ＦＴレバー 
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4 リボンパックを挿入する 

リボンパックの上ぶたを外し、案内板がリボンカセットの右側になるように内箱を入れて 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 内箱の左側にあるフックを外す 

内箱の左側にあるフックを外してフックを開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      リボンを取り付けるとき、ねじれたりしないように注意してください。 

 

案内板 

フック 

内箱 

リボンカセット

注意
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6 案内板を取り除く 

リボンパックの案内板を押さえながら、内箱を矢印方向に引き抜いてください。そのあと、

案内板を取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      案内板は必ず取り外してください。リボンジャムの原因となります。 

 

 

7 セパレータカバーをずらす 

ネジをゆるめ、セパレータカバーを矢印方向に引き、作業がしやすいようにネジを締めて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内板 

 

ネジ 

セパレータカバー

注意
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8 リボンをセットする 

    リボンブレーキレバーを矢印方向に押しながら①②の順にリボンを通してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    リボンルートガイド、リボンガイド（L）、リボンセパレータ、リボンガイド（R）の順にリボンを 

     通してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   リボンがリボンセパレータ（穴のあいた薄い金属板）の手前側に入っていることを確認して 

ください。またリボンがねじれていないか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      リボンセパレータのエッジは鋭利になっていますので、触れないでください。 
      けがをするおそれがあります。 

ハンマピン リボン 

 ハンマ 

リボン
セパレータ 

① 
② 

リボンブレーキレバー 

リボンガイド（Ｌ） リボンガイド（Ｒ） 

リボン 
セパレータ 

リボンルートガイド 

！！   注意
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リボンをリボンセンサに掛け、ローラレバーを手前に引きながらリボンを通したあと、 

リボンフィードノブを時計回りに回してリボンのたるみを取ってください。 

その後メビウスを左側に寄せてください。このとき、倒れているリボンがあれば起こして 

ください。 

 
新品リボンをセットしたときのメビウスの位置はリボンカセットの右側と 
なりますが、メビウスは印字動作に伴ってリボンが周回されることで徐々 
に左側へ移動し、やがて自動的に左側まで完全に移動します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 セパレータカバーを戻す 

ネジをゆるめ、セパレータカバーを矢印方向に突き当たるまでスライドさせてネジを締め

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローラレバー リボンセンサ 

リボンフィードノブ 

ネジ 

セパレータカバー

メビウス 

トラクタ 
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10 カセットカバーを取り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 ＦＴレバーを手前に引いて、プラテンを閉じ、トップカバーを閉じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カセット
 カバー 

トップ 
カバー 

 

ＦＴレバー 
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 オプションの取り付け 

オプションのＬＡＮアダプタは次の手順を確認しながら取り付けてください。 

ＬＡＮアダプタを取り付けたあと、テスト印字を行います。用紙のセット方法は、「第４章  

用紙のセット」を参照し、添付品のテスト用紙をプリンタにセットしてください。 

 

 

      ・弊社指定以外のＬＡＮアダプタを内蔵して使用しないでください。 
      ・ケーブル類はしっかり差し込んでください。 
       誤動作や故障の原因になることがあります。 

 

留意事項 

・ＬＡＮアダプタを内蔵した場合は、セントロインタフェースに接続しても印字することは 

 できません。 

・ＬＡＮアダプタに関しては、ＬＡＮアダプタの取扱説明書を参照してください。 

・ネットワークケーブルはしっかり差し込んでください。 

・ＬＡＮアダプタ使用時は、「付録 A-9 ページ」を参照し、設定項目を確認してください。 

 工場出荷時から設定を変更していない場合は、そのまま使用することができます。 

 

 

1 ＬＡＮアダプタＩＦカバーを外し、接続するコネクタを確認する 

2 内蔵するＬＡＮアダプタとＬＡＮアダプタの添付品を準備する 

3 ＬＡＮアダプタをプリンタに取り付ける 

4 ＬＡＮアダプタからテスト印字を行う 

5 ＬＡＮアダプタＩＦカバーを取り付ける 

6 ネットワークケーブルをプリンタに接続する 

 

 

注意
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ＩＦカバーを取り外し、コネクタを確認する 

1 プリンタの電源を切る 

   電源スイッチが（｢○｣側）に倒されていることを確認します。 

2 電源コードをコンセントから抜く 

3 用紙を取り出す 

   リアドアを開けてください。中に用紙が入っている場合は、用紙を取り出し用紙収納部 

   を空にしてください。 

4 ＩＦカバーのネジ 4 本(プリンタの左内側)を外す   

  外したネジは紛失しないように注意して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ＩＦカバーを取り外す 
   ＩＦカバーの手前側を矢印方向へずらした後、手前に抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＦカバー

リアドア ネジ 

ＩＦカバー

① 
② 
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6 ＬＡＮアダプタに接続するケーブルを確認する 

   内部ネットワークケーブル、プリンタＤＣケーブルの包装材を取り外します。 

   プリンタに固定されている内部インタフェースケーブルをコネクタから外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部ネットワークケーブル プリンタＤＣケーブル 

回す 

引き抜く 

内部インタフェースケーブル 
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ＬＡＮアダプタと付属品を準備する 

本プリンタにＬＡＮアダプタ PC-PB20301 を内蔵する場合は、ＬＡＮアダプタ本体と、 

ＬＡＮアダプタ内蔵用オプション(PC-LP20301)に含まれるＤＣケーブル、変換コネクタ 

マジックテープが必要です。 

ＬＡＮアダプタ PC-PB20211 を内蔵する場合は、ＬＡＮアダプタ付属のＤＣケーブル 

を使用します。（AC アダプタは使用しません。） 

 

ＰＣ－ＬＰ２０３０１ 構成品 

 
 
 
 
 
 
 
 

変換コネクタ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＣケーブル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マジックテープ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

マジックテープシート 

 

ＰＣ－ＰＢ２０２１１ 付属品 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＣケーブル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※本プリンタのオプションの LAN アダプタ PC-PB20301S1 は LAN アダプタ 

PC-PB20301 と PC-LP20301 のセットです。 
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ＬＡＮアダプタを取り付ける 

ＬＡＮアダプタにより、取り付け方法が異なります。 

ご使用になるＬＡＮアダプタの型名を確認し、手順に従って取り付け作業を行って 

ください。 

 

ＬＡＮアダプタ ＰＣ－ＰＢ２０３０１編 

1 変換コネクタにマジックテープを巻きつける 
事前に準備したLANアダプタ内蔵用の変換コネクタにマジックテープを巻き付け

ます。 

マジックテープが振動等ではがれたり、ずれたりすることがありますので、変換コネクタに

きつく巻きつけられているか、確認をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留意事項 
マッジクテープは振動ではがれたり、ずれたりしないようにきつく巻きつけてください。 

マジックテープ 

変換コネクタ 

図の位置に巻き付ける 
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2 ＬＡＮアダプタにケーブルを接続する 

ＬＡＮアダプタに変換コネクタ、内部ネットワークケーブルおよび PC-LP20301 付属品の 

ＤＣケーブルを接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 プリンタのＤＣケーブルと接続する 

2 で接続したＤＣケーブルとプリンタのＤＣケーブルを接続してください。 

 

 

 

 

 

 

ＤＣケーブル（PC-LP20301 付属品）

ＬＡＮアダプタ（PC-PB20301） 

変換コネクタ 
内部ネットワークケーブル 

 

プリンタＤＣケーブル 

PC-LP20301 付属品 

ＤＣケーブル 

コネクタを差し込む 
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4 変換コネクタと内部インタフェースケーブルを接続する 

変換コネクタをプリンタの内部インタフェースケーブルに接続してください。 

 

5 変換コネクタを固定する 

プリンタ内のＩＦベース（点線部の範囲）にマジックテープシートを貼り付けてください。 

マジックテープシートに変換コネクタを固定してください。 

ＩＦベース以外には固定しないでください。誤動作や誤印字の原因になることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部インタフェースケーブル 

   変換コネクタ 

IF ベース 

ＤＣケーブル 

（PC-LP20301 付属品）

プリンタＤＣケーブル 

マジックテープ 
マジックテープシート 

貼り付け範囲 
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ＬＡＮアダプタ ＰＣ－ＰＢ２０２１１編 

1 ケーブルを接続する 

下図のコネクタ位置を参照して、各ケーブルをＬＡＮアダプタに接続します。 

プリンタの内部ネットワークケーブルをＬＡＮコネクタに接続してください。 

ＬＡＮアダプタ付属のＤＣケーブルとプリンタのＤＣケーブルを接続して、ＤＣコネクタ 

に接続してください。（LAN アダプタ PC-PB20111 の場合はプリンタの DC ケーブルを 

直接 LAN アダプタのＬＡＮコネクタへ接続してください。） 

内部インタフェース ケーブルをインタフェースコネクタに接続してください。 

2 ＬＡＮアダプタを固定する 

  ＬＡＮアダプタをＬＡＮアダプタ固定台に置き、プリンタの固定ベルトで固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 3 ＬＡＮアダプタの電源スイッチをオンにする 

各コネクタが接続されたことを確認し、ＬＡＮアダプタの電源スイッチをオンにします。 

電源スイッチ 

固定ベルト 

ＬＡＮアダプタ固定台 

ＤＣコネクタ 

ＬＡＮコネクタ 

インタフェース 
コネクタ 

内部インタフェースケーブル 

内部ネットワーク

ケーブル 

ＤＣケーブル 
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ＬＡＮアダプタからテスト印字を行う 

ＬＡＮアダプタの取扱説明書を参照して、ＬＡＮアダプタの自己診断結果（テスト印字）を印字し

ます。 

 

1 プリンタに電源コードを接続する 

2 ＬＡＮアダプタの取扱説明書を参照し、自己診断結果（テスト印字）を行う 

ＬＡＮアダプタのテスト印字は、ＬＡＮアダプタの DIP スイッチを変更して行います。 

詳細は、ＬＡＮアダプタ付属 CD-ROM 内の取扱説明書を参照してください。 

 

● PC-PB20301 の場合は、DIP スイッチ ３番をオンにして、プリンタとＬＡＮアダプタ 

  の電源スイッチをオンにします。 

● PC-PB20211 の場合は、DIP スイッチ ３番をオンにして、プリンタとＬＡＮアダプタ 

  の電源スイッチをオンにします。 

3 ＬＡＮアダプタの DIP スイッチを元に戻す 

自己診断結果を印字した後は、プリンタとＬＡＮアダプタの電源スイッチをオフにして 

変更した DIP スイッチを元に戻します。 

DIP スイッチを変更したまま使用すると、電源投入時に毎回、自己診断結果の印字が 

行われます。 

4 プリンタの電源コードを外す 
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ＩＦカバーを取り付ける 

1 ＩＦカバーを取り付ける 

   ＩＦカバーの先端を挿入して手前側を左へずらしてセットしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留意事項 

ＩＦカバーで内部のケーブルを傷付けないように注意して取り付けてください。 
 

2 ＩＦカバーをネジ 4 本で固定する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ネジ

ＩＦカバー 

ＩＦカバー 

① 

② 
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ネットワークケーブルを接続する 

 

1 ネットワークケーブルを接続する 
    プリンタ底面のカバーを固定しているネジ２本を外してカバーを外します。 

    プリンタ底面の開口部からネットワークケーブルを引き込み、パネルボードの 

    ＬＡＮコネクタに接続してください。 

2 ネットワークケーブルを固定する 
スタッカー部左側にあるクランプ（2 個）を使用して、ネットワークケーブルを固定して 

ください。 

外したカバーを元に戻してネジで固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 リアドアを閉める 

留意事項 

ＬＡＮアダプタ使用時は、設定モードの接続形態がＬＡＮ接続になっていることを確認して 

使用してください。（詳しくは 3-7 ㌻「第３章 設定モード」を参照してください。） 

4 プリンタの電源を入れる 
    プリンタの電源コードをコンセントへ差し込み、電源スイッチをオンにしてください。 

    （「｜」側に倒します。） 

カバー スタッカー部クランプ

ネットワーク 

ケーブル 

パネルボード 

ＬＡＮコネクタ 

リアドア



第 1章  お使いになる前に 

 

1-39 

 オプションの取り外し 

ＬＡＮアダプタの取り外し(PC-PB20301 編) 

1 プリンタの電源を切る 

    電源スイッチが（「○」側）に倒れていることを確認します。 

2 電源コードをコンセントから抜く 

3 用紙を取り出す 
リアドアを開けてください。中に用紙が入っている場合は、用紙を取り出し用紙収納部を 

空にしてください。 

4 ＩＦカバーのネジ 4 本（プリンタの左内側にあるネジ）を外す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
リアドア ネジ

ＩＦカバー 
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5 IF カバーを取り外す 
    ＩＦカバーの手前側を矢印方向へずらしてから手前に抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 LAN アダプタを取り外す 

    ＩＦベースにマジックテープで固定されているＬＡＮアダプタをマジックテープシート 

    から取り外してください。 

7 内部インタフェースケーブルを取り外す 
    プリンタの内部インタフェースケーブルを変換コネクタから取り外してください。 

8 ＤＣケーブルを取り外す 
    PC-LP20301 付属品のＤＣケーブルをプリンタのＤＣケーブルから取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＦカバー 

内部インタフェースケーブル 

変換コネクタ 

IF ベース 

ＤＣケーブル 

（PC-LP20301 付属品）

プリンタＤＣケーブル 

マジックテープシート

ＬＡＮアダプタ 

① 

② 

ＤＣケーブルコネクタ 

を引き抜いて取り外す 
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9 ケーブル類を取り外す 

    ＬＡＮアダプタから変換コネクタ、内部ネットワークケーブル、ＤＣケーブルを取り外して 

    ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 セントロインタフェースケーブルを接続する 

   セントロインタフェースで印字する場合は、内部インタフェースコネクタを接続してくだ 

   さい。 

   （「第 1 章 ＩＦカバーを取り外し、コネクタを確認する」の項 6 からの逆手順で接続して 

   ください。） 

11 IF カバーを取り付ける 

ＩＦカバーを元の位置へ戻し、ネジ 4 本でとめてください。 

 

留意事項 

ＩＦカバーで内部のケーブルを傷付けないように注意して取り付けてください。 

 

ＬＡＮアダプタ 

変換コネクタ 

ＬＡＮケーブル 

ＤＣケーブル 

PC-LP20301 付属品
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ＬＡＮアダプタの取り外し(PC-PB20211 編) 

1 プリンタの電源を切る 

  電源スイッチが（「○」側）に倒れていることを確認します 

2 電源コードをコンセントから抜く 

3 用紙を取り出す 

リアドアを開けてください。中に用紙が入っている場合は、用紙を取り出し用紙収納部 

  を空にしてください。 

4 ＩＦカバーのネジ 4 本（プリンタの左内側にあるネジ）を外す 
 

 

 

 

 

 

 

 

5 IF カバーを取り外す 

ＩＦカバーの手前側を矢印方向へずらしてから手前に引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

リアドア ネジ

ＩＦカバー 

ＩＦカバー 

① 

② 
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6 ＬＡＮアダプタの電源スイッチをオフにする   

7 ケーブルを外す 
ＬＡＮアダプタに接続されている内部ネットワークケーブル、ＤＣケーブル（ＬＡＮアダプタ

付属のＤＣケーブルも取り外して下さい）、インタフェースケーブルを取り外してください。 

8 ＬＡＮアダプタを取り外す 
  ＬＡＮアダプタを固定しているベルトをゆるめ、ＬＡＮアダプタを取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源スイッチ 

ベルト 

ＤＣコネクタ 

ＬＡＮコネクタ 

インタフェース 
コネクタ 
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  ベルトをゆるめづらい場合は、次の手順で行ってください。 

  ①ベルトのストッパへコイン等を差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②差し込んだ部分を支点にコイン等を倒し、ストッパを起こしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ストッパを起こした状態を保ちベルトをゆるめてください。 

 

9 セントロインタフェースケーブルを接続する 

セントロインタフェースで印字する場合は、内部インタフェースのコネクタを接続 

してください。（「第 1 章 ＩＦカバーを取り外し、コネクタを確認する」の項 6 からの 

逆手順で接続してください。） 

  

10 IF カバーを取り付ける 
 ＩＦカバーを元の位置へ戻し、ネジ 4 本でとめてください。 

 

留意事項 

ＩＦカバーで内部のケーブルを傷付けないように注意して取り付けてください。 

 



第 2 章 
プリンタドライバ 

 

この章では、プリンタドライバの概要、インストールの方法、および 

設定について、PC-PN5600 SERIES を例に説明します。 

 

 

 プリンタドライバの概要..................................................................................................................................... 2-2 

表記について..................................................................................................................................................... 2-2 

プリンタドライバの動作環境 ....................................................................................................................... 2-2 

プリンタドライバのインストール ....................................................................................................................... 2-3 

プリンタドライバの設定....................................................................................................................................... 2-9 

Windows Server 2003 の設定画面 .......................................................................................................... 2-9 

Windows XP の設定画面............................................................................................................................2-19 

Windows Vista／Windows Server 2008／ 

Windows 7／Windows Server 2008 R2／ 

Windows 8／Windows Server 2012 の設定画面..............................................................................2-29 

印刷設定可能範囲について...........................................................................................................................2-42 

用紙サイズ .......................................................................................................................................................2-42 

印刷設定可能範囲 .......................................................................................................................................2-44 

用紙の印刷方向..................................................................................................................................................2-46 
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  プリンタドライバの概要 

プリンタに添付されているプリンタドライバの基本的なことがらについて説明します。 

ここでは、画面表示を PC-PN5600 SERIES の例で説明しています。 

表記について 

・ Microsoft®Windows®XP Operating System 日本語版 
・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2003 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®Windows Ｖｉｓｔａ® Operating System 日本語版 
・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2008 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®Windows®7 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2008 R2 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®Windows®8 Operating System 日本語版 
・ Microsoft®WindowsＳｅｒｖｅｒ®2012 Operating System 日本語版 
 
  本書中では、上記オペレーティングシステムをそれぞれ Windows XP、 
  Windows Server 2003、Windows Ｖｉｓｔａ、Windows Server 2008、Windows７、 

Windows Server 2008 R2、Windows8、Windows Server 2012 と表記しています。 

プリンタドライバの動作環境 

対象機種 O S 

Windows XP（32bit 日本語版） 

Windows Server 2003（32bit 日本語版） 

Windows Server 2003（64bit 日本語版） 

Windows Vista（32bit 日本語版） 

Windows Vista（64bit 日本語版） 

Windows Server 2008（32bit 日本語版） 

Windows Server 2008（64bit 日本語版） 

Windows 7（32bit 日本語版） 

Windows 7（64bit 日本語版） 

Windows Server 2008 R2（64bit 日本語版） 

Windows 8（32bit 日本語版） 

Windows 8（64bit 日本語版） 

DOS/V 互換機 

 

Windows Server 2012（64bit 日本語版） 
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 プリンタドライバのインストール 

プリンタドライバのインストール方法について説明します。 

また、日立プリンタのホームページにて最新プリンタドライバのダウンロードサービスを

行っていますので、ご利用ください。 

URL : http://www.hitachi.co.jp/printer/ 
 

 ・・ ガイド ・・ 
日立ソフトウェアセットアップでの自動インストールは Windows XP／ 

Server 2003(32bit)のみ対応しています。 

 

本プリンタと Windows XP および Windows Server 2003 がインストールされた 

パソコンとをパラレルケーブルで接続する場合は、プリンタのインストールプログ 

ラムを使用せず、Plug & Play 後のウィザードに従って、プリンタドライバのインス 

トールを行ってください。 

 

1 日立ソフトウェアセットアップを起動する 

ＣＤ－ＲＯＭをパソコンにセットすると、自動的に「日立ソフトウェアセットアップ」が 

起動します。 

※自動的に起動しない場合は、〔マイコンピュータ〕から〔ＣＤ－ＲＯＭドライブ〕を 

  選択し、〔Autorun.exe〕をダブルクリックしてください。 

 

※Plug & Play でプリンタが認識された場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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※インストーラ「プリンタドライバ セットアップ」を起動する 

〔プリンタドライバのインストーラ〕をクリックして「プリンタドライバ セットアップ」を起動

します。 

 

 

確認画面が表示されますので、画面に従い次に進んでください。 

 

 

 
※日立ソフトウェアセットアップでの自動インストールは Windows XP／Server 2003(32bit)のみ 

対応しています。その他の OS ﾊﾞｰｼﾞｮﾝの場合は｢ﾌﾟﾘﾝﾀの追加｣から行ってください。 
ｲﾝｽﾄｰﾙ方法は CD-ROM 内の該当 OS ﾌｫﾙﾀﾞ内「README.TXT」を参照してください。 

 

ラインプリンタ用プリンタドライバをクリックします。 
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2 「使用許諾」の内容を確認する 

プリンタドライバセットアップが起動して「使用許諾」が表示されます。 

内容を確認して、同意していただける場合は〔同意する〕をクリックします。 

 

 

3 インストールするプリンタの形名を選択する 

インストールが可能なプリンタの一覧が表示されます。 

画面に従って、「プリンタ一覧」からインストールするプリンタの形名を選択して〔次へ〕を

クリックします。 

※「UNIDRV.DLL ファイルが必要です。」というダイアログが表示された場合、画面の指

示に従って、ＣＡＢファイルのパスを入力してください。 
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4 プリンタの接続方法を選択する 

「ローカルプリンタ」を選択して〔次へ〕をクリックします。 

※ ネットワークプリンタの設定は、ＬＡＮアダプタ（オプション）のマニュアルを参照してく

ださい。 

 

 

 

5 プリンタで使用するポートを選択する 

画面に従って、「ポート一覧」からプリンタの出力先のポートを選択します。 

ローカルポートへの出力は、通常「ＬＰＴ１」を選択します。 

また、プリンタ名には任意の名称を付けることが可能です。 
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6 プリンタの共有について選択する 

〔次へ〕をクリックします。 

（この画面ではプリンタの共有は選択できません。共有する場合はインストール

後にプリンタのプロパティで設定してください。）  

 

         

7 インストールを開始する 

選択したインストール条件が表示されますので、内容を確認して〔完了〕をクリック 

します。 
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8 セットアップ終了 

プリンタドライバのインストールが終了しました。 

           

 

9 インストールが完了したことを確認する 

〔コントロールパネル〕から〔プリンタ〕を開き、インストールしたプリンタのアイコンが表示

されていることを確認します。 

以上でプリンタドライバのインストールは終了です。 
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  プリンタドライバの設定 

 

 

ここでは、プリンタドライバの設定画面について説明します。 

Windows Server 2003 の設定画面 

Windows Server 2003 でのプリンタドライバの設定は、「印刷」、「印刷設定」、「プリンタ

のプロパティ」ダイアログボックスで行います。 

各ダイアログボックスで、設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

 

 

 ・・ ガイド ・・ 
  ・アプリケーションによっては、データ保存時に印刷に関する設定（プリンタドライバ 

   の設定を含む）を保存します。このため、アプリケーション側から変更するまで、 

   保存してある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケーション側で用 

   紙サイズなどを設定できるものもあります。 

  ・新しい用紙を作成する場合は、「マイコンピュータ」 のプリンタを開き、ツールバーの 

   「ファイル」から「サーバのプロパティ」をクリックして、作成してください。 

   用紙幅は、プリンタにセット可能な範囲内で設定してください。 
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アプリケーションからの設定画面（印刷） 

 
各アプリケーションでのプリンタの設定項目から表示するプリンタのプロパティです。印

刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

プリンタ設定のプロパティを表示する方法は、アプリケーションごとに異なります。 

ここでは、ワードパットを例に説明します。 

1 ワードパットの〔ファイル〕メニューから、〔印刷〕を選択する 

2 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときダイアログボックスは開い

たままです。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を適応しないで「印刷」ダイアログボックスを

終了します。 

〔印刷〕をクリックすると変更した設定で印刷が開始されます。 
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〔スタート〕からの設定画面（印刷設定） 

 
用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。 

アプリケーションで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、この設定値で印刷しま

す。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する 

2 該当するプリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕メニューから〔印刷設定〕を 

選択する 

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存して「印刷設定」ダイアログボックスを終了し

ます。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印刷設定」ダイアログボッ

クスを終了します。 

〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときダイアログボックスを開い

たままです。 
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プリンタのプロパティ 

 
プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する 

2 該当するプリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕メニューから〔プロパティ〕を 

選択する 

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。 

〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときプロパティは開いた 

ままです。 
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ダイアログ一覧 

（注 1）のダイアログは「印刷」、「印刷設定」ダイアログボックスで表示されます。 

（注 2）のダイアログは「プリンタのプロパティ」ダイアログボックスでのみ表示されます。 

 

〔レイアウト〕 （注 1） 
 

 
 

印刷の向き、ページ順序、シートごとの印刷ページなど、レイアウトに関する設定など

を行います。 

 

設定項目 内 容 
印刷の向き 印刷の向きを指定します。 

ページの順序 印刷するページの順序を指定します。 

シートごとのページ 1 枚の用紙に何ページ分印刷するのかを指定します。 
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〔用紙/品質〕 （注 1） 
 

 
給紙方法の設定を行います。 

 

設定項目 内 容 
給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 
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〔詳細〕 （注 1） 
 

 
次の項目の設定が行えます。 

 

設定項目 設定内容 備 考 
用紙/出力 用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 

 部数 印刷部数を設定します。 

グラフィックス 印刷品質 解像度を設定します。 

ドキュメントの 

オプション 

詳細な印刷機能 印刷機能の設定を有効にするか、しないかを

設定します。 

 有効 : 〔ページの順序〕〔シートごとの 

      ページ〕および〔部数〕の設定が 

      有効になります。 

 無効 : 〔ページの順序〕〔シートごとの 

      ページ〕および〔部数〕の設定が 

      無効（初期値）になります。 

 ハーフトーン ハーフトーンの種類を設定します。 

 印刷の最適化 印刷の最適化を有効にするか、しないかを 

設定します。 
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〔全般〕 （注 2） 

 
プリンタの場所の入力、コメントの入力、機能一覧の表示、印刷設定、テストページの

印刷を行います。 

 

〔共有〕 （注 2） 

 
プリンタの共有に関する設定や代替ドライバのインストールを行います。ただし、代替ド

ライバはサポートしません。 

 

 

 

サーバー側が 64bit 、クライアント側が 32bit など、ＯＳの bit 数が 

異なる場合でプリンタの共有をする場合は、サーバー、クライアント 

のそれぞれにプリンタドライバをインストールする必要があります。 
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〔ポート〕 （注 2） 
 

 
印刷先のポートに関する設定を行います。 

 

〔詳細設定〕 （注 2） 
 

 
プリンタの利用可能時間、優先順位、プリントプロセッサ、区切りページを設定します。 
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〔セキュリティ〕 （注 2） 
 

 
プリンタのセキュリティに関する設定を行います。 

 

〔デバイスの設定〕 （注 2） 

 

 
給紙方法と用紙の割り当ての設定を行います。 

 

設定項目 内 容 
給紙方法と 
用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
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Windows XP の設定画面 

Windows XP でのプリンタドライバの設定は、「印刷」、「印刷設定」、「プリンタのプロパ

ティ」ダイアログボックスで行います。 

各ダイアログボックスで、設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

 

 

 ・・ ガイド ・・ 
・アプリケーションによっては、データ保存時に印刷に関する設定（プリンタドライバ 

の設定を含む）を保存します。このため、アプリケーション側から変更する 

まで、保存してある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケーション側で用 

紙サイズなどを設定できるものもあります。 

・新しい用紙を作成する場合は、「マイコンピュータ」 のプリンタを開き、ツールバーの 

 「ファイル」から「サーバのプロパティ」をクリックして、作成してください。 

 用紙幅は、プリンタにセット可能な範囲内で設定してください。 
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アプリケーションからの設定画面（印刷） 

 

各アプリケーションでのプリンタの設定項目から表示するプリンタのプロパティです。 

印刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

プリンタ設定のプロパティを表示する方法は、アプリケーションごとに異なります。 

ここでは、ワードパットを例に説明します。 

1 ワードパットの〔ファイル〕メニューから、〔印刷〕を選択する 

2 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときダイアログボックスは開い

たままです。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を適応しないで「印刷」ダイアログボックスを

終了します。 

〔印刷〕をクリックすると変更した設定で印刷が開始されます。 
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〔スタート〕からの設定画面（印刷設定） 

 

用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。 

アプリケーションで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、この設定値で印刷しま

す。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

1 〔スタート〕から、〔プリンターとＦＡＸ〕を選択する 

2 該当するプリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕メニューから〔印刷設定〕を 

選択する 
3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存して「印刷設定」ダイアログボックスを終了し

ます。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印刷設定」ダイアログボッ

クスを終了します。 

〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときダイアログボックスを開い

たままです。 
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プリンタのプロパティ 

 

プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

1 〔スタート〕から、〔プリンターとＦＡＸ〕を選択する 

2 該当するプリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕メニューから〔プロパティ〕を 

選択する 
3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。 

〔適用〕をクリックすると、変更した設定を保存します。このときプロパティは開いたままで

す。 
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ダイアログ一覧 

（注 1）のダイアログは「印刷」、「印刷設定」ダイアログボックスで表示されます。 

（注 2）のダイアログは「プリンタのプロパティ」ダイアログボックスでのみ表示 

されます。 

 

〔レイアウト〕 （注 1） 
 

 

 

印刷の向き、ページ順序、シートごとの印刷ページなど、レイアウトに関する設定など

を行います。 

 

設定項目 内 容 
印刷の向き 印刷の向きを指定します。 

ページの順序 印刷するページの順序を指定します。 

シートごとのページ 1 枚の用紙に何ページ分印刷するのかを指定します。 
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〔用紙/品質〕 （注 1） 
 

 

給紙方法の設定を行います。 

 

設定項目 内 容 
給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 
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〔詳細〕 （注 1） 
 

 

次の項目の設定が行えます。 

 

設定項目 設定内容 備 考 
用紙/出力 用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 

 部数 印刷部数を設定します。 

グラフィックス 印刷品質 解像度を設定します。 

ドキュメントの 

オプション 

詳細な印刷機能 印刷機能の設定を有効にするかしないかを

設定します。 

有効 : 〔ページの順序〕〔シートごとのペー

ジ〕および〔部数〕の設定が有効に

なります。 

無効 : 〔ページの順序〕〔シートごとのペー

ジ〕および〔部数〕の設定が無効（初

期値）になります。 

 ハーフトーン ハーフトーンの種類を設定します。 

 印刷の最適化 印刷の最適化を有効にするかしないかを設

定します。 
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〔全般〕 （注 2） 

 

プリンタの場所の入力、コメントの入力、機能一覧の表示、印刷設定、テストページの

印刷を行います。 

 

〔共有〕 （注 2） 

 

プリンタの共有に関する設定や代替ドライバのインストールを行います。 

ただし、代替ドライバはサポートしません。 

 
・上記のような画面が表示される場合は、ウィザードに従ってネット 

ワークのセットアップを実行してください。 

・サーバー側が 64bit 、クライアント側が 32bit など、ＯＳの bit 数が 

異なる場合でプリンタの共有をする場合は、サーバー、クライアント 

のそれぞれにプリンタドライバをインストールする必要があります。 
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〔ポート〕 （注 2） 

 

印刷先のポートに関する設定を行います。 

 

 

〔詳細設定〕 （注 2） 

 

プリンタの利用可能時間、優先順位、プリントプロセッサ、区切りページを設定します。 
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〔デバイスの設定〕 （注 2） 

 

 

給紙方法と用紙の割り当ての設定を行います。 

 

設定項目 内 容 
給紙方法と 
用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
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Windows Vista／Windows Server 2008／ 
Windows 7／Windows Server 2008 R2／ 
Windows 8／Windows Server 2012 の設定画面 

Windows Vista/Windows Server 2008/Ｗｉｎｄｏｗｓ 7/Windows Server 2008 R2/ 

Windows 8/Windows Server 2012 でのプリンタドライバの設定は、「印刷」、 

「印刷設定」、「プリンタのプロパティ」ダイアログボックスで行います。 

各ダイアログボックスで、設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。 

 

 

 ・・ ガイド ・・ 
・アプリケーションによっては、データ保存時に印刷に関する設定（プリンタドライバ 

の設定を含む）を保存します。このため、アプリケーション側から変更する 

まで、保存してある設定値で印刷されることがあります。また、アプリケーション側で用 

紙サイズなどを設定できるものもあります。 

・新しい用紙を作成する場合は、「プリンタ」のプリンタアイコン以外の任意の場所を 

右クリックし、「管理者として実行」－「サーバーのプロパティ」の「用紙」タブで作成 

してください。用紙幅は、プリンタにセット可能な範囲内で設定してください。 

 画面はＷｉｎｄｏｗｓ 8 を例に説明しています。 
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アプリケーションからの設定画面（印刷） 

 
各アプリケーションでのプリンタの設定項目から表示するプリンタのプロパティです。 

印刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

プリンタ設定のプロパティを表示する方法は、アプリケーションごとに異なります。 

ここでは、ワードパットを例に説明します。 

1 ワードパットの〔ファイル〕メニューから、〔印刷〕を選択する 

2 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔ＯＫ〕をクリックすると、 

変更した設定を保存してプロパティを終了します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、 

変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。 
〔印刷〕をクリックすると変更した設定で印刷が開始されます。 
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〔スタート〕からの設定画面（印刷設定） 

 
用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。 

アプリケーションで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、この設定値で印刷します。 

 

【設定画面の表示と設定の変更】 
 

1 〔チャーム〕から、〔設定〕〔コントロールパネル〕〔デバイスとプリンター〕の順に選択する 

2 該当するプリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕メニューから〔印刷設定〕を 

選択する 
3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 

〔ＯＫ〕をクリックすると、 
変更した設定を保存してプロパティを終了します。 
〔キャンセル〕をクリックすると、 
変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。 
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 ・・ ガイド ・・ 
変更した設定を以前の設定に戻すには以下の２通りの方法があります。 

（１） 設定を変更した後、変更した項目で右クリックして［変更したオプションを元に戻す］ 

ボタンを表示させクリックする。 

（２） ［詳細設定］ダイアログの「詳細なドキュメントの設定」を右クリックして、［変更したオ 

   プションを元に戻す］ボタンを表示させクリックする。 
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プリンタのプロパティ 

 
プリンタドライバやポートの選択などが行えます。 

 
【設定画面の表示と設定の変更】 

 

1 〔チャーム〕から、〔設定〕〔コントロールパネル〕〔デバイスとプリンター〕の順に選択する 

2 該当するプリンタのアイコンをクリックし、〔ファイル〕メニューから〔プロパティ〕を 
選択する 

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する 
〔OK〕をクリックすると、 
変更した設定を保存してプロパティを終了します。 

〔キャンセル〕をクリックすると、 

変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。 

〔適用〕をクリックすると、 

変更した設定を保存します。このときプロパティは開いたままです。 
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 ・・ ガイド ・・ 
変更した設定を以前の設定に戻すには以下の２通りの方法があります。 

（１） 設定を変更した後、変更した項目で右クリックして［変更したオプションを元に戻す］ 

ボタンを表示させクリックする。 

（２） ［詳細設定］ダイアログの「詳細なドキュメントの設定」を右クリックして、［変更したオ 

   プションを元に戻す］ボタンを表示させクリックする。 
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ダイアログ一覧 

（注 1）のダイアログは「印刷」、「印刷設定」ダイアログボックスで表示されます。 

（注 2）のダイアログは「プリンタのプロパティ」ダイアログボックスでのみ表示 

されます。 

 

〔レイアウト〕 （注 1） 

 
印刷の向き、ページ順序、シートごとの印刷ページなど、レイアウトに関する設定など

を行います。 

 

設定項目 内 容 
印刷の向き 印刷の向きを指定します。 

ページの順序 印刷するページの順序を指定します。 

シートごとのページ 1 枚の用紙に何ページ分印刷するのかを指定します。 
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〔用紙/品質〕 （注 1） 

 
給紙方法の設定を行います。 

 

設定項目 内 容 
給紙方法 用紙の給紙方法を選択します。 
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〔詳細〕 （注 1） 

 
次の項目の設定が行えます。 

 

設定項目 設定内容 備 考 
用紙/出力 用紙サイズ 用紙サイズを選択します。 

 部数 印刷部数を設定します。 

グラフィックス 印刷品質 解像度を設定します。 

ドキュメントの 

オプション 

詳細な印刷機能 印刷機能の設定を有効にするかしないかを

設定します。 

有効 : 〔ページの順序〕〔シートごとのペー

ジ〕および〔部数〕の設定が有効に

なります。 

無効 : 〔ページの順序〕〔シートごとのペー

ジ〕および〔部数〕の設定が無効（初

期値）になります。 

 ハーフトーン ハーフトーンの種類を設定します。 

 印刷の最適化 印刷の最適化を有効にするかしないかを設

定します。 
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〔全般〕 （注 2） 

 
プリンタの場所の入力、コメントの入力、機能一覧の表示、印刷設定、テストページの
印刷を行います。 

 

〔共有〕 （注 2） 

 
プリンタの共有に関する設定や代替ドライバのインストールを行います。 

ただし、代替ドライバはサポートしません。 

 

 

 
・サーバー側が 64bit 、クライアント側が 32bit など、ＯＳの bit 数が 

異なる場合でプリンタの共有をする場合は、サーバー、クライアント 

のそれぞれにプリンタドライバをインストールする必要があります。 
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〔ポート〕 （注 2） 

 

印刷先のポートに関する設定を行います。 

 

〔詳細設定〕 （注 2） 

 

プリンタの利用可能時間、優先順位、プリントプロセッサ、区切りページを設定します。 
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〔色の管理〕 （注 2） 

 

プリンタの色の管理に関する設定を行います。 

 

〔セキュリティ〕 （注 2） 

 

プリンタのセキュリティ管理に関する設定を行います。 
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〔デバイスの設定〕 （注 2） 

 

給紙方法と用紙の割り当ての設定を行います。 

 

設定項目 内 容 
給紙方法と 
用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
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  印刷設定可能範囲について 

このプリンタドライバで使用できる用紙サイズおよび印刷設定可能範囲は、次のように

なっています。 

用紙サイズ 

・・ ガイド ・・ 

下表がプリンタドライバで表示される用紙サイズです。表示されない用紙サイズは、 

「マイコンピュータ」のプリンタを開き、ツールバーの 「ファイル」から「サーバのプロ 

パティ」をクリックして、作成してください。 

 

 

 

単位：mm 

縦（ポートレート） 横（ランドスケープ） 
用紙 

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長 

9 x 11 ｲﾝﾁ 228.60 279.40 ―― ―― 

10 x 11 ｲﾝﾁ 254.00 279.40 ―― ―― 

10 x 14 ｲﾝﾁ 254.00 355.60 ―― ―― 

12 x 11 ｲﾝﾁ 304.80 279.40 ―― ―― 

15 x 3 ｲﾝﾁ 381.00 76.20 ―― ―― 

15 x 4 ｲﾝﾁ 381.00 101.60 ―― ―― 

15 x 4.5 ｲﾝﾁ 381.00 114.30 ―― ―― 

15 x 4 2/3 ｲﾝﾁ 381.00 118.53 ―― ―― 

15 x 5 ｲﾝﾁ 381.00 127.00 ―― ―― 

15 x 5.5 ｲﾝﾁ 381.00 139.70 ―― ―― 

15 x 5 2/3 ｲﾝﾁ 381.00 143.93 ―― ―― 

15 x 6 ｲﾝﾁ 381.00 152.40 ―― ―― 

15 x 6.5 ｲﾝﾁ 381.00 165.10 ―― ―― 

15 x 6 2/3 ｲﾝﾁ 381.00 169.33 ―― ―― 

15 x 7 ｲﾝﾁ 381.00 177.80 ―― ―― 

15 x 7.5 ｲﾝﾁ 381.00 190.50 ―― ―― 

15 x 8 ｲﾝﾁ 381.00 203.20 ―― ―― 

15 x 8.5 ｲﾝﾁ 381.00 215.90 ―― ―― 

15 x 9 ｲﾝﾁ 381.00 228.60 ―― ―― 

15 x 9.5 ｲﾝﾁ 381.00 241.30 ―― ―― 
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縦（ポートレート） 横（ランドスケープ） 
用紙 

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長 

15 x 10 ｲﾝﾁ 381.00 254.00 ―― ―― 

15 x 10.5 ｲﾝﾁ 381.00 266.70 ―― ―― 

15 x 10 ｲﾝﾁ(3 等分) 381.00 84.67 ―― ―― 

15 x 10 ｲﾝﾁ(4 等分) 381.00 63.50 ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ 381.00 279.40 ―― ―― 

15 x 11.5 ｲﾝﾁ 381.00 292.10 ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ(3 等分) 381.00 93.13 ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ(4 等分) 381.00 69.85 ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ(5 等分) 381.00 55.88 ―― ―― 

15 x 11 ｲﾝﾁ(6 等分) 381.00 46.57 ―― ―― 

15 x 12 ｲﾝﾁ 381.00 304.80 ―― ―― 

15 x 12.5 ｲﾝﾁ 381.00 317.50 ―― ―― 

15 x 12 ｲﾝﾁ(4 等分) 381.00 76.20 ―― ―― 

15 x 13 ｲﾝﾁ 381.00 330.20 ―― ―― 

15 x 13.5 ｲﾝﾁ 381.00 342.90 ―― ―― 

15 x 13 ｲﾝﾁ(4 等分) 381.00 82.55 ―― ―― 

15 x 14 ｲﾝﾁ 381.00 355.60 ―― ―― 

A4 210.00 297.00 ―― ―― 

ユーザ定義サイズ ―― ―― 

 

 

 ・・ ガイド ・・ 
ユーザ定義サイズは、プリンタにセット可能な最大用紙幅まで指定できますが、本取扱

説明書の用紙規格を参照して、印刷可能範囲内で使用してください。 
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印刷設定可能範囲 

単位：mm 

余白 
用紙 

左端 右端 

9 x 11 ｲﾝﾁ 0 0 

10 x 11 ｲﾝﾁ 0 0 

10 x 14 ｲﾝﾁ 0 0 

12 x 11 ｲﾝﾁ 0 0 

15 x 3 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 4 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 4.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 4 2/3 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 5.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 5 2/3 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 6 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 6.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 6 2/3 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 7 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 7.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 8 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 8.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 9 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 9.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 10 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 10.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 10 ｲﾝﾁ(3 等分) 0 35.56 

15 x 10 ｲﾝﾁ(4 等分) 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 11.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ(3 等分) 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ(4 等分) 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ(5 等分) 0 35.56 

15 x 11 ｲﾝﾁ(6 等分) 0 35.56 

15 x 12 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 12.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 12 ｲﾝﾁ(4 等分) 0 35.56 

15 x 13 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 13.5 ｲﾝﾁ 0 35.56 

15 x 13 ｲﾝﾁ(4 等分) 0 35.56 

15 x 14 ｲﾝﾁ 0 35.56 

ユーザ定義サイズ 0 35.56 
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 ・・ ガイド ・・ 
・ 連続紙を使用時に、アプリケーションによりヘッダ、フッタの位置がずれる場合がありま

す。この場合、アプリケーションでヘッダ、フッタの位置を調節して印刷してください。 



Prinfina IMPACT GX5300 取扱説明書 

 

2-46 

  用紙の印刷方向 

印刷方向は、プリンタドライバの設定画面の「印刷の向き」の設定により、次のようにな

ります。 

 

印刷方向：縦 印刷方向：横 
  

 

 

 

 ・・ ガイド ・・ 
アプリケーションにより、Windows 画面への表示方法や印刷方法が異なる場合がありま

す。 

 

 

ＡＢＣＤ．．．． 

ＡＢＣＤＥ．．．． 
用
紙
送
り
方
向 

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

．
．
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．
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．
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．
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操作パネルの機能 

操作パネルには、プリンタの状態を示すパネルランプとメッセージ表示部、プリンタの 

機能や状態を切り替える操作スイッチがあります。 

 

 

操作パネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モード 

高濃度 

超高速 

高速 

高品位 

通常 

リセット 

先頭行／ 

選択 

電源 

エラー 

データ 

メッセージ表示部 

実行 メニュー ▼後退 ホールド 改行 

▲前進 改頁 準備完 

ステータス 
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操作パネルのスイッチとランプ 

パネルランプは、点灯、消灯、点滅でプリンタの状態を表しています。 

また、操作スイッチを押すことで、プリンタの状態や機能が選択できます。 

ランプが示す状態表示と各操作スイッチの機能は次の通りです。 

 

スイッチ/ 

ランプ 
名   称 

使用可能 

状態*1 
機           能 

  電源 電源ランプ（緑） － 電源が入っているとき点灯します。 

  エラー エラーランプ（赤） － プリンタに障害が発生したとき点灯します。 

  データ データランプ（緑） － プリンタ内部に印字データがあるとき点灯しま

す。 

準備完スイッチ 準備完 

（除ホールド） 

準備未完 

準備完と準備未完の切り替えをします。この

スイッチを押すたびに準備完状態と準備未完

状態が交互に切り替わります。 

印字中に用紙切れとなった場合、準備完スイ

ッチを押すとオーバーライド機能（１行分のデ

ータの印字、改行を行う）が働きます。準備未

完・ホールド時、準備完スイッチ押下により準

備完・ホールドへ移行します。準備未完へ移

行する際、外字登録、ダウンロード、文字、頁

長、ＴＯＦ位置、改行量、現在までの改行数を

除き初期化します。 

 

準備完ランプ（緑） － プリンタが準備完状態（上位装置からの印字

データを印字できる状態）のとき点灯します。

準備未完状態（上位状態からの印字データを

印字できない状態）のときは消灯します。 

 改頁スイッチ 準備完・ホールド

または 

準備未完 

次のＴＯＦ位置まで用紙を送ります。 

 改行スイッチ 準備完・ホールド

または 

準備未完 

用紙を 1 行分送ります。押し続けると、１行ず

つ連続して紙送りを行います。 

 

 

 

前進スイッチ 準備完・ホールド

または 

準備未完 

用紙を 1／180 インチ（約 0.14mm）上に送りま

す。押し続けると、1／180 インチずつ連続して

紙送りを行います。 

 

 

 

後退スイッチ 準備完・ホールド

または 

準備未完 

用紙を 1／180 インチ（約 0.14mm）下に送りま

す。押し続けると、1／180 インチずつ連続して

紙送りを行います。 

*1 スイッチ操作ができる状態を示しています。 

TOF ： 「Top of Form」の略で連続帳票用紙の第１行目ことです。 

準備完 

▲前進 

改頁 

▼後退 

改行 
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スイッチ/ 

ランプ 
名   称 

使用可能 

状態*1 
機           能 

ホールドスイッチ 準備完 印字データがある場合、印字を一時停止しま

す。再び押すと印字を再開します。 

 

ホ ー ル ド ラ ン プ

（緑） 

－ ホールド中に点灯します。 

 
メニュー 

 
 

メニュースイッチ 準備未完 メニュー設定モードへ移行します。 

また、メニュー設定やテスト印字動作を終了し

ます。 

 

先頭行／ 

選択 

 

先頭行/ 

選択スイッチ 

準備未完 設定モードや設定項目を選択します。 

また、用紙のミシン目をＴＯＦインジケータ(右

側のトラクタの三角マーク)にあわせてから、こ

のスイッチを 1 秒以上押すと用紙がＴＯＦ位置

まで後退します。 

 
実行 

 
 
 

実行スイッチ 準備完・ホールド

または 

準備未完 

このスイッチを 3 秒以上押すとブザーを 0.5 秒

鳴動させ、現在の印字ヘッド位置が、ＴＯＦに

設定されます。また、メニュー設定時に設定値

の登録やテスト印字を実行します。 

 

リセット 

 

リセットスイッチ 準備未完 

（エラー状態） 

リセット可能エラーを解除します。また、ブザ

ーを停止します。 

 

 

印字モードスイッチ 準備未完 印字モードを通常→高品位→高速→超高速

→通常・高濃度→高品位・高濃度→高速・高

濃度→超高速・高濃度→通常の順に切り替え

ます。 

高濃度ランプ（緑） － 高濃度モード時に点灯します。 

超高速ランプ（緑） － 超高速モード時に点灯します。 

高速ランプ（緑） － 高速モード時に点灯します。 

高品位ランプ（緑） － 高品位モード時に点灯します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通常ランプ（緑） － 通常モード時に点灯します。 

 
ステータス 

 
 

メッセージ表示部 － プリンタの状態を表示します。 

*1 スイッチ操作ができる状態を示しています。 

TOF ： 「Top of Form」の略で連続帳票用紙の第１行目ことです。 

ホールド 

印字モード 

高濃度 

超高速 

高速 

高品位 

通常 
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印字モードの変更方法 

印字モードはコマンドおよび印字モードスイッチと本章でご説明する、設定モードの

「印字モード」「高速解除内設定」「高速」の設定によって変更が可能です。 

印字モード切り替えはコマンドが優先されます。コマンドによる印字モードの切り替えを

無効にするには、設定モードの「印字モード変更契機」を「パネルノミ」に設定してくだ

さい。「パネルノミ」に設定されている場合は、印字モードスイッチによる変更のみが有

効となります。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯させます。 

メニュー設定が工場出荷時の場合は、電源投入時にオフライン状態になります。 

2 印字モードを選択する 

印字モード スイッチを押して、印字モードを選択します。 

印字モードは、操作パネル左側のランプで状態を表しています。 

ランプは、[通 常] [高品位] [高 速] [超高速] の順で切り替わり、高濃度指定の 

場合は、印字速度のランプと[高濃度]のランプ二つが点灯します。 

                

                 

                 

                 

                 

                 

 

 

 

 

 

3 プリンタを印字可能な状態にする 

準備完  スイッチを押し、準備完ランプが点灯したことを確認してください。 

表示パネルに“プリント デキマス”と表示され、印字可能な状態となります。 

印字モード 

高濃度 

超高速 

高速 

高品位 

通常 

通 常

高濃度

高品位

高 速

超高速

通常印字モード・高濃度指定

の場合。 
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表示パネル 

表示パネルには、プリンタの設定や選択されている状態、 

エラーメッセージなどが表示されます。 

 

【表示パネル部】 

通常表示時 

   Ａ   

     Ｂ

 

メッセージ表示時 

   Ａ   

   Ｃ   

 

【表示内容】 

位置 表  示  内  容 表  示  例 備     考 

A プリンタ状態 ﾌﾟﾘﾝﾄﾃﾞｷﾏｽ オンライン状態 

  ｵﾌﾗｲﾝ オフライン状態 

B ラインカウンタ 111111 0～999999を表示する。 

(1 ｶｳﾝﾄ：2400 ﾄﾞｯﾄﾗｲﾝ) 

※1文字のﾌｫﾝﾄ構成が高さ24ﾄﾞｯﾄ

であり、100行(2400ﾄﾞｯﾄ)で 

1ｶｳﾝﾄとする。 

C メッセージ ﾘﾎﾞﾝｦｺｳｶﾝｼﾃｸﾀﾞｻｲ ﾘﾎﾞﾝの交換時期です。 

ﾘﾎﾞﾝを交換してください。 

対処方法： 

｢6-4 ㌻ 6 章 ﾘﾎﾞﾝの交換｣ 

  ﾊﾟﾜｰ ｾｰﾌﾞ ﾁｭｳ 省電力ﾓｰﾄﾞ状態です。 

10分間印刷が行われないとﾌﾟﾘﾝﾀ

は省電力ﾓｰﾄﾞになります。印刷が

再開されるとこの状態は解除され

ます。 
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メニュー設定の変更 

メニュー設定の遷移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行 

イニシャライズ 

準備未完

設定値変更 

の表示 

テスト印字モード 

実行の表示 

メニュー設定 

設定モ ド

設定変更有り？ 

有り 

無し 

メニュー 

メニュー 

実行 

実行 

メニュー 
メニュー 選択 

メニュー 選択 

印字終了 

リボン交換表示 

のリセット 
メニュー設定 

リボン交換モ ド

メニュー 

メニュー 選択 

メニュー設定 

テスト印字モ ド
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メニュー設定の操作方法 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、プリンタをオフライン状態にします。 

準備完ランプが消灯していることを確認してください。 

 

2 メニュー スイッチを押して“メニューセッテイ セッテイモード”の表示にします。 

3 実  行 スイッチを押すと、設定項目と現在の設定値を表示します。 

選  択 スイッチを押すごとに、設定項目が順番に表示されます。 

4 設定値の変更は 前   進 スイッチと 後   退 スイッチで行います。 

5 設定値を変更した後、実   行 スイッチを押します。 

変更内容が登録されるとともに、次の設定項目が表示されます。 

登録しない場合は、 メニュー スイッチを押してください。 

“メニューセッテイ セッテイモード”表示に戻ります。 

 

6 “メニューセッテイ セッテイモード”から、オフラインに戻るときは、メニュー スイッチを 

1 回押してください。 

（設定値が変更された場合は、イニシャライズが行われます。） 

7 準備完 スイッチを押すと、表示が“プリント デキマス”になり、印字ができます。 
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 設定モード 

設定モードの項目 

設定モードにおいて、下記の項目を設定できます。 

設定内容は、電源をオフしても記憶されます。 

No. 項 目 設定内容 設定値 

1 改行ピッチ 改行動作時の紙送り量を設定する。 8 lpi (約 3.2mm) 
6 lpi (約 4.2mm) 
4 lpi (約 6.4mm) 
3 lpi (約 8.5mm) 

2 ページ長 改頁動作時の紙送り量を行単位で設定

する。 

1 ギョウ～99 ギョウ 

(デフォルトは 66 ギョウ) 

3 印字モード 印字モードのデフォルトを設定する。 ツウジョウ 

コウヒンイ 

コウソク 

チョウコウソク 

コウノウド＋ツウジョウ 

コウノウド＋コウヒンイ 

コウノウド＋コウソク 

コウノウド＋チョウコウソク 

4 高速解除内設定 文字品位選択、または漢字高速印字指

定で、高速解除が指定された場合の印字

密度を設定する。 

印字モードが高速または超高速に設定さ

れている場合に表示されます。 

ツウジョウ 

コウヒンイ 

5 高速 文字品位選択、または漢字高速印字指

定で、高速が指定された場合の印字密度

を設定する。 

印字モードが通常または高品位に設定さ

れている場合に表示されます。 

コウソク 

チョウコウソク 

6 印字モード変更契機 印字モード（通常、高品位、高速、超高

速）を変更する契機を設定する。 

パネルノミ 

＆コマンド 

7 高濃度 印字モードの設定、または操作パネルの

印字モードスイッチで高濃度が選択され

た場合の印字動作を設定する。 

ヒョウジュン 

チュウ 

キョウ 

8 スラッシュ付きゼロ ANK ローマンフォントの数字「0」(30H)の
フォントを設定する。 

ムコウ 

ユウコウ 

9 バーコード選択 バーコードの大きさを選択する。 ツウジョウ 

シュクショウ１ 

シュクショウ２ 

10 フォント ANK の文字書体を選択する。 ローマン 

OCR‐B 

注：下線部の設定はデフォルト値です。
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No. 項 目 設定内容 設定値 

11 漢字フォント 漢字の文字書体を選択する。 ミンチョウ 

ゴシック 

12 立ち上がりモード 電源投入時のプリンタの状態を設定す

る。 

ジュンビミカン 

ジュンビカン 

13 ホールド時間 ホールド状態を自動解除するまでの時間

を分単位で設定する。 

0～5 
(デフォルトは 5 分) 

14 ブザー鳴動切替 エラー時のブザー鳴動を設定する。 タンパツ 

レンゾク 

ナラナイ 

15 印字方向設定 印字方向の設定を行う。 コマンド 

リョウホウコウ 

カタホウコウ 

16 ＴＯＦ位置でのＦＦ TOF 位置での改頁コマンド(FF)を受信し

た場合の動作を設定する。 

ムコウ 

ユウコウ 

17 接続形態 プリンタの接続形態を設定する。 ＬＡＮセツゾク 

パラレルセツゾク 

注：下線部の設定はデフォルト値です。 
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設定モードの遷移 

注）下記の「 実  行  スイッチまたは  選  択  スイッチ」において  実  行   

スイッチを押下した場合は、現在表示している設定値の登録を行い、次の項目へ 

移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後退 
 実行または選択 

メニュー 

実行 

前進 

後退 
実行または選択 

後退 
実行または選択 

後退 
実行または選択 

メニュー 

メニュー 

後退 
実行または選択 

前進 前進 

後退 
実行または選択 メニュー 

前進 

メニュー 

メニュー 

メニュー 

前進 

後退 
 実行または選択 

前進 

前進 

（途中省略） 

メニューセッテイ 

セッテイモード 

カイギョウピッチ 

6 lpi

セツゾクケイタイ 

LAN セツゾク

カイギョウピッチ

8 lpi

カイギョウピッチ 

4 lpi

セツゾクケイタイ 

パラレルセツゾク 

ページチョウ 

66 ギョウ

ページチョウ 

65 ギョウ
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設定モード項目の詳細 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

1 改行ピッチ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改行動作時の紙送り量を規定す

る。 

・改行スイッチ、コマンド、（LF）共に

有効。 

・上位から改行量設定コマンドを受

信した場合は、コマンドに従う。 

 

〈設定内容〉 

・8 lpi ： 1 改行 1/8 インチで改行。 

・6 ｌｐｉ ： 1 改行 1/6 インチで改行。 

・4 lpi ： 1 改行 1/4 インチで改行。 

・3 lpi ： 1 改行 1/3 インチで改行。 

2 ページ長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改頁動作時の紙送り量を行単位で

設定する。 

・改頁スイッチ、コマンド（FF）共に

有効。 

・上位からページ長設定コマンドを

受信した場合はコマンドに従う。 

〈設定内容〉 

・XX ： 1～99 66 行 

・89～99 行（4ｌｐｉの場合）、67～99

（3ｌｐｉの場合）の設定は無効とす

る。 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ   

8 ｌ ｐ ｉ      

ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ   

6 ｌ ｐ ｉ     
 
ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ   

4 ｌ ｐ ｉ     
 

ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ   

3 ｌ ｐ ｉ     

 
ﾍ ﾟ ‐ ｼ ﾞ ﾁ ｮ ｳ    

X X ｷ ﾞ ｮ ｳ     
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

3 印字モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モードのデフォルトを設定す

る。 

 

〈設定内容〉 

・通常  ： 縦 180dpi×横 120dpi 

・高品位 ： 縦 180dpi×横 180dpi 

・高速  ： 縦 180dpi×横 90dpi 

・超高速 ： 縦 120dpi×横 120dpi 

・高濃度＋通常 

：高濃度＋縦 180dpi×横 120dpi 

・高濃度＋高品位 

：高濃度＋縦 180dpi×横 120dpi 

・高濃度＋高速 

：高濃度＋縦 18dpi×横 90dpi 

・高濃度＋超高速 

：高濃度＋縦 120dpi×横 120dpi 

4 高速解除内設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字品位選択で高品位、または漢

字高速印字指定で高速解除が指

定された場合の印字密度を設定す

る。 

 

〈設定内容〉 

・通常  ： 縦 180dpi×横 120dpi 

・高品位 ： 縦 180dpi×横 180dpi 

 

（注）設定項目３の印字モードで、通

常、又は高品位が選択された

場合、本設定項目画面は表示

されない。 

 

 

注）下線部の設定はデフォルト値です。

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ    
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ    
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ｺ ｳ ｿ ｸ    
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ﾁ ｮ ｳ ｺ ｳ ｿ ｸ    
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ

 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ 
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ｺ ｳ ｿ ｸ  
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ＋ ﾁ ｮ ｳ ｺ ｳ ｿ ｸ

 
ｺ ｳ ｿ ｸ ｶ ｲ ｼ ﾞ ｮ ﾅ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ     

 
ｺ ｳ ｿ ｸ ｶ ｲ ｼ ﾞ ｮ ﾅ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ     
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

5 高速 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字品位選択でドラフト、または漢

字高速印字指定で高速が指定され

た場合の印字密度を設定する。 

 

〈設定内容〉 

・高速  ： 縦 180dpi×横 90dpi 

・超高速 ： 縦 120dpi×横 120dpi 

 

（注）設定項目３の印字モードで、高

速、又は超高速が選択された

場合、本設定項目画面は表示

されない。 

 

6 印字モード変更契機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字モードを変更する契機を設定

する。 

〈設定内容〉 

・パネルノミ ： 操作パネルの 印字

モード スイッチの設定のみを有効

とする。ANK 文字の文字品位選択

コマンドおよび漢字高速印字設定

／解除コマンドでの設定は無視す

る。 

・＆コマンド ： 操作パネルの 印字

モード スイッチの設定、ANK 文字

の文字品位選択コマンドおよび漢

字高速印字設定／解除コマンドに

よる設定ともに有効とする。印字

直前に設定されたモードを有効と

する。 

7 高濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作パネルの印字モードスイッチ

で高濃度が選択された場合の印字

動作を設定する。 

 

〈設定内容〉 

・標準  ： コピー強化  

・中   ： 二重印字 

・強   ： コピー強化と二重印字の

複合 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ     

ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ      
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ     

ﾁ ｭ ｳ     
 
ｺ ｳ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ     

ｷ ｮ ｳ     

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ

& ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ     

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ

ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ ﾉ ﾐ     

 
ｺ ｳ ｿ ｸ    

ﾁ ｮ ｳ ｺ ｳ ｿ ｸ    

 
ｺ ｳ ｿ ｸ    

ｺ ｳ ｿ ｸ    
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

8 スラッシュ付きゼロ 

 

 

 

 

 

 

 

ANK ローマンフォントの数字「0」

（30H）のフォントを設定する。 

〈設定内容〉 

・ムコウ  ： 0  

・ユウコウ ： 

9 バーコード選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードの大きさを選択する。 

〈設定内容〉 

・ツウジョウ ： 通常 

・シュクショウ 1 ： 縮小 1 

・シュクショウ 2 ： 縮小 2 

 

（注）JAN、カスタマバーコードは縮

小しない。 

 

10 フォント 

 

 

 

 

 

 

ANK の文字書体を選択する。 

〈設定内容〉 

・ローマン ： ローマン 

・OCR‐B  ： OCR‐B 

 

11 漢字フォント 

 

 

 

 

 

 

漢字の文字書体を選択する。 

〈設定内容〉 

・ミンチョウ ： 明朝 

・ゴシック  ： ゴシック 

 

12 立上がりモード 

 

 

 

 

 

 

電源投入時のプリンタの状態を設

定する。 

〈設定内容〉 

・ジュンビミカン ： 準備未完  

・ジュンビカン ： 準備完 

 

13 ホールド時間 

 

 

 

 

ホールド状態を自動解除するまで

の時間を分単位で設定する。 

〈設定内容〉 

・0／1／2／3／４／5  

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ｽ ﾗ ｯ ｼ ｭ ﾂ ｷ ｾ ﾞ ﾛ   

ﾕ ｳ ｺ ｳ     

 
ｽ ﾗ ｯ ｼ ｭ ﾂ ｷ ｾ ﾞ ﾛ   

ﾑ ｺ ｳ     

 
ﾌ ｫ ﾝ ﾄ     

O C R ‐ B     

 
ﾌ ｫ ﾝ ﾄ     

ﾛ ‐ ﾏ ﾝ     

 
ﾊ ﾞ ‐ ｺ ‐ ﾄ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ  

ｼ ｭ ｸ ｼ ｮ ｳ 1     
 
ﾊ ﾞ ‐ ｺ ‐ ﾄ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ  

ｼ ｭ ｸ ｼ ｮ ｳ 2     

 
ﾊ ﾞ ‐ ｺ ‐ ﾄ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ  

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ     

 

ﾀ ﾁ ｱ ｶ ﾞ ﾘ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ｼ ﾞ ｭ ﾝ ﾋ ﾞ ﾐ ｶ ﾝ    
 

ﾀ ﾁ ｱ ｶ ﾞ ﾘ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ   

ｼ ﾞ ｭ ﾝ ﾋ ﾞ ｶ ﾝ    

 

ﾎ ‐ ﾙ ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｶ ﾝ    

X ﾌ ﾝ     

０ 

 
ﾌ ｫ ﾝ ﾄ     

ｺ ﾞ ｼ ｯ ｸ     

 
ﾌ ｫ ﾝ ﾄ     

ﾐ ﾝ ﾁ ｮ ｳ     
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

14 ブザー鳴動切替 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラー時のブザー鳴動を設定す

る。 

〈設定内容〉 

・タンパツ ： 0.5sec 鳴動する。 

・レンゾク ： 鳴動し続ける。 

・ナラナイ ： 無鳴動 

15 印字方向設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字方向を設定する。 

〈設定内容〉 

・コマンド ： 単方向印字指定／解

除コマンド受信時はコ

マンドに従う。（初期

状態は両方向） 

・リョウホウコウ：両方向で印字を 

行う。 

・カタホウコウ ：片方向で印字を 

行う。 

 

 

16 TOF 位置での FF 

 

 

 

 

 

 

 

TOF 位置で改頁コマンド（FF）を受

信した場合の動作を設定する。 

〈設定内容〉 

・ムコウ ： 改頁動作を行わない。 

・ユウコウ ： 改頁動作を行う。 

17 接続形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタの接続形態を設定する。 

〈設定内容〉 

・LAN接続   ： STROBE受信時の

み応答信号として

ACK を返す。 

・パラレル接続 ： BUSY 信号 LOW

に な る 時 に

ACK を返す。 

 

注）下線部の設定はデフォルト値です。 

 

 
T O F ｲ ﾁ ﾃ ﾞ ﾉ F F   

ﾕ ｳ ｺ ｳ     

 
T O F ｲ ﾁ ﾃ ﾞ ﾉ F F   

ﾑ ｺ ｳ    

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ 

ﾘ ｮ ｳ ﾎ ｳ ｺ ｳ     
 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ 

ｶ ﾀ ﾎ ｳ ｺ ｳ     

 
ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ 

ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ     

 

ｾ ﾂ ｿ ﾞ ｸ ｹ ｲ ﾀ ｲ   

L A N ｾ ﾂ ｿ ﾞ ｸ     

ｾ ﾂ ｿ ﾞ ｸ ｹ ｲ ﾀ ｲ   

ﾊ ﾟ ﾗ ﾚ ﾙ ｾ ﾂ ｿ ﾞ ｸ  

 
ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ‐ ﾒ ｲ ﾄ ﾞ ｳ ｷ ﾘ ｶ ｴ

ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ     

 
ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ‐ ﾒ ｲ ﾄ ﾞ ｳ ｷ ﾘ ｶ ｴ

ﾀ ﾝ ﾊ ﾟ ﾂ     

 
ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ‐ ﾒ ｲ ﾄ ﾞ ｳ ｷ ﾘ ｶ ｴ

ﾅ ﾗ ﾅ ｲ     
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リボン交換モード 

リボン交換モードの項目 

リボン交換を行った後、リボン交換モードで、リボン交換の警告表示をリセットします。 

 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

1 リボン交換モード 

 

 

 

 

実行スイッチを押下すると、リボン

交換警告表示およびリボンの消耗

量をリセットします。 

警告表示が表示されていない場合

はリボンの消耗量をリセットします。 

 

 

リボンの交換を行った場合は、必ず警告表示のリセットを行ってください。 

また、警告表示のリセットをリボン交換時以外のタイミングで行った場合、適切な 

交換時期をお知らせすることができませんので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 
ﾘ ﾎ ﾞ ﾝ ｺ ｳ ｶ ﾝ ﾓ - ﾄ ﾞ 

ｹ ｲ ｺ ｸ ｸ ﾘ ｱ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ 
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 印字用紙のセット 

この節では、プリンタに用紙をセットし、用紙の種類とＴＯＦ位置を合せる方法について

説明します。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、プリンタをオフライン状態にします。 

準備完ランプが消灯していることを確認してください。 

2 トップカバーを開け、プラテンを開放する 

トップカバーを開け、ＦＴレバーを一番奥の位置まで押してプラテンを開放してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 トラクタカバーをオープンする 

左右のトラクタロックレバーを下に倒してロックを解除し、トラクタカバーを開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＴレバー 

トップカバー 

トラクタ 

 

トラクタカバー 

トラクタロックレバー 
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4 フロントドアを開け、用紙収納部に用紙を置く 

フロントドアを開けてください。用紙を箱から出し、用紙が斜めにならないように用紙収納

部に正しく置いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
用紙を箱に入れたまま用紙収納部に置くと、印字品質の低下や用紙 
ジャムの原因となりますので、必ず箱から出して用紙をセットして 
ください。 

 

 

5 用紙を挿入する 

   用紙の先端を用紙挿入部から挿入し、用紙がトラクタに届くまで押し上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙の挿入部 

注意
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6 用紙を引き上げる 

トラクタ部まで押し上げた用紙を、セットしやすい位置まで引き上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 用紙をセットしてトラクタカバーを閉める 
  用紙両端の送り穴を左右のトラクタのピンにあわせて用紙を取り付けて左右のトラクタ 

  カバーを閉めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタ 

 
送り穴 

トラクタカバー 
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8 用紙の位置を調整する 
カラムスケールで印字位置を確認しながらトラクタを動かして左右の用紙位置を調整して 

ください。 

   用紙位置が決定したらトラクタロックレバーを上に戻してトラクタをロックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このとき、用紙を強く張りすぎたり、ゆるめすぎたりしないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

  ・用紙はトラクタと平行になるようにセットしてください。 

  ・カラムスケールの目盛り 1～136 の間で印刷できます。 

  ・左側のトラクタは、カラムスケール目盛り 7 のところまで動かせます。 

 

トラクタ 

カラムスケール 

カラムスケール部拡大図
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9 用紙収納部の用紙の位置を、トラクタにセットした用紙の位置に合せる 

    用紙が斜めになったり、極端に後ろにセットすると印刷時に用紙に負荷がかかり 

   用紙ジャムの原因となります。用紙は用紙収納部に正しくセットしてください。 

     

 
 

 

 

10 ＦＴレバーの位置を設定する 

    ＦＴレバーで印字ヘッド部と用紙のクリアランスを調整します。 

    下表を参照して、ＦＴレバーを最適な位置に設定してください。 

 

ＦＴレバー設定の目安 

印字用紙の種類 
ＦＴレバー 

設定位置 

55～70 kg 1～2 
1P 

90～110 kg 2～3 

2P 30～45 kg 1～2 

3P 30～34 kg 2～3 

4P 30～34 kg 3～4 

5P 30～34 kg 3～5 

６P 30～34 kg 4～6 

７P 30～34 kg 4～6 

８P 30～34 kg 4～7 

 

 

 

 

 
・印刷時にリボンがばたつく場合は用紙厚みに対して印字ヘッドと 

用紙クリアランスが狭いため、リボンがばたつかない位置まで 
ＦＴレバーの設定置を大きくしてください。 

・ＦＴレバーは用紙の厚さに対して適切な位置に設定してください。 
不適切なＦＴレバー位置でのご使用を続けられますと、用紙ジャム 
リボン破れなどのトラブルの他、印字ズレや印字汚れなど印字品質 
低下の原因となります。 

 

 

ＦＴレバー 

注意
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11ＴＯＦを印字開始位置に合せる 

マニュアルフィードノブを回して、ＴＯＦインジケータに用紙ミシン目をあわせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    先頭行/選択 スイッチを１秒以上押してください。用紙の TOF が印字開始位置まで 

    後退します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印
字
位
置 

先頭行/選択スイッチ押

用紙後退 

ミシン目と印字開始位置が一致 

TOFインジケータ 

ミシン目 

注意 

・最初の用紙ミシン目を TOF インジケータに合わせてください。 

・ 先頭行/選択 スイッチを 2 回以上押すと、用紙がトラクタから外れて、 

用紙ジャムが起る場合があります。 

ﾏﾆｭｱﾙﾌｨｰﾄﾞﾉﾌﾞ 

 

ＴＯＦインジケータ 

用紙ミシン目 
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12 トップカバーを閉める 

 

 

 

・トップカバーを閉めないまま印字を開始すると、用紙先頭頁が飛び出 

して、用紙ジャムの原因となることがあります。 

・厚手の用紙を使用するときにFTレバーを極端に小さい値に設定する 

と、用紙ジャムやリボンジャムなどの障害となるばかりでなく、プリン 

タの故障になります。 

 

注意 
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 印字用紙の交換 

プリンタの電源がオンの状態では、操作パネルの準備完ランプが消灯していることを

確認してください。 

準備完ランプが点灯しているときは、 準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯し

てください。 

 

1 用紙を切断位置まで送る 

    操作パネルの 改頁 スイッチとマニュアルフィードノブを使って用紙を切断しやすい 

    位置まで送ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 用紙をミシン目の部分で切り取る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾏﾆｭｱﾙﾌｨｰﾄﾞﾉﾌﾞ 
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3 ＦＴレバーを一番奥の位置まで押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 用紙を外す 

   左右のトラクタカバーを開けてトラクタから用紙を外し、用紙挿入部へ送り込んで用紙を 

   取り外してください。このとき、用紙のミシン目をリボンセパレータに引掛けないように 

   慎重に用紙を取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 用紙をセットする 

   「第 4 章 印字用紙のセット」の手順に従って新しい用紙をセットしてください。 

 

 

 

 

 

ﾄﾗｸﾀ 

 

FT ﾚﾊﾞｰ 
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 用紙厚の調整 

用紙厚を調整するためにＦＴレバーを使用します。 

1 下表を参考にしてＦＴレバーを設定する 

 

ＦＴレバー設定の目安 

印字用紙の種類 
ＦＴレバー 

設定位置 

55～70 kg 1～2 
1P 

90～110 kg 2～3 

2P 30～45 kg 1～2 

3P 30～34 kg 2～3 

4P 30～34 kg 3～4 

5P 30～34 kg 3～5 

６P 30～34 kg 4～6 

７P 30～34 kg 4～6 

８P 30～34 kg 4～7 

 

 

 

 

 

 

・上表の目安はすべての種類の用紙に当てはまるものではありませんので、事前にテスト

印字（「第 6 章 テスト印字」参照）を行い、最適な位置を決めてください。 

・鮮明な印字結果を得るために、3 部紙以下の用紙を推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

     ・厚手の用紙を使用するときに FT レバーを極端に小さい値に設定しないで 

      ください。 

      用紙ジャムやリボンジャムなどの障害となるばかりでなく、プリンタの故障 

      になります。 

     ・印字が薄くなった時に、ＦＴレバーで濃度の調整を行わないでください。 

      リボンが切れる原因となります。 

 

FT ﾚﾊﾞｰ 
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 印字位置の調整 

印字開始位置の調整 

1 プリンタをオフライン状態にする 

   操作パネルの準備完ランプが消灯していることを確認してください。 

   準備完ランプが点灯しているときは、 準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯して 

   ください。 

2 トップカバーを開ける 

3 TOF を印字開始位置にセットする 

マニュアルフィードノブを回して、ＴＯＦインジケータに用紙ミシン目を合せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾏﾆｭｱﾙﾌｨｰﾄﾞﾉﾌﾞ 
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先頭行/選択 スイッチを１秒以上押してください。用紙が印字開始位置まで後退 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・最初の用紙ミシン目を TOF インジケータに合わせてください。 

・先頭行/選択 スイッチを 2 回以上押すと、用紙がトラクタから外れて、用紙 

ジャムが起こる場合があります。 

 

5 プリンタをオフライン状態にする 

    準備完 スイッチを押してください。準備完ランプが点灯します。 

注意 

印
字
位
置 

用紙後退 

ミシン目と印字開始位置が一致 

トラクタカバー TOFインジケータ 

ミシン目 

先頭行/選択 スイッチ押下 
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用紙の上下方向の調整 

文字が上寄りに印字されているとき 

1 プリンタをオフライン状態にする 

 操作パネルの準備完ランプが消灯してい 

   ることを確認してください。準備完ランプが 

   点灯しているときは、 準備完 スイッチを押 

   し、準備完ランプを消灯してください。 

 

2 微調整 前進 スイッチを押して上方向に用紙を移動する     

微調整 前進 スイッチを押す毎に、用紙が約 0.14 ㎜前進します。     

 

3 プリンタをオフライン状態にする 

   準備完 スイッチを押してください。準備完ランプが点灯します。 

年 年 年 金額
98 3 15 6,500

98 3 30 9,800

98 4 10 4,733

月 日

  文字が上寄りに印字されているとき 
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文字が下寄りに印字されているとき 

1 プリンタをオフライン状態にする 

操作パネルの準備完ランプが消灯している 

ことを確認してください。準備完ランプが点灯 

しているときは、準備完 スイッチを押し、準備 

完ランプを消灯してください。 

 

2 微調整 後退 スイッチを押して下方向に用紙を移動する 

    微調整 後退 スイッチを押す毎に、用紙が約 0.14mm 後退します。 

 

3 用紙のたるみを取る 

    下方向に用紙を移動した場合は、用紙がたるみますので以下の手順でたるみを取って 

    ください。 

 

    ＦＴレバーを一番奥の位置まで押してプラテンを開放して 

    ください。 

 

    用紙を静かに下に引っ張ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＦＴレバーを元の位置に戻してください。 

 

    準備完 スイッチを押し、準備完ランプが点灯していることを確認してください。 

 

年 年 年 金額

98 3 15 6,500

98 3 30 9,800

98 4 10 4,733

(B) 文字が下寄りに印字されているとき 

月 日

 

FT ﾚﾊﾞｰ 
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用紙の左右方向の調整 

 文字が右寄りに印字されているとき 

1 プリンタをオフライン状態にする 

   操作パネルの準備完ランプが消灯している 

   ことを確認してください。準備完ランプが点灯 

   しているときは、 準備完 スイッチを押し準備 

   完ランプを消灯してください。 

 

 

2 カラムアジャストノブを上に回して用紙を右へ移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ＦＴレバーを一番奥の位置まで押してプラテンを開放する 

 

 

 

 

 

 

(A) 文字が右寄りに印字されているとき 

年 月 日 金额 

98 3 15 

98 3 30 

98 4 10 4,733 

6,500 

9,800 

ｺﾗﾑｱｼﾞｬｽﾄﾉﾌﾞ 

 

FT レバー 
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4 用紙を静かに下に引っ張る 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ＦＴレバーを元の位置に戻す 

 

6 プリンタをオンライン状態にする 

     準備完 スイッチを押してください。準備完ランプが点灯します。 

 

 

 

・カラムアジャストノブの最大調整範囲は 3mm です。 

・左右のずれが 3mm を越える場合、トラクタを動かして用紙の位置を調整してください。

その後、カラムアジャストノブを回して微調整してください。 

・用紙の左右の位置を大幅に移動した場合は、トラクタ部と用紙収納部の用紙の左右の

位置を合せてください。左右の位置がずれていると用紙のジャムの原因になります。 
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文字が左寄りに印字されているとき 

1 プリンタをオフライン状態にする 

    操作パネルの準備完ランプが消灯している 

    ことを確認してください。準備完ランプが点 

    灯しているときは、 準備完 スイッチを押し 

    準備完ランプを消灯してください。 

 

 

2 カラムアジャストノブを下に回して用紙を左へ移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ＦＴレバーを一番奥の位置まで押してプラテンを開放する 

 

 

 

 

 

 

(B) 文字が左寄りに印刷されているとき 

年 月 日 金额 

98 3 15 

98 3 30 

98 4 10 4,733 

6,500 

9,800 

ｺﾗﾑｱｼﾞｬｽﾄﾉﾌﾞ 

 

ＦＴレバー 
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4 用紙を静かに下に引っ張る 

 

 

 

 

 

 

 

5 ＦＴレバーを元の位置に戻す 

 

6 プリンタをオンライン状態にする 

   準備完 スイッチを押してください。準備完ランプが点灯します。 

 

 

・カラムアジャストノブの最大調整範囲は 3mm です。 

・左右のずれが 3mm を越える場合、トラクタを動かして用紙の位置を調整してください。

その後、カラムアジャストノブを回して微調整してください。 

・用紙の左右の位置を大幅に移動した場合は、トラクタ部と用紙収納部の用紙の左右の

位置を合せてください。左右の位置がずれていると用紙のジャムの原因になります。 
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用紙張力の調整 

印字したあとに用紙の送り穴が、縦または横方向に拡がっている場合は、用紙張力の

調整が必要です。以下の手順に従って、調整を行ってください。 

 

 

 

 

用紙の送り穴が拡げられた状態で使用しますと用紙ジャムが発生する可

能性があります。 

 

用紙の送り穴が縦に拡げられた場合 

 

 

 

 

 

1 ＦＴレバーの設定値を大きくする 

   印字ヘッド部と用紙とのクリアランスが狭い可能性があります。 

   ＦＴレバーの設定位置を大きくして用紙の送り穴が広がらないＦＴレバー 

   位置でご使用ください。 

   それでも直らない場合は、保守員に連絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙送り穴が縦に拡げられている 

送り方向 

 

FT ﾚﾊﾞｰ 

！ ！   注意



第 4章  用紙のセットと交換 

 

4-21 

用紙の送り穴が横に拡げられた場合 

 

 

 

 

 

1 プリンタをオフライン状態にする 

   操作パネルの準備完ランプが消灯していることを確認してください。準備完ランプが点 

   灯しているときは、 準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯してください。 

 

2 トラクタのロックを解除する 

   トップカバーを開けてください。左右のトラクタロックレバーを下に倒してトラクタのロック 

   を解除してください。 

 

3 用紙の張りを調整する 

   トラクタの位置を調整して用紙の張りをやや弱くしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 左右のロックレバーを上側に倒してトラクタを固定する 

 

 

 

用紙送り穴が横に拡げられている 

送り方向 



第 5 章 
用紙について 

 

この章では、本プリンタで印刷できる用紙と取り扱い上の注意点に 

ついて説明します。 

 

使用できる用紙について.................................................................................................................................... 5-2 

連続帳票用紙 ................................................................................................................................................... 5-3 

とじ穴の開けかた ..........................................................................................................................................5-19 

プレプリント用紙を使用するとき..............................................................................................................5-20 

取り扱い上のご注意 ....................................................................................................................................5-21 

再生紙の利用について...............................................................................................................................5-22 

使用できない用紙 .........................................................................................................................................5-25 

帳票設計時のご注意.........................................................................................................................................5-27 
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 使用できる用紙について 

本プリンタで印字できる用紙は下記のとおりです。ご確認のうえご使用ください。 

なお、用紙の詳細については、「用紙の種類」をご確認ください。 

 

使用可能用紙一覧 
(※1) ○が使用可能用紙です。 

普通紙 複写紙 

          用紙種類 

 

 

 

 

 

  型名 

 

上
質
紙 

 

再
生
紙 

 
裏
カ
ー
ボ
ン
紙 

 

ケ
ミ
カ
ル
カ
ー
ボ
ン
紙 

 

ワ
ン
タ
イ
ム
カ
ー
ボ
ン
紙 

 
 

 

は
が
き
用
紙 

 
 

 

ラ
ベ
ル
紙 

 
 

 

封
筒
用
紙 

 
 

 

宅
配
伝
票 

 
 

 

Ｏ
Ａ
和
紙 

PC-PN5300 連続用紙 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ － 

 

用紙の種類 
 

用紙の種類・名称 特    徴 

上質紙 複写可能処理を施していない原紙。 
普通紙 

再生紙 古紙を利用したもの。 

裏カーボン紙 原紙の裏にカーボンを塗布して重ね合わせたもの。 

ケミカルカーボン紙

（化学感圧紙） 
原紙に特殊な化学薬品処理をして重ね合わせたもの。 複写紙 

ワンタイムカーボン紙 
複写可能処理を施してない用紙の間にカーボン紙を挟み

込んであるもの。 

はがき用紙 はがき用として作成された厚手の用紙。 

ラベル用紙 原紙の裏側にのりが塗布されており、はく離可能なシール状の用紙。 

封筒用紙 重ね合わせた用紙の一部が封筒状にのり付けされたもの。 

宅配伝票 
おおむね６～８枚の複写紙を重ね合わせたもので、一部にはがき、ラベル紙等を

重ね合わせたものがあります。 

ＯＡ和紙 ＯＡ用の和紙。 
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連続帳票用紙 

このプリンタで使用できる連続帳票用紙は、次のとおりです。 

 

用紙の寸法 
連続帳票用紙の寸法を下図に示します。 

  

記号 寸法 

 

Ｙ 

（用紙幅） 

 

 

89～406 

（3.5～16 インチ） 

 

Ｔ 

（折りたたみ長さ）

 

 

101～305 

（8～12 インチ） 
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用紙枚数と連量 
オリジナルを含む用紙の構成枚数と用紙の厚さ（連量）の組合わせは、下表のとおりで

す。下表以外の用紙の組み合わせでは、用紙送り精度の乱れなどがより発生しやすく

なります。 

連量の単位：kg 

用紙種類 複写 枚数 

 枚数 １枚目 ２枚目 ３枚目 ４枚目 ５枚目 ６枚目 ７枚目 ８枚目 

普通紙 １枚 55～ 

110 

       

裏カーボン紙 ２枚 34～ 

45 

34～ 

45 

      

 ３枚 34 

 

34 34      

 ４枚 34 34 34 34 

 

    

 ５枚 34 34 

 

34 34 34    

 ６枚 (34) 

 

(34) (34) (34) (34) (34) 

 

  

 ７枚 (34) 

 

(34) (34) (34) (34) (34) 

 

(34) 

 

 

 ８枚 (34) 

 

(34) (34) (34) (34) (34) 

 

(34) 

 

(34) 

 

ケミカル 

カーボン紙 

２枚 30～ 

43 

30～ 

43 

      

 ３枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～

34 

     

 ４枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～

34 

30～

34 

    

 ５枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～

34 

30～

34 

30～

34 

   

 ６枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～

34)

(30～

34)

(30～

34)

(30～

34)

  

 ７枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～

34)

(30～

34)

(30～

34)

(30～

34)

(30～ 

34) 

 

 ８枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～

34)

(30～

34)

(30～

34)

(30～

34)

(30～ 

34) 

(30～ 

34) 

２枚 30～ 

34 

30～ 

34 

      

３枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～

34 

     

４枚 30～ 

34 

30～ 

34 

30～

34 

30～

34 

    

５枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～

34)

(30～

34)

(30～

34)

   

ワンタイム 

カーボン紙 

６枚 (30～ 

34) 

(30～ 

34) 

(30～

34)

(30～

34)

(30～

34)
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注 1） 用紙の重ね合わせ枚数は、用紙の種類によって異なり、最大は８部紙（オリジナル含

む）ですが、鮮明な印刷を得るために３部紙以下の用紙を推奨します。 

注 2） ( )内の用紙は、高濃度モードでの使用例を示しています。 

注 3） 連量とは用紙の寸法を示す四六判（788mm×1091mm）１０００枚当たりの重量を kg 

表示したものです。 

注 4） ワンタイムカーボン複写用紙に使用するカーボン紙は 11kg の厚さを使用してくださ

い。 

注 5） 上質紙は、インパクト用紙の使用を推奨します。 

LBP 用紙は使用した場合、用紙の性質上静電気の影響を受けやすく、用紙走行時の

負荷が増大して用紙ジャムが発生しやすくなります。 

注 6） 紙質は、上質紙，発色形ノーカーボン用紙，複写用紙（裏カーボン紙）とします。 

何れも用紙の原紙の組織は均一且つ不透明で、特に伸縮が少なく、印刷に適するも

のである必要があります。 

注 7） 用紙の厚さは、次の値を満足させてください。 

１部紙    ： ０．１５ｍｍ以下（１１０kg 紙） 

複写紙の合計： ０.５ｍｍ以下   ただし０.２ｍｍ以下を推奨します。 

注 8） 用紙の連量オ－バや厚さオ－バは、印刷鮮明度や複写性の低下、印字汚れ、紙送り

系への過負荷に伴う用紙障害を誘発する場合があります。 

注 9） １ページ内の用紙厚さが異なるような段差紙（下図参照）を使用する場合、段差部（用

紙部数が少ない側の稜線部）より５ｍｍの範囲は複写性が低下するので印刷を避け

てください。 

注 10） 段差紙とは、２枚目以降を紙厚合計０．１５ｍｍ（３０kg 紙×３枚分）まで削除した用紙

を言います。 

 

 

 

 

 

 

 

注 11）紙質は用紙の強度や用紙の腰の強さと強い相関があり、プリンタの高速紙送り動作

時の耐久性や送り性能に非常に影響があります。できるだけ品質の良い用紙をご使

用ください。 

注 12）用紙の印刷面はなめらかなほど印刷品質は向上します。 

注 13）段差紙、プレプリント紙、特殊帳票を作成する場合には、大量に発注する前に少量 

（１～２箱）作成し、プリンタで出力し、不具合がないことを確認してください。 
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用紙のとじかた 
連続帳票用紙の重ね合わせのとじ方は、「点のりとじ」にしてください。のり付け方法に

は、いろいろありますが、折り曲げやすいように点のりで、各層間で交互の位置にのり

付けする方法をおすすめします。また、両端とも同じ方法でとじてください。 

 

綴じ方法 
適用する 

用紙枚数 
備 考 

点
の
り
と
じ 

８枚まで 

本プリンタに最も適したとじ方です。 

左の図は，帳票の片側のみ示していますが，

実際には両側をのり付けしてください。 

 

紙
ホ
チ
キ
ス 

 

３枚まで 

用紙枚数が多くなるほど，用紙層ズレが出や

すくなります。 

左の図は，帳票の片側のみ示していますが，

実際には両側を紙ホチキスでとじてくださ

い。 

 

注 1） 完成した用紙の折りたたみ部分を平らに伸ばしたときのふくらみは，下図に示すよう

に 1 ㎜以下になるようにしてください。  

 

 

 

 

注 2） インクリボンやプリンタを損傷するので，金属ホチキスとじは使用しないでください。 

注 3） 帳票のスプロケット穴の層間でのズレは，0.4 ㎜以下のものを使用してください。 

注 4） 糊付けについては以下のように行ってください 

１．糊付けは点付け（点糊付け）とし、紙端より１２．７ｍｍ以内で行ってください。 

ただし、送り孔部から糊がはみださないようにしてください。 
 

 

 

 

 

 

 
12.7ｍｍ 

1
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２．糊付けピッチは送り孔４～５個（約 50mm）おきにしてください。 

３．糊付けよる用紙の厚さの変化は 0.05mm 以内としてください。また糊付け糊が同一個

所に重ならない方法を推奨いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

４．糊付けは均一でシワがないようにしてください。 

 

注 5） 紙ホチキスは以下のように行ってください 

１．シングル式よりダブル式の方が用紙結合は確実です。ダブル式を推奨します。 

 

  ダブル式 ：                          シングル式 ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．紙ホチキスの爪は４本とし紙端より 12.7mm 内にしてください。 

３本以下は使用しないでください。 

 

 

 

 

 

 

３．紙ホチキスは充分強く抜くようにしてください。 

          良 ；                  不適 ；                      不適 ； 

 

 

４．紙ホチキスの抜きピッチは送り孔４～５個（約 50mm）おきにしてください。 

５．紙ホチキスは送り孔やミシン目や紙端に絶対干渉しないようにしてください。 

６．紙ホチキスの抜き方向は印刷面（最上層紙側）から行ってください。 

印刷面

抜き方
 送り孔 

用紙進行

 送り孔 

印刷面

  12.7mm 

約 50 ㎜ 

用紙 

 ：のり付け面 
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注 6） プリンタが複写紙を正しく印刷するために、重ね合わせの方法とその精度、印刷およ

び用紙の収縮、加工精度は重要な条件です。これらはプリンタの印刷結果に影響す

るため充分注意する必要があります。またこれらの影響を考慮した帳票設計も必要

です。 

注 7） 紙ホチキスは層間ズレが特に大きいため注意する必要があります。層間ズレが大きく

なると用紙のジャムやジャム検出センサの誤検出を発生させる場合がありますので

極力小さくしてください。 

注 8） 紙ホチキスの抜けが悪いとリボンセパレータと干渉し、用紙ジャムやセパレータ破損

の原因となります。 

注 9） 連続糊付け（線糊付け）は、各用紙の精度差や収縮率の差でしわがよるので好ましく

ありません。 

注 10） ワンタイムカ－ボン紙は用紙とカ－ボン紙の収縮率に大きな差があるためカ－ボン

紙の送り孔はやや大きめにしてください。またカ－ボン紙は片側のみ糊付けもしくは

紙ホチキスとしてください。   
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ミシン目の入れ方 
ミシン目の入れ方によっては、用紙送りに悪影響を与えることがあります。特に 1 枚用

紙の場合、ミシン目を強く入れると使用中にミシン目から破けることがあります。 

ミシン目の入れ方は、次のようにしてください。 

 

(１) ミシン目は、横ミシンと縦ミシンがあります。横ミシンは折りたたみ寸法や帳票の 

縦寸法単位に送り孔のセンタ－ラインに対し直角方向に入れてください。 

 

(２) ミシン目のカットとアンカットは以下のようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミシン目 アンカット寸法 カット寸法 

折りたたみ用横ミシン １ｍｍ以上 ２ｍｍ～３ｍｍ 
横ミシン 

中間横ミシン目 １ｍｍ以上 ２ｍｍ以下 

送り孔切断用縦ミシン目 １ｍｍ以上 ２ｍｍ～３ｍｍ 
縦ミシン 

中間縦ミシン １ｍｍ以上 ２ｍｍ以下 

注) ・アンカット寸法が1mm以下になると、用紙は破断しやすいので注意してください。 

・ミシン目の引っ張り強さ 90～200g/mm を推奨します。 

 

(３) ミシン目は、送り孔や紙ホチキスなどと干渉しないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

送り孔切断用縦ミシン 

折りたたみ用 

横ミシン目 

  中間縦ミシン中間横ミシン  

アンカット寸法 

カット寸法 

送り孔とミシン目の干渉 

しているのは不適    

紙ホチキスとミシン目の干渉 

しているのは不適  
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(４) 切断効率を妨げることなくミシン目部の強度を向上させるため、次の様な処置をし

てください。 

 

 

 

 

 

 

(５) 帳票出来上がり時、下図のような状態がないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミシン目の裂け目とテント張り 

 

 

注 1） 中間ミシン目は必要最小限にしてください。多く入れすぎると用紙の腰が弱くなり、折

りたたみが悪くなる場合や、用紙のジャムが発生する場合があります。 

特に中間縦ミシン目は入れない方が安定した動作ができます。 

注 2） 横ミシン目を入れる場合は、用紙端の裂け防止のため用紙両端をアンカットにしてく

ださい。 

注 3） テント張り（突起）が大きい用紙は、用紙ジャムやミシン目前後での印刷不良が発生し

やすくなります。 

 

 

 

縦、横ミシン目部裂け  縦裂け  

紙端裂け  

横裂け  

押す 

テント張り(突起） 

×○ 

紙端(左右）を 

アンカットにする 

横と縦のミシン目のカット部は 

交差しないようにする 

１ｍｍ～２ｍｍ
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送り孔 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊送り方向に 254 ㎜離れた任意の 2 つの送り孔の中心を結ぶ線分 

 

 

 

（1） 送り孔の位置 （Ｃ）：送り孔のセンターラインと端辺の距離Ｃは、Ｃ＝6.0±0.7 ㎜ 

 

（2） 送り孔の直径 （Ｄ）：送り孔の直径Ｄは、Ｄ＝4.0±0.1mm 

だだし、孔の縁が菊状になっている送り孔は、最小直径が 4.0±0.1mm、最大直径が 

4.5 ㎜を超えないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

送り孔ピッチ(E) 

送り孔の 

中心ずれ（F） 

左右送り孔の 

中心ずれ（G） 

送り孔位置（C） 

送り孔径(D) 

センターライン センターライン ＊ 

横ミシン目(折り目) 

中間横ミシン目 

横ミシン目(折り目) 

丸 孔 菊 丸 
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（３） 送り孔のピッチ （Ｅ）：隣接する 2 つの送り孔ピッチＥは次のとおりとします。 

Ｅ＝12.7±0.05mm 

 

（4） 送り孔のピッチの累積誤差は、254mm 離れた任意の二つの送り孔の間で±0.3 ㎜を 

超えないようにしてください。 

 

（5） 送り孔の中心のずれ （Ｆ）：送り孔のセンターラインに対する左右のずれの最大許容値

Ｆは、0.1 ㎜とします。 

 

（6） 左右の送り孔の中心ずれ （Ｇ）：左右の任意の送り孔のセンターラインに垂直な直線

と、それに対応する右側の送り候のセンターラインに垂直な直線とのずれの最大許容

値Ｇは、0.15 ㎜とします。 

 

（7） 左右のセンターラインの傾き ：左右のセンターラインを平行に移動して一方の端点と

重ねたとき、他方の 2 端点間の距離は 0.15mm 以内とします。 

 

（8） 送り孔は必ず用紙の左右両側に入れ、送り孔の抜きかすが絶対にないようにしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送り孔の抜きかす 

 

 ・送り孔の位置や送り孔の寸法精度が悪いと帳票印刷制度や印刷結果に おける字

並びや改行精度が悪くなるばかりか、用紙ジャムを発生させるので注意する必要が

あります。 

・抜きかすがあると、印刷中にその抜きかすがインクリボンと用紙との間に入り、脱字

や脱ドットとなる場合があるので、抜きかすが残らないように注意してください。 

（抜きかすが残っている場合は用紙業者に改善してもらってください。） 

 

抜きかす 
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用紙の重ね合わせ枚数（用紙部数）と連量 
 

（1） 用紙の重ね合わせ枚数は、用紙の種類によって異なり、最大は、8 部紙（オリジナル含

む）ですが、3 部紙まで推奨します。 

 

（2） 連量とは用紙の 780 ㎜×1091 ㎜（四六判）1,000 枚当たりの質量を kg 表示したもので

す。用紙連量は 30、34、40、43、45、55、70、90、110kg から選んでください。 

 

（3） 用紙部数に対する紙質、質量は下表によります。 

（ ） 内の用紙は複写性が低下するので、極力使用しないでください。 

 1 部紙
ケミカルカーボン紙 

（発色形ノーカーボン用紙）

裏カーボン紙 

（裏カーボン複写用紙）

ワンタイムカーボン紙 

（注 1） 

 
（注 2）

上質紙

感圧紙 

（ノーカーボン用紙） 
複写紙 上質紙 

1 55～110 ― ― ― 

2 ― 30～43 34～45 30～34 

3 ― 30～34 34 30～34 

4 ― （30～34） （34） （30～34） 

5 ― （30～34） （34） （30～34） 

6 ― （30～34） （34） （30～34） 

7～8 ― （30～34） （34） ― 

注 1） ・中カーボン紙（ワンタイムカーボン複写用紙）に使用するカーボン紙は 11kg の 

厚さを使用してください。 

・鮮明な印刷を得るために 3 部紙以下の用紙を推奨します。 

注 2） 上質紙は、インパクト用紙の使用を推奨します。 

LBP 用紙は使用した場合、用紙の性質上静電気の影響を受けやすく、用紙走行時の負荷が

増大して用紙ジャムが発生しやすくなります。 

 

（4） 紙質は、上質紙、感圧紙、複写し（裏カーボン紙）とします。 

何れも用紙の原紙の組織は均一且つ不透明で、特に伸縮が少なく、印刷に適するも

のである必要があります。 

 

（5） 用紙の厚さは、次の値を満足させてください. 

1 部数 ： 0.15 ㎜以下（110kg 紙） 

複写紙の合計 ： 0.5 ㎜以下  ただし 0.2 ㎜以下を推奨します。 

用 紙 部

紙質 

種類 
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一般用紙（複写紙を含む） 

用紙サイズおよび印字領域 
連続帳票用紙の印字領域を下図に示します。 

 

6.00±0.7mm 

Ｔ
 

Ａ
 

Ｐ

Ｒ 

6 

Ｂ
 

Ａ
 

印字領域 

13.6 ｲﾝﾁ(345.44mm) 

印字領域 

Ｑ

6.
35

 

Ｃ Ｄ

12
.7

±
0.

05
m

m
 

Ｓ

Ｅ
 

Ｇ
 

Ｙ 

Ｕ
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各部の寸法を下表に示します。 

 

記号 項目 寸法(mm) 

Ａ 印字禁止利領域 25.4mm 

Ｂ 印字禁止領域 25.4 mm 

Ｃ 左端印字禁止範囲 10 mm 

Ｄ 右端印字禁止範囲 10 mm 

Ｅ PE 検出（最小値）(注 5) 約 17mm 

Ｇ PE 検出（最大値）(注 5) 約 55mm 

Ｕ PE 検出位置 (注 6) 約 72mm 

Ｙ 用紙幅 89 mm～406 mm 

Ｔ 用紙長さ(注 4) 101 mm～305 mm 

Ｐ １文字目印字位置（文字中心） 
約 60mm  

(トラクタ位置を左端に設定した場合) 

Ｑ 左端ドット位置 
約 58mm 

 (トラクタを左端に設定した場合) 

Ｒ 最左端ドット位置 用紙幅 381mm 使用時：約 42mm 

  用紙幅 406mm 使用時：約 30mm 

Ｓ 最右端ドット位置 
約 30mm 

(トラクタ位置を右端に設定した場合) 

Ｇ 用紙終了検出位置(注 5) 用紙下端より約 17mm 

 

注 1） 印字領域外への印字および最終ページへの印字は印字品質を保証できません。 

注 2） 横寸法を小さくすると用紙の折りたたみ性が悪くなるため、横寸法は大きくとって 

ください。 

注 3） Ｈ部(左端印字禁止領域)へのプレプリントは禁止です。 

注 4） 折りたたみ寸法は，最大 305mm とし，203mm～279mm(8 ｲﾝﾁ～11 ｲﾝﾁ)を推奨し 

    ます。 

また，140mm 以下の連続帳票用紙は折りたたみ性向上のため，２ページ以上で 

折りたたむようにしてください。 

注 5） 印字停止位置はメニュー設定により変更可能ですが、用紙下端までの印字は 

できません。 

注 6） 用紙終了を検出した場合、データ保証のため印字速度が低下します。 
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ラベル用紙 

ラベル用紙は、使用する環境や用紙メーカにより、特性が異なりますので、充分確認 

の上、問題ないことをご確認してから使用してください。 

 

用紙サイズおよび印字領域 
 

記号 寸法(mm) 

Ａ 
8.5 以上 

（1/3 インチ） 

Ｂ 
25.4 以上 

（1 インチ） 

Ｃ 
2.54 以上 

（1/10 インチ） 

Ｄ 
25.4 

（1 インチ）（注） 

 

用紙サイズ（台紙）は、一般

連続帳票用紙と同じです。 

注） Ｄ範囲内での印字領域では、多少改行が乱れる場合があります。 

 

用紙厚さ 
・用紙厚さは、ラベル＋台紙が 0.2mm 以下となるようにしてください。 

・台紙の厚さは、0.1mm 以下としてください。 

・ラベル紙連量はラベル+台紙が 135kg 以下としてください 

・ラベルの厚さは、0.08mm 以下としてください。 

 

ラベルと台紙の接着には下記のような接着剤を使用してください。 

①粘着力：350g/25mm 以上 JIS Z 0237（180° 引きはがし法） 

②ボールタック：NO.3 以上  JIS Z 0237（傾斜角 30°) 

③ラベル材質となじみがよくにじみ、はみ出しが少ないこと。 

アクリル系（架橋タイプ）を推奨します。 

 

C 
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ラベルの貼付け強度 

用紙の形態 
ラベルのはがれによる用紙送行不能、または印字ヘッドの損傷など、重大なトラブル 

を防止するために下記用紙形態をおすすめいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

台紙

ラベル
ラベル刃型（切り込み） 

ラベル刃型は台紙のこわさに影響を与えないこと。 

アンカット部(刃止メ)(注１)

折りたたみ用横ミシン

190.5～393.7(7.5～15.5) 

203.2～406.4(8～16) 

6.35 6.35 

（1/4） （1/4）

単位：ｍｍ(ｲﾝﾁ) 

(1/5 以上) 

R2 以上

R2 以上 

ラベル刃型

折りたたみ用横ミシン目

19 以上 19 以上 

31.7 以上

12.7 以上 12.7 以上

31.7 以上 

(3/4 以上) (3/4 以上) 
(1/2 以上)(1/2 以上) 

(5/4 以上) (5/4 以上) 

(1
/
1
2

以
上

) 

(
1
/
4
以
上
)
 

2
.
1
以
上
 

(
1/
3
以
上
)
 

(
1/
1
2
以
上
)
 

(
1
/
3
以
上
)
 

(1
/
3

以
上

) 

8
.
5
以
上
 

6
.
3
5
以

上
 

(
1/
4
以
上
)
 

6
.
3
5
以
上
 

2
.1

以
上

 

用
紙
進
行
方
向
 

8
.
5
以
上
 

1
2
.7

 

標
準

6
.
3
5
 

8
.5

以
上

 

(1
/
2)

 

(標
準

1
/
4
) 

Φ4±0.1

（スプロケット穴）

2
0
3
.
2
～
2
7
9
.
4
(
8
～
1
1
)
 

5.1 以上（注 6） 
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注 1） ラベル上部に２ヶ所アンカット部（刃止メ）を設けてください。アンカット寸法は 0.5mm と

してください。 

注 2） 斜線部はカス取り（不要ラベルのはく離）を行ってください。 

注 3） ラベル間、およびミシン目とラベル間にスペースを設けてください。 

注 4） ラベル、およびラベル刃型の各コーナーはＲ＝2mm 以上としてください。 

注 5） 上記項目以外の仕様は「連続帳票用紙」の項目を参照してください。特にミシン目の

テント張りについては注意してください。 

注 6） ラベル間の水平方向スペースは 5.08mm（1／5 インチ）以上設けることを推奨します。 

 

 

 

ラベル紙の保管 
用紙は温湿度の違いにより伸縮、変形します。比較的伸縮変形が少ないのは 

温度２０℃前後、相対湿度４０～６０％ですので、この状態で保管してください。 

保管状態が不適切な用紙を使用した場合、誤動作の原因となったり、印刷品質を 

悪くすることがあります。 

また、使用後はただちにビニールに包んで保管してください。 
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とじ穴の開けかた 

印字領域内にとじ穴を開けないでください。やむをえず印字領域内にとじ穴をあける 

ときは、とじ穴部と印字が重ならないようにし、以下のことを守ってください。 

また、用紙走行中にとじ穴がひっかかったり、PE センサが誤検出する場合があります

ので、その際は用紙セット位置をズラしてください。 

 

(１) 縦型２孔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) とじ孔空禁止範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1） とじ孔は印刷機講部に干渉し用紙破れなどが発生することがあるので１部紙には

空けないでください。また、複写紙の場合最上層紙にも空けないでください。 

(とじ孔以外の孔についても同様) 

注 2） とじ孔の抜きかすを残さないでください。(とじ孔以外の孔についても同様) 

Φ５～６ｍｍ 

送り孔  

８０ｍｍ 縦ミシン  

１６．３５ｍｍ 

 禁止範囲 

 60ｍｍ 45ｍｍ

禁止範囲内にはとじ孔

以外の孔もあってはなり

ません 
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プレプリント用紙を使用するとき 

あらかじめ文字や枠などを印刷してある用紙（プレプリント用紙）を作成したり、 

使用したりするときは、次の点に注意してください。 

「用紙サイズおよび印字領域」に印刷するとき」に示す幅の条件に従ってください。 

 

(１) プレプリント禁止範囲 

左側トラクタ部に光学式の用紙ジャムセンサを設けていますので、用紙にプレプリント 

するときは、以下に示す禁止範囲にはプレプリントをしないようにしてください。 

誤って禁止範囲にプレプリントされますと、用紙ジャムセンサが誤検出することが 

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 用紙の厚さと色 

プレプリントの禁止範囲には、光を著しく透過したり、吸収するような紙質のものも使用し

ないでください。誤って使用しますと用紙ジャムセンサが誤検出することがあります。 

 

禁止範囲  

１２．７ｍｍ 
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取り扱い上のご注意 

特殊用紙について 
（１） 紙厚の変化する用紙（段差等のある用紙）は印字ヘッド損傷の原因となりますので極

力使用しないでください。 

（２） 裏カーボン紙の複写は、低温時において、薄くなることがあります。 

（３） ラベル紙を使用する場合、ラベル紙のはがれを防止するために、プラテンに巻き付け

たまま放置しないでください。 

（４） この章に記述した仕様に合わない特殊用紙を使用するときは、用紙づまりなどのトラブ

ルを予防するため、サンプルを作成して充分なためし印字を行い、使えることを確認し

てから使用してください。 

（５） 再生紙の種類によってはリボンカセットの寿命が短くなったり、用紙づまりが起きたりす

ることがあります。このときは、使用を中止して紙質の良いものに変更してください。 

 

 

用紙の保管および取り扱いについて 
用紙を保管したり、取り扱ったりするときは、変形、破損が生じにないように注意してく

ださい。 

 

      ・用紙は、次の場所に保管しないでください。 

      高温、多湿の場所 

      直射日光の当たる場所 

      火気のある場所 

      ・用紙をプリンタ内部にセットしたまま、長時間放置しないでください。 
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再生紙の利用について 

推奨再生紙 
 

製紙メーカ

（原反メーカ）
銘 柄 用紙の特徴 

購入先名 
（加工メーカ） 

王子製紙(株) 再生紙ＮＩＰ 

ＯＫリサイクルフォームＮＩＰ 

古紙配合率：７０％ 

 

・小林クリエイト(株) 

 

再生紙の仕様 
 

項  目 仕  様 

  用紙寸法 

 （用紙サイズ） 

 381mm（15 インチ）×用紙長さ 

  79mm（11 インチ） 

  連  量  55kg 相当紙 

  用紙の重ね合わせ枚数 

 （用紙部数） 

１部紙（オリジナルのみ）とする。 

  ミシン目 

 （中間ミシン目） 

  中間ミシン目（横ミシン目、縦ミシン目）は使用しない 

  こと。 
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再生紙の特徴 
再生紙は、製紙会社によりかなり品質のバラツキがあります。次頁の表に示すように、

再生紙の特性上、不具合を発生させやすいため、ご使用にあたっては本書記載の上

質紙での規定に加え、運用テストを充分に行って、業務に支障のない運用形態で使

用してください。 

 

特徴 (上質紙との差) 不具合内容 

・白色度が低い 

・紙粉が多い 

・温度の影響を受けやすい

・引っ張り強度、剛度が弱い

・紙厚が厚くなる 

・表面強度が低い 

・用紙強度、剛度が弱いため、送り孔ガレによる改行精度への

影響や用紙詰まり、ミシン目からの切断の発生。 

・吸湿しやすいため用紙カール量、しわ、折れが増大による用

紙詰まりの発生。 

・紙粉、抜きカス等による印刷品質への影響、各種センサ系の

誤検出。 

・用紙強度、剛度が弱いため、スタック性、折りたたみ性が劣

る。 

 

また、再生紙の取り扱いにおいては、次の点もご留意ください。 

 

再生紙の利用環境 
常温、常湿の環境でご使用ください。 

 

再生紙の取り扱い 
・現状では、長期保存性に劣るため、保存文書等へのご使用は避けてください。 

・変色しやすいため、できるだけ直射日光は避けてください。 

・紙粉が多いため各機種の取扱説明書に記載されている清掃、点検を確実に 

実施してください。 

・用紙を装置に装填したままで、長期間放置しないでください。印刷しない場合は用紙 

 を取り外し、ポリエチレンシートに包んで箱に入れて保管してください。 



Prinfina IMPACT GX5300 取扱説明書 

 

5-24 

 

再生紙の購入・保管 
・再生紙は、原料として使用されている古紙によって品質が大きく変化します。 

 このため、再生紙を大量に購入される場合は、事前に実機によるテスト（運用に支障 

 がないことの確認）を実施されることをおすすめします。 

・再生紙は空調された室内に保管し、包装を開封した用紙は速やかに使用してくださ 

 い。また、残った用紙はポリエチレンシートに包んで箱に入れて保管してください。 

 なお、空調がない場合は、使用環境で２４時間以上馴染ませてからご使用ください。 

・用紙は、次の場所に保管しないでください。 

  高温、多湿の場所 

  直射日光の当たる場所 

  火気のある場所 

 

紙質 
再生紙を使用する場合、用紙の吸湿による剛性低下、紙粉による媒体検出への影響、

改行精度の低下等の問題点がありますので、充分確認の上使用してください。 
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使用できない用紙 

次のような用紙は使用しないでください。次のような用紙を使用すると、用紙送りが不

安定になり、紙づまり、折れ、および印字ずれの原因となります。最悪の場合には、印

字ヘッドのピンが折れる可能性もあります。 

 

・ 折り目、しわのあるもの、湾曲したものは、使用しないでください。 

・ 極端に薄い紙または厚い紙（用紙規格を満たさないもの） 

・ 小さすぎる紙または大きすぎる紙（用紙規格を満たさないもの） 

・ 切り抜き部分や窓のある紙 

・ ピン、クリップ、ホチキスの針など金属の付いている紙 

・ のり付け面が露出している紙、波打っている紙、はがれている紙 

・ 浮き彫りのある紙 

・ 連続帳票用紙の横ミシン目以外で折りたたんだ紙 

・ 複写紙において、オリジナルと複写紙で極端に大きさの異なる紙、または部分的に

極端に用紙厚が異なる紙 

・ 端または角が破れていたり、折れている紙 

・ 表面が光沢処理されている紙 

表面がコーティングされ、絵柄などが印刷されている用紙を使用すると、用紙にイン

クが充分浸透しないため、印刷面が汚れるなどの不良が起こる場合があります。 

・ 一度印字した用紙は、使用しないでください。紙詰まりなどの原因になります。 
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制限事項 
とじ穴つき用紙、コーナーカット帳票用紙、ミシン目付き単票用紙、色紙などは、 

保証外のため使用しないでください。使用して問題が発生した場合、性能は 

保証できません。 

やむをえず使用する場合は、本章の「保証外の印字」をご参照ください。 

 

・用紙のない部分やプラテンに直接印字しないでください。印字ヘッドピンを傷つける

ことがあります。 

 

保証外の印字 
次の印字は、原則的に禁止です。 

やむをえず使用する場合は、次のようにしてください。 

また、事前に充分なテストをして、問題のないことを確認してから、印字を行って 

ください。 

ただし、印字性能は保証できませんのであらかじめご了承ください。 

 

目  的 操    作    法 

とじ穴のある用紙に 

印字するには 

次の点をチェックし、充分テストをしてからお使いくださ

い。とじ穴が用紙検出スイッチなどにかかり、用紙終了

やエラーを検出することがあります。 

・とじ穴の周囲 6.35 ㎜以内には印字しないようにする 

・とじ穴のパンチくずはとり除く 

コーナーカットのある 

用紙に印字するには

次の点をチェックし、充分テストをしてからお使いくださ

い。コーナーカットが用紙検出スイッチなどにかかり、

用紙終了やエラーを検出することがあります。 

・コーナーカット端から 6.35 ㎜以内の周辺部には印字 

 しないようにする。 

・コーナーカット部のパンチくずはとり除く 

・用紙のはがれを防止するために、コーナーカット部の 

 周囲には、縦／横ミシン目を入れない 

一度印字した用紙に 

印字するには 

次の点をチェックし、充分テストをしてから 

お使いください。 

・ 用紙の連量は 55 ㎏とする 

・ 連続帳票のサイズは、幅 381 ㎜、長さ 279.4 ㎜を 

基本とする 

・ 用紙がカールしていないこと 
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 帳票設計時のご注意 

帳票設計 

ラインプリンタに使用する帳票を設計される場合、特に考慮していただくものについて

まとめたものです。帳票設計される場合は、設計に先だち必ず一読ください。 

帳票設計等は必ず 1～3 項を読んでから行ってください。 

 

用紙の左右移動量 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大 58mm 

（2.28 インチ） 

注 1 

 最小 16mm 

 （0.63 インチ） 

用紙を左側に最大移動した時（注 2）

35.4 ㎜（13.6 インチ） 

（180dot/in×13.6 インチ=2.448dot） 

最大 32.5 ㎜（1.28 インチ） 

用紙幅 381 ㎜（15 インチ）用紙を右

側に最大移動した時（注 2） 

印刷範囲） 
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注 1）左右用紙端から最初の印刷桁または右側用紙端から最後の印刷桁はリボンや印刷 

ヘッドの損傷を防止するため、最小 16 ㎜のマージンをとってください。（ただし、用紙端 

から送り孔のセンターラインは 6.0±0.7mm のとき） 

注 2）用紙の左右余白寸法は 58 ㎜、または右側余白寸法は 32.5 ㎜（用紙横寸法 15 インチ

の場合）以内にしてください。 

（ただし、用紙端から送り孔のセンターラインは 6.0±0.7mm のとき） 

 

印刷禁止区域および印刷非推奨区域 
インクリボンや印刷ヘッドの損傷を防止するため、下記に示す区域には印刷しないよう

に帳票を設計してください。 

 

印刷禁止区域 
（1）送り孔部（図‐付２参照） 

（2）孔部（印刷用紙内に空けた孔部） 

（3）ミシン目部 
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印刷非推奨区域 
用紙の左右端から 16 ㎜および横ミシン目から上、下、25.4 ㎜（1 インチ）は、送り孔およ

びミシン目の影響によりリボン等の汚れを避けるため、また横ミシン目のテント張りのた

め印刷不良が発生するので印刷しないことを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷禁止区域および印刷非推奨区域 

 

帳票設計時には、用紙の送り公差および印刷・裁断・温湿度・紙質による伸縮等を考

慮する必要があります。 

また、複写紙は最上層紙と最下層紙の層間ずれが大きいため下述によらない場合は 

印刷されたうえに文字が印刷されることがありますので注意してください。 

 

斜線部印刷禁止区域 

センターライン 

横ミシン目 

送り孔 

16 ㎜ 16 ㎜ 

センターライン 

25.4 ㎜ 

25.4 ㎜ 

横ミシン目 

送り孔 

斜線部印刷禁止区域 
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（１） 印刷文字の上下に、わく線を入れる場合は印刷が中央に来るようにし、原則として 

１行 (4.23mm)おきに印刷してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） メッセージ欄等で、毎行印刷する場合は、空白欄に印刷してください。わく線は上下 1

行 (4.23mm)以上空けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 縦わく線を入れるときは、前後に２．５４ｍｍ(０．１インチ)以上のスペースを設けてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

わく線 

１２３４５

１２３４５

Ｂ
Ａ 

Ａ

Ａ：８．４７ｍｍ(1/3 ｲﾝﾁ) 

６．３５ｍｍ(1/4 ｲﾝﾁ) 

Ｂ：４．２３ｍｍ(1/6 ｲﾝﾁ) 

３．１７５ｍｍ(1/8 ｲﾝﾁ) 

１２３４５

 

１２３４５

Ｂ

Ｂ

わく線

Ｂ：４．２３  ｍｍ(1/6 ｲﾝﾁ) 

４５６０１２３ ４５６

ＣＣＣＣ

Ｃ：１．２７ｍｍ以上 
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（５） 印刷行に年、月、日等を印刷する場合は、前後に２．５４ｍｍ(０．１インチ)以上のスペ

ースを設けてください。 

 

 

 

 

 

（注）      部はプリンタによる印刷行を示します。 

 

（５）その他 

・印刷はプリンタによる印刷色と異なった色を使用することを推奨します。 

・複写用紙における発色形薬品等は、複写を必要とする箇所のみに施すことを推奨いた

します。 

 

月日  平成    ２                月 

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｃ：１．２７ｍｍ以下 

１０ 年   
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印刷用紙の選定 
業務の運用形態の都合や、印刷後の後処理工程の効率向上のため、印刷用紙の様

式、種類は多様化しています。 

運用にあたっては必ずサンプル用紙を使用し、当該プリンタでしかも実業務に近い条

件で印刷テストを行い、使用の可否をチェックしたうえで用紙を選定してください。 

なお、このテストは他機種にて使用していた印刷用紙であっても念のために行ってくだ

さい。 

下表に主な印刷用紙選定時の注意点、および印刷テストを含むチェック内容を示しま

すので参考にしてください。 

 

印刷用紙選定のチェックリスト 

項目 印刷用紙選定時のチェック内容 判定 

横寸法 88.9 ㎜(3.5 インチ)～406.4 ㎜(16 インチ)  

縦寸法 101.6 ㎜(4 インチ)～304.8 ㎜(12 インチ)  
用
紙
の
寸
法 

折りたたみ寸法 

縦寸法×[Ｎ＝1、2、3] 

ただし、12.7 ㎜(0.5 インチ)の整数部で、最大 304.8 ㎜(12 イ

ンチ)まで。 

 

 アンカット：カット(弱) 

(1～8 部紙) 

実測値  

横ミシン目 1 ㎜以上：2～3 ㎜   

中間横ミシン目 1 ㎜以上：2 ㎜以下   

縦ミシン目 1 ㎜以上：2～3 ㎜   

ミ
シ
ン
目 

中間縦ミシン目 1 ㎜以上：2 ㎜以下   

形状・寸法 
丸孔(φ4.0±0.1 ㎜)または 

菊孔(φ4.0±0.1 ㎜～φ4.5 ㎜) 
 

上下孔の左右のいずれ(縦方向)：0.1 ㎜以下  
アライメント 

両端孔の上下のいずれ(横方向)：0.15 ㎜以下  

上下のピッチ：12.7±0.05 ㎜  
位置 

紙端からの位置：6.0±0.07 ㎜  

送
り
孔 

抜きかす 完全に抜けていること、付着していないこと  

連量（kg） 
30 ～

34 
45 55 70 90 110 合計  

1 部数         

2 部数 注 1        

3 部数         

4 部数 注 2        

5 部数 注 2        

適
量
用
紙
の
厚
さ 

6～8 部数 注 2        

注 1） 発色形ノーカーボン用紙は 43kg 紙まで、裏カーボン複写用紙は 45kg まで使用可能。 

注 2） 部紙を超える場合は、複写性が低下しますので、使用する場合は、充分に確認を行っ 

てください。 
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項目 印刷用紙選定時のチェック内容 判定 

感圧紙(発色形カーボン用紙) (5 部紙以下)  

裏カーボン紙(裏カーボン複写用紙) (5 部紙以下)  複写枚数 

中カーボン紙(ワンタイムカーボン複写用紙) (4 部紙以下)  

点糊付け 片側の送り孔付近とする  
2～3 部 

(紙ホチキス) 両側の送り孔付近とする  
重
合
せ 4～8 部 点糊付け 両側の送り孔付近とする  

とじ孔 
とじ孔の中心線は送り孔中心線から 16.35 ㎜の位置とする 

とじ孔径は 5～6 ㎜、綴じ穴の間隔は 80 ㎜ 
 

送り孔とミシン目が交叉していないこと  

紙ホチキスとミシン目が交叉していないこと  

紙ミシン目と横ミシン目のカット部が交叉していないこと  

縦・横ミシン目に裂け目がないこと  

糊付けの範囲は紙端より 12.7 ㎜以内のこと  

糊付けによる用紙厚さの変化は 0.05 ㎜以内のこと  

紙ホチキスの爪は 4 本のこと(3 本以内でないこと)  

用紙にしわが生じていないこと  

その他の形状 

重合せ時、ミシン目でのテント張りがないこと  

用紙の種類 注意点 印刷テスト  

上 質 紙 

・インパクト用紙を使用する(LBP

用紙の中には、用紙走行時の

負荷が極端に大きくなり、用紙

ジャムが発生しやすいものが

あります) 

・用紙ジャムが発生しないか 

・送り孔の穴ガレは大きくないか 

 

複 写 紙 

・規定外の用紙(連量)を使用し

ていないか 

・厚みに段差はないか 

・複写テストを行う 

 

再 生 紙 

・上質紙に比べて紙質が劣りま

す(送り孔が破れやすいものや

紙粉が発生しやすいものがあ

ります) 

・用紙ジャムが発生しないか 

・送り孔の穴ガレは大きくないか 

・紙粉が発生しやすくないか 
 

OCR 用紙 
・70～110kg の範囲の用紙がの

ぞましい 

・印刷サンプルを作成し、OCR で読み

とりテストを行うこと 
 

ラベル紙 

(タック紙) 

・のりがはみださないこと 

・のりは硬めがのぞましい 

・ラベルが剥離しないか 

・印刷の鮮明度は良いか 
 

袋紙 

・中に空気が入らないように空

気を抜く孔を設けること 

・トータル連量は規格内であるこ

と 

・印刷テストを行う 

・紙袋が用紙走行系でジャムらないか 
 

用
紙
印
刷
テ
ス
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い 

その他の 

特殊用紙 

・規定内の用紙を使用している

か 

・印刷テストを行う 
 

 



第 6 章 
保守と点検 

 

この章では、リボンの交換、用紙詰まりやプリンタがうまく動かないときの

処置、テスト印字のしかた、清掃のしかた、輸送のしかた、およびアフター

サービスについて説明します。 

 

本装置では保守サービスによる６ヶ月点検が必要な装置です。 
機能、性能等の品質を維持するために、６ヶ月点検の実施をお奨めいたします。 
詳しくは保守会社へご連絡ください。 

 

リボンの点検 ........................................................................................................................................................... 6-2 

リボンの交換 ........................................................................................................................................................... 6-4 

メビウスの位置について .................................................................................................................................... 6-4 

用紙ジャムの修復 ............................................................................................................................................... 6-12 

リボンジャムの修復 ............................................................................................................................................ 6-14 

プリンタがうまく動かないとき .......................................................................................................................... 6-16 

故障個所の診断 .................................................................................................................................................. 6-16 

エラーコードとその対応 .................................................................................................................................... 6-17 

こんなときには ...................................................................................................................................................... 6-18 

保守メニュー設定モード ................................................................................................................................... 6-23 

保守員設定モード ............................................................................................................................................... 6-24 

保守員印字モード ............................................................................................................................................... 6-30 

保守員診断モード ............................................................................................................................................... 6-35 

テスト印字 ............................................................................................................................................................... 6-39 

清掃方法について............................................................................................................................................... 6-41 

リボン走行路の清掃方法 ................................................................................................................................ 6-42 

用紙走行路の清掃方法 ................................................................................................................................... 6-44 

用紙収納部の清掃方法 ................................................................................................................................... 6-46 

アフターサービス ................................................................................................................................................. 6-47 
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リボンの点検 

毎日の業務を開始する前に、次の手順でリボンを点検してください。 

 

1 プリンタの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 カセットカバーを開ける 

トップカバーを開き、カセットカバーを開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップカバー カセットカバー 
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3 リボンの走行経路を確認する 

リボンが切れたり、ねじれたりしていないか、また、リボンが走行路内に正しく収まって 

いるかを点検してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・印字が薄くなった場合や、リボンに磨耗や損傷が見られる場合は、早めに 

リボンを交換してください。     

・リボンの交換の目安は約 800 万文字です。約 1600～1900 ページ、または 

ラインカウンタで約 450～1200 カウントまで印字したものに相当します。 

 

 
 

 

 

 

・上記の交換時期を過ぎたリボンは使用しないでください。交換せずにそのまま使用して 
 いると、印字不良やリボンフィード不良を引き起こし、最終的にはプリンタが損傷を受け 
 ることがありますので、早めに新品と交換してください。 
・印字が薄くなった時に、ＦＴレバーで濃度の調整を行わないでください。 
 リボンが切れる原因となります。 

 

リボン 

リボンフィードノブ 

ローラレバー 

 

注意 

リボンブレーキ 
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リボンの交換 

次のような場合は、早めにリボン交換を行ってください。 

・印字が薄い 

・リボンに摩耗や損傷がみられる。 

・表示パネル部に「リボンヲコウカンシテクダサイ」とメッセージが表示されている。 

 

本プリンタで使用できるリボンは次の通りです。 

形 名 品 名 備 考 

PC-PZ52002 サブリボン 詰め替え用 

 

 

 

 
 
 
 

・インクで手が汚れますので、手袋を着用してください。 

・リボンを取り外した状態で印字しないでください。プラテンの構成部品が早期に劣化また

は損傷してしまいます。 

 

 

メビウスの位置について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   ・リボン交換直後のメビウスの位置は上図の 

                                    ように右側になります。 

 

新品リボンをセットした直後のメビウスの位置はリボンカセットの右側ですが、印字動作に 

伴いリボンが周回されることで、メビウスは徐々に左側へ移動し、やがて完全に左側へ 

移動します。 

 

注意 

交換前 （通常使用中） 交換直後 

メビウス メビウス 
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1 プリンタの電源を切る 

 電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 トップカバーを開け、プラテンを開放する 

    トップカバーを開け、ＦＴレバーを一番奥の位置まで押してプラテンを開放してください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 カセットカバーを取り外す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カセット
 カバー

 

ＦＴレバー 
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4 セパレータカバーをずらす 

   ネジをゆるめ、セパレータカバーを矢印方向に引き、作業がしやすいようにネジを締めて 

   ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 リボンを取り外す 

リボンルートガイド、リボンガイド（L）およびリボンガイド（R）部のリボンを引きながら、 

リボンセパレータ部からリボンを取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リボンガイド（Ｌ） リボンガイド（Ｒ） 

リボン 
セパレータ 

リボンルートガイド 

ネジ 

セパレータカバー
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   ローラレバーを矢印方向に引きながらリボンをローラ部から外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   リボンブレーキレバーを矢印方向に押し、リボンを取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   詰替リボンの上ぶたを外してください。使用済みリボンをメビウスごと取り出し、詰替え 

   リボンの上ぶたに移し入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   リボン屑によりプリンタの内部が汚れるので、リボンを取り外した後はリボン走行路を 

   清掃してください。 

 

ローラレバー 

ローラ 

リボンブレーキレバー 

メビウス 
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6 リボンパックを挿入する 

新品リボンパックの上ぶたを外し、案内板がリボンカセットの右側になるように内箱 

を入てください。 

 

 

 

 

 

 

 

7 内箱の左側にあるフックを開く 

   内箱の左側にあるフックを外してフックを開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

8 案内板を取り除く 

   リボンパックの案内板を押さえながら、内箱を矢印方向に引き抜いてください。その後、 

   案内板を取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内板 

案内板 

リボンカセット

フック 

内箱 

注意 

案内板は必ず取り外してください。リボンジャムの原因となります。 
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9 リボンをセットする 

    リボンブレーキレバーを矢印方向に押しながら①②の順にリボンを通してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    リボンルートガイド、リボンガイド（L）、リボンセパレータ、リボンガイド（R）の順にリボンを 

    通してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リボンがリボンセパレータ（穴のあいた薄い金属板）の手前側に入っていることを確認し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リボンセパレータのエッジは鋭利になっていますので、触れないでください。 

けがをするおそれがあります。 

ハンマピン リボン 

 ハンマ 

リボン
セパレータ 

① 
② 

リボンブレーキレバー 

   リボン 
セパレータ 

リボンガイド（Ｒ） リボンガイド（Ｌ） 
リボンルートガイド 

！！  注意
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リボンをリボンセンサに掛け、ローラレバーを手前に引きながらリボンを通した後、リボンフィー

ドノブを時計回りに回してリボンのたるみを取ってください。 

その後メビウスを左側に寄せてください。このとき、倒れているリボンがあれば起こして 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 セパレータカバーを戻す 

    ネジをゆるめ、セパレータカバーを矢印方向に突き当たるまでスライドさせてネジを 

    締めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 カセットカバーを取り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローラレバー 
リボンセンサ 

リボンフィードノブ 
メビウス 

ネジ 

セパレータカバー

カセット
 カバー 
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12 ＦＴレバーを手前に引いてプラテンを閉じ、トップカバーを閉じる 

    ＦＴ レバーは、「4 章 用紙厚の調整」 を参照し適切な設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

・リボンの交換を行ったあとは、リボン屑による印刷汚れが発生する場合がありますので 

 「第６章 清掃方法について」を参照して、リボン走行経路の清掃を行ってください。 

・リボンの交換を行ったあとは、「6 章 テスト印字」を参照し、テスト印字を実施し、リボン 

 動作・印字品質に異常がないことを確認してください。 

 

13 リボン交換警告表示をリセットする 

    「第３章 リボン交換モード」を参照して、リボン交換警告表示のリセット（警告表示の 

    クリア）を行ってください。 

    リボン交換警告表示が表示される前にリボン交換を行った場合でも、同様に「第３章  

    リボン交換モード」を参照し、リボン交換警告表示のリセットを行ってください。 

 

 
 
 
 

・リボン交換を行っても、リボン交換警告表示のリセットを実行するまで警告表示が表示 

 され続けますので、リボンの交換を行ったあとは、リボン交換警告表示のリセットを行っ 

 てください。 

・リボン交換警告表示のリセットを行わないと、適切なリボン交換時期をお知らせすること 

 ができませんので、リボン交換を行ったあとは必ずリボン交換警告表示のリセットを行 

 ってください。 

・リボン交換警告表示を表示させるタイミングは「第６章 保守メニュー設定モード」にて 

 設定することができます。 

 

トップカバー  

ＦＴレバー 
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用紙ジャムの修復 

用紙ジャムが発生すると、操作パネルのメッセージ表示部に“05 ヨウシショウガイ”が

表示されます。 

次の手順に従って用紙ジャムを解除してください。 

 

1 トップカバーを開ける 

2 用紙を取り除く 

ＦＴレバーを一番奥まで押してプラテンを開放します。 

トラクタカバーを開けて、つまった用紙を取り除いてください。 

 

 
 

 

 

 

 

3 次の項目について点検する 

・ＦＴレバーの設定は適切ですか？ … （「4 章  用紙厚の調整」を参照） 

・用紙の張力は適切ですか？  … （「4 章  用紙張力の調整」を参照） 

・用紙は正しく装填されていますか？ … （「4 章  印字用紙のセット」を参照） 

・用紙は規格どおりのものを使用していますか？ 

規格外の用紙は用紙ジャムの原因となります。 

・用紙に湿気がありませんか？ 

 湿度の高い場所に用紙を保管すると、用紙ジャムが起きやすくなります。 

 

 

 

 

ＦＴレバー 

トップカバー 
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4 用紙ジャムセンサの清掃 

    用紙ジャムセンサ（左側トラクタの上）が汚れているときは、ガーゼで汚れを拭き取って 

    ください。 

 

 

 

 

 

5 用紙走行路の点検 
   フロントドアを開き、用紙収納部および用紙走行路を点検してください。 

    ・用紙収納部または用紙走行路に用紙くずがたまっている場合は、必ず電源をオフし 

てから掃除機などで除去してください。 

    ・リアドアを開き、用紙が正しく折りたたまれていることを点検してください。 

6 用紙位置の調整 
トラクタに用紙をセットし、用紙の位置を調整してください。 

   （「4 章  印字用紙のセット」を参照。） 

7 ＦＴレバーを手前に引く 

   ＦＴ レバーは、「4 章 用紙厚の調整」 を参照し適切な設定を行ってください。 

     

8 操作パネルの リセット スイッチを押下する 

   メッセージ表示部から “05 ヨウシショウガイ” が消えたことを確認してください。 

9 トップカバーを閉める 

 

 
 
 
 

上記の手順に従って処置をしてもまだ頻繁に用紙ジャムが発生する場合は、保守員に

連絡してください。 

 

 

 

用紙ジャムセンサ 
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リボンジャムの修復 

 

 
 

 

 

 

・インクで手が汚れますので、手袋を着用してください。 

・リボンを取り外した状態で印字しないください。プラテンの構成部品が早期に劣化また

は損傷してしまいます。 

 

リボンジャムが発生すると、操作パネルのメッセージ表示部に “06 リボンショウガイ” 

と表示されます。次の手順に従ってリボンジャムを解除してください。 

 

1 トップカバーを開けて、カセットカバーを開ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 リボンがリボン走行路に正しく収まっているかどうか点検する 

 ローラが閉じていることと、スプリングが外れていないことを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップカバー
カセットカバー

ローラ 

スプリング 

注意 
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・ リボンが折れたり、たるんだり、ローラに巻き付いたりしている場合は正しくセットし直

してください。（「６章 リボンの交換」を参照） 

・ リボンが破れていたり、古くなっていたら、リボンを新品と交換してください。 

（「６章リボンの交換」を参照） 

・ リボンセパレータが破損している場合は保守員に連絡してください。 

3 リボンくずを除去する 
   左右のリボンガイドおよびリボンフィードノブ周囲のリボンくずを除去してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 ＦＴレバーが正しく設定されているか確認する 

   ＦＴレバーが正しく設定されていないとリボンジャムの原因となります。 

   （「４章  用紙厚の調整」を参照） 

5 カセットカバーを閉め、トップカバーを閉める 

 

6 操作パネルの リセット スイッチを 1 秒以上押下する 

   メッセージ表示部から “06 リボンショウガイ” が消えたことを確認してください。 

 

 

 

リボンガイド 

リボンフィードノブ 

リボンガイド 
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プリンタがうまく動かないとき 

故障個所の診断 

故障が起こった場合は、簡単な操作で直る場合もあります。 

保守会社に連絡する前に、本章の手順に従って、故障箇所を判断し、機能を回復さ

せるための処置を行ってください。 

 

電源が入らない場合 

・電源スイッチを一度切り、30 秒以上経ってから入れ直してください。 

・電源コードのプラグをコンセントにしっかりと差し込んでください。 

 

操作パネルの画面にエラーコードが表示されている場合 

・「エラーコードとその対応」を参照してください。 

 

印字品質が不良の場合。 

・「こんなときには」を参照してください。 

 

その他の異常 

・電源スイッチをオフにし、5 秒後にオンにしてください。 

 

 

上記いずれの方法でも修復できない場合は、保守員に連絡してください。 

その場合、障害発生時の状況（印字サンプル、障害前の操作、環境（温、湿度等）、 

再発の頻度等）を説明してください。 
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エラーコードとその対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーランプが点灯し、メッセージ表示部にエラーコードが表示された場合は、次の操

作を行ってください。 

 

エラーコードおよび 

エラー表示 
操 作 方 法 

02 プラテンオープン 
プラテンが後退しています。ＦＴレバーを手前に引きプラ

テンを閉めてください。 

03 ヨウシガ アリマセン 
印字用紙がなくなりました。「第 4 章 印字用紙の交換」 

を参照して印字用紙を取り付けてください。 

05 ヨウシ ショウガイ 
用紙ジャムが発生しました。「第 6 章 用紙ジャムの修復」

を参照してください。 

06 リボン ショウガイ 
リボンジャムが発生しました。「第 6 章 リボンジャムの修 

復」を参照してください。 

07 プラテン ショウガイ 
印字中にプラテンが開きました。ＦＴレバーを手前に引き、

プラテンを閉めて、リセットスイッチを押してください。 

エラーコード 14～74 

プリンタが故障した可能性があります。エラーコード確認

後、電源オフ／オンを行ってください。「第１章 電源の投

入と切断」を参照してください。 

エラーコードなし 

エラーランプのみ点灯 

電源オン／オフを行ってください。「第１章電源の投入と

切断」を参照してください。 

 

 

 

 

 

上記操作方法で修復しない場合は、エラーコードを確認して保守員に連絡して 
ください。 

 

 

 

印字モード 

高濃度 

超高速 

高速 

高品位 

通常 

リセット 

先頭行／ 

選択 

電源 

エラー 

データ 

メッセージ表示部 

実行 メニュー ▼後退 ホールド 改行 

▲前進 改頁 準備完 

ステータス 
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こんなときには 

プリンタが動かなくなったり、きれいに印字できなくなったりした場合は、次の表でプリ

ンタの症状に当てはまる項目を探し、それぞれの処置方法に従ってください。 

処置を行っても機能が回復しない場合は、保守会社または、ＨＣＡセンタにご相談くだ

さい。 

 

電源ランプが点灯せず、プリンタが動作しない 

プリンタの電源を切り、電源コードの接続を確かめてください。 

 （「第１章 電源コードの接続」参照） 

印字ができない 

準備完ランプが消えているとき 
→ 準備完ランプが消えているときは、印字できません。 

 準備完 スイッチを押して、準備完ランプを点灯させてください。 

準備完ランプが点灯しているとき 

→ プリンタの電源を切り、プリンタとパソコンをつなぐプリンタケーブルの接続を確か

めてください。 

 （「第１章 パソコンとの接続」参照） 

印字音はするのに印字しないとき 

→ リボンが取り付けられていません 

リボンを取り付けてください。 

 （「第１章 リボンの取り付け」参照） 

  リボンが取り付けてあるのに印字しないときは、印字ヘッドとリボンセパレータの間に 

  リボンが入っているかどうかを確かめてください。 

うまく用紙送りができない 

用紙がつまったとき 

→ 用紙を破らないように、静かに取り除いてください。 

 （「第６章 用紙ジャムの修復」参照） 

通常の給紙の場合にうまく用紙送りできないとき 

→ 用紙がきちんとセットされているかどうかを確かめてください。 

 （「第４章 印字用紙のセット」参照） 

→ 用紙の仕様が合っていません。仕様に合った用紙を使用してください。 

 （「第５章 使用できる用紙について」参照） 

→ 折れたり、曲がったりしている用紙は使用しないでください。 

「エラー」ランプが点灯する 

プリンタが故障しています。 

→ 電源を切り、再度入れ直しても、エラーランプが消灯しない場合は、表示パネルの 

エラーメッセージをひかえて、電源を切った後、保守員に連絡してください。 
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思いどおりに印字ができない 

印字開始位置が上、または下すぎるとき 

→ 印字開始位置を調整してください。 

 （「第４章 印字開始位置の調整」参照） 

→ ソフトウェアで上端余白の設定が必要な場合があります。 

お使いのアプリケーションソフトの説明書で確認してみてください。 

連帳用紙の印字位置がページによってズレるとき 

→ 仕様外の薄い用紙や厚い用紙を使用すると、連帳用紙の場合、ページによって 

印字位置がズレることがあります。 

「第５章使用できる用紙について」を参照し、仕様に合った用紙を使用してくださ

い。 

文字化けや、意味のない文字列を印字してしまうとき 

→ プリンタドライバの選択機種が正しいか確かめてください。 

→ インタフェースケーブルの接続状態を確かめてください。 

→ パソコンの画面表示、印字プレビューが、すでにおかしい場合は、パソコンを調査 

してください。 

印字が薄い、欠けるなどの印字不良がおこる 

次の表「印字不良が発生した場合の確認内容」を参照し、発生している事象に対応

する「確認事項」を順番に確認してください。 

 

 

 

印字不良が発生した場合の確認内容 
 

 印字不良内容 確認内容 

1 脱ドット 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を小さくしてください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．用紙走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

 

3．リボンを交換してください。 

（「第６章 リボンの交換」を参照） 

2 印字薄（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を小さくしてください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．リボンを交換してください。 

（「第６章 リボンの交換」を参照） 

脱ドット 
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 印字不良内容 確認内容 

3 印字薄（一部分） 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

4 印字欠け 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を小さくしてください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．リボンが折れていないか確認してください。 

 

3．リボンを交換してください。 

 

4．紙片がプリンタ内部にはさまっているかもしれません。 

用紙走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

5 斜行 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙のプレプリントに斜行がないか確認してください。 

（「第５章 プレプリント用紙を使用するとき」を参照） 

6 印字乱れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

7 文字揺れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

8 ドット離れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

欠け 

斜行 

印字薄 
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 印字不良内容 確認内容 

9 汚れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．リボンを取り付け直してください。 

（「第６章 リボン交換」を参照） 

 

3．用紙走行路およびリボン走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

 点汚れ 

 

 
 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

 帯汚れ 

 

 
 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

2．リボンを交換してください。 

（「第６章 リボンの交換」を参照） 

10 かすれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＦＴレバーの設定値を変更してください。 

（「第４章 用紙厚の調整」を参照） 

 

11 印字簿（特定位置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙走行路を清掃してください。 

（「第６章 用紙走行路の清掃方法」を参照） 

12 詰まり 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙張力を確認してください。 

（「第４章 用紙張力の調整」を参照） 

 

汚れ 

短い横線において
カスレが発生する 

薄

詰まり 
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 印字不良内容 確認内容 

13 横線乱れ 

 

 

 

 

 

 

 

1．用紙張力を確認してください。 

（「第４章 用紙張力の調整」を参照） 

 

 

 

 

 

 

上記の対処方法で印字不良が修復しない場合は、保守員に連絡してください。 

 

乱れ 
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保守メニュー設定モード 

このモードは保守員専用です。特別な場合以外は設定を変更しないでください。 

保守メニュー設定モードには「保守員設定モード」「印字モード」「保守員診断モード」

の３つがあります。 

 

保守メニュー設定の遷移図 
 

 

 

 

 

 

 

 

イニシャライズ

有り 

無し 

メニュー 

実行 

メニュー 先頭行／選択 

メニュー 先頭行／選択 

メニュー 先頭行／選択 

メニュー 

実行 

メニュー 

実行 

設定値変更の表示 保守メニュー設定 

保守員設定モード 

 設定変更有り？ 

印字モード 

実行の表示 

保守メニュー設定 

印字モード 

保守員診断モード 

実行の表示 

保守メニュー設定 

保守員診断モード 

先頭行/選択＋準備完
［3 秒間以上押下］ 

準備未完 
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保守員設定モード 

設定内容が変更された場合は保守員モードからオフラインに復帰する際にイニシャラ

イズがかかります。設定内容は電源をオフしても記憶されます。 

 

保守員設定モードの変更方法 

1 プリンタを保守員設定モードにする 

   “オフライン”と表示されていることを確認してください。“プリントデキマス”と表示されて 

   いる場合は 準備完 スイッチを押して、オフラインにします。 

   先頭行/選択 スイッチと 準備完 スイッチを同時に 3 秒以上押して、“ホシュメニュー 

   セッテイ ホシュインセッテイモード”の表示にします。 

2 設定項目を変更する 

   実行 スイッチを押すと、設定項目を表示します。 

   以後、 先頭行/選択 スイッチを押すごとに、設定項目が順番に表示されます。 

   設定値の変更は 前進 スイッチと 後退 スイッチで行います。 

3 設定値を登録する 

   設定値を変更した後、 実行 スイッチを押します。 

   変更内容が登録されるとともに、次の設定項目が表示されます。登録しない場合には、 

   メニュー スイッチを押してください。“ホシュメニューセッテイ ホシュインセッテイモー 

   ド”表示に戻ります。 

4 プリンタをオンラインモードに戻す 

   “ホシュメニューセッテイ ホシュインセッテイモード”からオフラインに戻るときは、 

   メニュー スイッチを 1 回押してください。（設定値が変更された場合は、イニシャライズ 

   が行われます。） 

   準備完 スイッチを押すと、表示が“プリントデキマス”になり、印字ができます。 
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保守員設定モードの遷移図 
 

（注）下記の“実行または選択”において 実行 スイッチを押

下した場合は、現在表示している設定値の登録を行な

い、次の項目へ移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー メニュー 

前進 前進 

後退 
実行または 

先頭行／選択 

ケイゾクデータマチジカン 

タンシュク 

ケイゾクデータマチジカン

ヒョウジュン 

後退 

実行または 

先頭行／選択 

実行または 

先頭行／選択 

メニュー 

実行 

後退 

実行または 

先頭行／選択 

メニュー 

前進 

メニュー 

前進 

メニュー 

メニュー 
実行または先頭行／選択 

前進 

（途中省略） 

ホシュメニューセッテイ 

ホシュインセッテイモード 

前進 前進 
ANK モジカンカク 

10 cpi 

ANK モジカンカク 

12 cpi 

ANK モジカンカク 

15 cpi 

ANK シュクショウモジ 

ヒョウジュン 

ANK シュクショウモジ 

シュクショウ 

後退 後退 

後退 後退 

実行または 

先頭行／選択 

実行または 

先頭行／選択 
実行または 

先頭行／選択 
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保守員設定モードの設定項目 
 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

１ ＡＮＫ文字間隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＮＫの文字間隔設定を行う。 

・ＡＮＫ文字設定コマンド受信時はコマン

ドに従う。 

〈設定内容〉 

・10 cpi ： ＡＮＫ文字を 10cpi で印字 

・12 cpi ： ＡＮＫ文字を 12cpi で印字 

・15 cpi ： ＡＮＫ文字を 15cpi で印字 

本設定を「15cpi」にした場合、上位より

縮小指定コマンドを受信した場合および

ＡＮＫ縮小文字を「縮小」にした場合は無

視する。メニュー設定または、コマンドで

OCR‐B フォントを設定した場合はローマ

ンを使用し 15cpi で印字を行う。 

2 ＡＮＫ縮小文字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＮＫ文字を縮小印字させる設定を行

う。 

・縮小指定コマンド受信時はコマンドに

従う。 

〈設定内容〉 

・標準 ： ＡＮＫ文字を縮小しない。 

・縮小 ： ＡＮＫ文字を縮小する。 

ＡＮＫ文字縮小設定コマンドと同一動作 

（注）保守員設定モードの「ＡＮＫ文字間

隔」またはＡＮＫ文字設定コマンドで

15cpi に設定した場合は、本項目による

縮小設定は無効となる。 

3 最大文字数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 行の最大印字桁数を設定する。（10cpi

のＡＮＫ文字） 

〈設定内容〉 

・136 桁 ： ＡＮＫ10cpi で 136 桁、 

2448 ドットを 1 行とする。 

・132 桁 ： ＡＮＫ10cpi で 132 桁、 

2376 ドットを 1 行とする。 

（注）左端は「136 桁」選択時と同一とす

る。 

4 ＡＮＫ文字種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＮＫ文字のカタカナコード、拡張グラフィ

ックスコードを選択する。 
上位から文字コード表選択コマンド受信時

はコマンドに従う。 
〈設定内容〉 
・カタカナ       ： カタカナコード表  
・拡張グラフィックス ： 拡張グラフィックス 

コード表 

注） 下線部の設定はデフォルト値です。 

 

A N K ﾓ ｼ ﾞ ｶ ﾝ ｶ ｸ   

1 2 ｃ ｐ ⅰ     

 

A N K ﾓ ｼ ﾞ ｶ ﾝ ｶ ｸ  

1 5 ｃ ｐ ⅰ    

 

A N K ｼ ｭ ｸ ｼ ｮ ｳ ﾓ ｼ ﾞ 

ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ     

  

A N K ｼ ｭ ｸ ｼ ｮ ｳ ﾓ ｼ ﾞ 

ｼ ｭ ｸ ｼ ｮ ｳ    

  

 

ｻ ｲ ﾀ ﾞ ｲ ﾓ ｼ ﾞ ｽ ｳ  

1 3 6 ｹ ﾀ    

 

ｻ ｲ ﾀ ﾞ ｲ ﾓ ｼ ﾞ ｽ ｳ  

1 3 2 ｹ ﾀ    

 
A N K ﾓ ｼ ﾞ ｶ ﾝ ｶ ｸ   

1 0 ｃ ｐ ⅰ     

 
A N K ﾓ ｼ ﾞ ｼ ｭ    

ｶ ﾀ ｶ ﾅ     

 
A N K ﾓ ｼ ﾞ ｼ ｭ    

ｶ ｸ ﾁ ｮ ｳ ｸ ﾞ ﾗ ﾌ ｨ ｯ ｸ ｽ
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

5 ページ長変更契機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページ長を変更する契機を設定する。 

〈設定内容〉 

・パネルノミ ： メニュー設定で設定される

ページ長のみを有効とす

る。インチ単位ページ長設

定コマンドおよび行単位ペ

ージ長設定コマンドでの設

定は無視する。 

・＆コマンド ： メニュー設定で設定される

ページ長、インチ単位ペー

ジ長設定コマンドおよび行

単位ページ長設定コマンド

による設定ともに有効とす

る。実行直前に設定され

たページ長を有効とする。 

 

6 ＡＮＫフォント変更契機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＮＫフォント（ローマンフォント、OCR‐B フ

ォント）を変更する契機を設定する。 

〈設定内容〉 

・パネルノミ ： メニュー設定で設定される

ＡＮＫフォントのみを有効と

する。ＡＮＫ文字の書体選

択コマンドでの設定は無

視する。 

・＆コマンド ： メニュー設定で設定される

ＡＮＫフォントおよびＡＮＫ

文字の書体選択コマンド

による設定ともに有効とす

る。印字直前に設定され

たＡＮＫフォントを有効とす

る。 

 

7 漢字フォント変更契機 漢字フォント（明朝体、ゴシック体）を変更

する契機を設定する。 

〈設定内容〉 

・パネルノミ ： メニュー設定で設定される

漢字フォントのみを有効と

する。ＡＮＫ文字の書体選

択コマンドでの設定は無

視する。 

・＆コマンド ： メニュー設定で設定される

漢字フォントおよび漢字文

字の書体選択コマンドによ

る設定ともに有効とする。

印字直前に設定された漢

字フォントを有効とする。 

 

注） 下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ﾍ ﾟ ‐ ｼ ﾞ ﾁ ｮ ｳ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ

& ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ     

 
A N K ﾌ ｫ ﾝ ﾄ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ

ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ ﾉ ﾐ     

 

A N K ﾌ ｫ ﾝ ﾄ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ

& ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ    

 
ﾍ ﾟ ‐ ｼ ﾞ ﾁ ｮ ｳ ﾍ ﾝ ｺ ｳ ｹ ｲ ｷ

ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ ﾉ ﾐ    
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

8 拡張コマンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡張コマンド矩形罫線、指定罫線、矩形

罫線太さ指定、矩形罫線線種指定、ラス

タイメージの使用の有無を設定する。 

〈設定内容〉 

・無効 ： コマンド無視 

・有効 ： コマンド有効 

 

9 SEL TOF 設定 

 

 

 

 

 

 

 

 準備完 スイッチ押下により準備完状態

へ移行する際の TOF 位置の設定を行う。 

〈設定内容〉 

・しない ： 設定されているページ長、改 

行量設定および現時点までに

改行された改行量を継続す

る。 

・する  ： 現在セットされている用紙に対 

するヘッドの位置を TOF 位置

に設定する。 

 

10 改行スイッチ設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 改行 スイッチの動作を設定する。 

〈設定内容〉 

・メニュー ： 設定モードの改行ピッチで 

設定された改行量で紙送り

をする。改行量設定コマンド

は無視する。 

・コマンド ： 改行量設定コマンド受信時 

はコマンドに従う。 

 

11 受信バッファ 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタ内部の受信バッファ使用／不使

用を設定する。 

〈設定内容〉 

・無効 ： プリンタ内部の受信バッファを 

使用しない。 

・有効 ： プリンタ内部の受信バッファを 

使用する。 

12 PE 停止位置 用紙なし時の印字停止位置を設定する。

用紙下端から約 55mm 以降の印字停止

位置を 1／6 インチ単位で 9／6 インチまで

（用紙下端から約 17mm）まで設定。 

〈設定内容〉 

・X／6 インチ： X=0～9 （0／6 インチ） 

これ移行オーバライド機能

により印字を行う。 

・TOF    ：ＰＥ検出時のページを印刷し 

て次のページのＴＯＦ位置で 

停止する。 

注） 下線部の設定はデフォルト値です。 

 
ｶ ｸ ﾁ ｮ ｳ ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ  

ﾕ ｳ ｺ ｳ    

 
ｶ ｸ ﾁ ｮ ｳ ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ  

ﾑ ｺ ｳ    

 
S E L T O F ｾ ｯ ﾃ ｲ  

ｽ ﾙ    

 
S E L T O F ｾ ｯ ﾃ ｲ  

ｼ ﾅ ｲ    

 
ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ｽ ｲ ｯ ﾁ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ    

 
ｶ ｲ ｷ ﾞ ｮ ｳ ｽ ｲ ｯ ﾁ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ﾒ ﾆ ｭ ‐    

 
ｼ ﾞ ｭ ｼ ﾝ ﾊ ﾞ ｯ ﾌ ｧ  

ﾕ ｳ ｺ ｳ    

 
ｼ ﾞ ｭ ｼ ﾝ ﾊ ﾞ ｯ ﾌ ｧ  

ﾑ ｺ ｳ    

 
P E ﾃ ｲ ｼ ｲ ﾁ    

X / 6 ｲ ﾝ ﾁ    
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No

. 

設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

13 SELECT 信号 

 

 

 

 

 

 

 

 

SELECT 信号の出力を設定する。 

〈設定内容〉 

・変動 ： プリンタが準備完状態／準備 

未完状態により、信号を High

／Low に切替える。 

・固定 ： 常に High。 

 

14 ラインバッファオーバー処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラインバッファフルのデータを印字後、

以降に受信したデータの印字開始位置

を設定する。 

〈設定内容〉 

・AUTO LF ： バッファフルデータを印字

後、改行動作を行い次行

から印字を行う。 

・重ね印字 ： バッファフルデータを印字

後、改行動作を行わず、

同一行で印字を行う。 

・オート CR ： オート CR 設定の印字開 

始位置に従い印字を行う。 

15 オート CR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリッジリターンコマンド（CR）受信時

の動作を設定する。 

〈設定内容〉 

・有効  ： AUTO FEED XT 信号に 

従う。 

・無効１ ： CR 受信時、 

AUTO FEED XT 信号に関

わらず CR 動作を行う。 

・無効２ ： CR 受信時、 

AUTO FEED XT 信号に関

わらず CR＋LF 動作を行う。 

16 双方向通信 

 

 

 

 

 

 

 

双方向通信の有効/無効を設定する。 

〈設定内容〉 

・有効  ： 双方向通信を行う。 

・無効  ： 双方向通信を行わず片方向

通信を行う。 

 

 

17 継続データ待ち時間 継続データ待ち時間を設定する。設定し

た時間内にデータの受信が無い場合は

未印字データの印刷を行う。 

〈設定内容〉 

・標準 ：約４秒間継続データを待つ 

・短縮 ：約 400 ﾐﾘ秒間継続データを 

待つ 

 

注） 下線部の設定はデフォルト値です。 

 
S E L E C T ｼ ﾝ ｺ ﾞ ｳ   

ｺ ﾃ ｲ    

 
S E L E C T ｼ ﾝ ｺ ﾞ ｳ  

ﾍ ﾝ ﾄ ﾞ ｳ    

 
ﾗ ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｯ ﾌ ｧ ｵ ‐ ﾊ ﾞ ‐ ｼ ｮ ﾘ

A U T O L F     
 

ﾗ ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｯ ﾌ ｧ ｵ ‐ ﾊ ﾞ ‐ ｼ ｮ ﾘ

ｶ ｻ ﾈ ｲ ﾝ ｼ ﾞ     
 
ﾗ ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｯ ﾌ ｧ ｵ ‐ ﾊ ﾞ ‐ ｼ ｮ ﾘ

ｵ ‐ ﾄ C R     

 
ｵ ‐ ﾄ C R    

ﾕ ｳ ｺ ｳ    
 

ｵ ‐ ﾄ C R     

ﾑ ｺ ｳ 1     

 

ｵ ‐ ﾄ C R     

ﾑ ｺ ｳ 2     

 

ｿ ｳ ﾎ ｳ ｺ ｳ ﾂ ｳ ｼ ﾝ  

ﾕ ｳ ｺ ｳ    

 
ｿ ｳ ﾎ ｳ ｺ ｳ ﾂ ｳ ｼ ﾝ  

ﾑ ｺ ｳ    

 
ｹ ｲ ｿ ﾞ ｸ ﾃ ﾞ - ﾀ ﾏ ﾁ ｼ ﾞ ｶ ﾝ

ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ     

 
ｹ ｲ ｿ ﾞ ｸ ﾃ ﾞ - ﾀ ﾏ ﾁ ｼ ﾞ ｶ ﾝ

ﾀ ﾝ ｼ ｭ ｸ    
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 保守員印字モード 

印字品質を確認するために、テスト印字を行うモードです。「保守員印字モードの内

容」のパターンから選択して印字することができます。 

 

保守員印字モードの変更方法 

1 プリンタを保守員モードにする 

   “オフライン”と表示されていることを確認してください。“プリントデキマス”と表示されて 

   いる場合は 準備完 スイッチを押して、“オフライン”にします。 

   先頭行/選択 スイッチと 準備完 スイッチを同時に 3 秒以上押して、“ホシュメニュー 

   セッテイ ホシュインセッテイモード”の表示にします 

   先頭行/選択 スイッチを押して、“ホシュメニューセッテイ インジモード”を表示させま

す。 

2 テスト印字項目を変更する 

    実行 スイッチを押すと、印字選択画面を表示します。 

   以後、 先頭行/選択 スイッチを押すごとに、印字選択画面が順番に表示されます。 

3 テスト印字を実行する 

   テスト印字したい印字選択画面になったとき、 実行 スイッチを押すと選択されたテスト 

   パターンを印字します。テスト印字中に メニュー スイッチを押すと、テスト印字を中断 

   します。再度 メニュー スイッチを押せば、“ホシュメニューセッテイ インジモード”表示 

   に戻ります。 

   また、印字中断後、 実行 スイッチを押すと、印字を再開します。 

4 プリンタをオンラインモードに戻す 

   “ホシュメニューセッテイ インジモード”からオフラインに戻るときは、 メニュー スイッチ 

   を 1 回押してください。 

   準備完 スイッチを押すと、表示が“プリントデキマス”になり、印字ができます。 
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保守員印字モードの遷移図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー 

実行 

メニュー 

メニュー 

前進 

（途中省略） 

ホシュメニューセッテイ 

インジモード 

メニューセッテイナイヨウインジ 

インジカイシ 

メニューセッテイナイヨウインジ 

インジジッコウ 

後退 

先頭行／選択 

テストパターン 

パターン X インジ 

実行 実行 メニュー 

テストパターン 

パターン 1 

テストパターン 

パターン 9 

メニュー 

実行 

メニュー 

実行 

実行 

カンジヨコガキインサツ 

インジカイシ 

カンジヨコガキインサツ 

インジジッココウ 

カンジタテガキインサツ 

インジジッココウ 

カンジタテガキインサツ 

インジカイシ 

メニュー 

メニュー 

先頭行／選択 

先頭行／選択 

先頭行／選択 

先頭行／選択 
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保守員印字モードの内容 
 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

１ メニュー設定内容印字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタ型名、プリンタに搭載されている

PK 名称、ファームウエア ROM バージョン

および設定モード、保守員設定モード現在

設定されている内容を印字する。印字中

止／終了した場合には、印字開始前の

LCD 表示に戻る。 

・実行 スイッチ押下により印字を開始す

る。 

・印字中に メニュー スイッチ押下で印字

を中止する。 

 

2 テストパターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９パターンのテスト印字を選択し印字を行

う。印字は全桁、改行量は全パターンとも

６lpi で印字。印字を中止した場合は、印字

開始前の LCD 表示に戻る。 

・前進 スイッチ押下で印字パターンを次

のパターンへ送り、後退 スイッチ押下で

印字パターンを前のパターンに戻す。 

・実行 スイッチ押下でテスト印字を開始

する。 

・印字中に メニュー スイッチ押下で印字

を中止する。 

〈パターン 1〉 ⋉ パターンの連続印字 

〈パターン 2〉 1 行 1 ドットラインパター 

ン連続印字 

〈パターン 3〉 縦線パターン連続印字 

 （7.5 本／インチ） 

〈パターン 4〉 印字密度 25%パターン 

連続印字 

〈パターン 5〉 印字密度 30%パターン 

連続印字 

〈パターン6〉 印字密度 40%パターン 

連続印字 

〈パターン 7〉 ベタ黒パターン連続印字 

〈パターン 8〉 横線 6 本連続印字 

〈パターン 9〉 横線 3 本縞パターン 

連続印字 

 

 

 
ﾒ ﾆ ｭ ‐ ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾅ ｲ ﾖ ｳ ｲ ﾝ ｼ ﾞ

ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｶ ｲ ｼ    

 

ﾒ ﾆ ｭ ‐ ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾅ ｲ ﾖ ｳ ｲ ﾝ ｼ ﾞ

ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ   

 

ﾃ ｽ ﾄ ﾊ ﾟ ﾀ ‐ ﾝ   

ﾊ ﾟ ﾀ ‐ ﾝ X    

 
ﾃ ｽ ﾄ ﾊ ﾟ ﾀ ‐ ﾝ   

ﾊ ﾟ ﾀ ‐ ﾝ X  ｲ ﾝ ｼ ﾞ 
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

3 

 

16 進ダンプモード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位装置からの受信したデータを 16 進数

で印字する。このモードが選択されると、

擬似的に準備完状態となり、解除されるま

で上位装置から受信したデータを 16 進数

で印字し続ける。16 進ダンプモードを中止

した場合には、ダンプモード開始前の LCD

表示に戻る。 

・実行 スイッチ押下で 16 進ダンプ 

モードを開始する。 

・16 進ダンプモード時 メニュー スイッチ

押下で 16 進ダンプモードを中止する。 

・INIT 信号受信時は、1 回受信毎に“スペ

ース”を 1 文字印字する。 

・プリンタ内部に残っているデータは 16 進

ダンプモード終了時に 16 進数で印字を

行い終了する。 

 

4 

 

ノーマルＡＮＫ印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノーマルＡＮＫ文字を ASCII コード表の 20H

～FEH（7FH を除く）を順番に繰り返し印字

する。印字を中止した場合には、印字開始

前の LCD 表示に戻る。 

・前進 スイッチ／ 後退 スイッチ押下で

10cpi 12cpi を切替える。 

・実行 スイッチ押下で印字を開始する。 

・印字中に メニュー スイッチ押下で印字

を中止する。 

 

5 ＡＮＫ OCR‐B 印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＮＫ OCR‐B フォントを ASCII コード表の

20H～7EH、A0H～DFH を順番に繰り返し

印字する。 

スライディングリップル印字を全行おこな

う。印字を中止した場合には、印字開始前

の LCD 表示に戻る。 

・前進 スイッチ／ 後退 スイッチ押下で

10cpi 12cpi を切替える。 

・実行 スイッチ押下で印字を開始する。 

・印字中に メニュー スイッチ押下で印字

を中止する。 

 

 

 
1 6 ｼ ﾝ ﾀ ﾞ ﾝ ﾌ ﾟ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ

ﾀ ﾞ ﾝ ﾌ ﾟ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

 
1 6 ｼ ﾝ ﾀ ﾞ ﾝ ﾌ ﾟ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ

ﾀ ﾞ ﾝ ﾌ ﾟ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ ｶ ｲ ｼ 

 

ﾉ ‐ ﾏ ﾙ A N K ｲ ﾝ ｻ ﾂ  

1 0 ｃ ｐ ⅰ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

  
ﾉ ‐ ﾏ ﾙ A N K ｲ ﾝ ｻ ﾂ  

1 2 ｃ ｐ ⅰ     

 
A N K O C R ‐ B ｲ ﾝ ｻ ﾂ

1 0 ｃ ｐ ⅰ     

 

A N K O C R ‐ B ｲ ﾝ ｻ ﾂ

1 0 ｃ ｐ ⅰ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

 
A N K O C R ‐ B ｲ ﾝ ｻ ﾂ

1 2 ｃ ｐ ⅰ     

 

ﾉ ‐ ﾏ ﾙ A N K ｲ ﾝ ｻ ﾂ  

1 0 ｃ ｐ ⅰ     

 

ﾉ ‐ ﾏ ﾙ A N K ｲ ﾝ ｻ ﾂ  

1 2 ｃ ｐ ⅰ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

 
A N K O C R ‐ B ｲ ﾝ ｻ ﾂ

1 2 ｃ ｐ ⅰ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

6 

 

ＡＮＫリソッド印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノーマルＡＮＫ文字をASCIIコード表の20H

～7EH、A0H～DFH の中から 1 文字選択し

連続して印字する。 

（10cpi で印字）印字を中止した場合には、

印字開始前の LCD 表示に戻る。 

・前進 スイッチ押下で文字コードを次に

進め 後退 スイッチ押下で文字コードを

前へ戻す。 

・実行 スイッチ押下で印字を開始する。 

・印字中に メニュー スイッチを押下で印

字を中止する。 

 

7 

 

漢字横書き印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字コード表に定義されている英数、カナ

文字、拡張文字および JIS 第 1、第 2 

水準を順番に横書き印字を行う。印字を

中止した場合には、印字開始前の LCD 表

示に戻る。 

・実行 スイッチ押下で印字を開始する。 

・印字中に メニュー スイッチ押下で印字

を中止する。 

 

8 漢字縦書き印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字コード表に定義されている英数、カナ

文字、拡張文字および JIS 第 1、第 2 

水準を順番に縦書き印字を行う。印字を

中止した場合には、印字開始前の LCD 表

示に戻る。 

・実行 スイッチ押下で印字を開始する。 

・印字中に メニュー スイッチ押下で印字

を中止する。 

 

 
A N K ｿ ﾘ ｯ ﾄ ﾞ ｲ ﾝ ｻ ﾂ 

H  4 8 H ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

 
A N K ｿ ﾘ ｯ ﾄ ﾞ ｲ ﾝ ｻ ﾂ 

H  4 8 H     

 

ｶ ﾝ ｼ ﾞ ﾖ ｺ ｶ ﾞ ｷ ｲ ﾝ ｻ ﾂ

ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ    

 
ｶ ﾝ ｼ ﾞ ﾀ ﾃ ｶ ﾞ ｷ ｲ ﾝ ｻ ﾂ

ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｶ ｲ ｼ     

 

ｶ ﾝ ｼ ﾞ ﾀ ﾃ ｶ ﾞ ｷ ｲ ﾝ ｻ ﾂ

ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ    

 

ｶ ﾝ ｼ ﾞ ﾖ ｺ ｶ ﾞ ｷ ｲ ﾝ ｻ ﾂ

ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｶ ｲ ｼ     
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保守員診断モード 

プリンタの診断テストを行うモードです。 

 

保守員診断モードの変更方法 

1 プリンタを保守員診断モードにする 

   “オフライン”と表示されていることを確認してください。“プリントデキマス”と表示されて 

   いる場合は 準備完 スイッチを押して、オフラインにします。 

    先頭行／選択 スイッチと 準備完 スイッチを同時に 3 秒以上押して、“ホシュ 

   メニューセッテイ ホシュインセッテイモード”の表示にします。 

    先頭行／選択 スイッチを 2 回押して、“ホシュメニューセッテイ ホシュインシンダン 

   モード”を表示させます。 

2 保守診断したい診断画面を選択する 

    実行 スイッチを押すと、保守診断画面を表示します。 

   以後、 先頭行／選択 スイッチを押すごとに、保守診断画面が順番に表示されます。 

3 保守診断したい診断を実行する 

   保守診断したい診断画面になったとき、 実行 スイッチを押すと選択された診断テスト 

   を実行します。 メニュー スイッチを押せば、診断テストは終了します。 

4 プリンタをオンラインモードに戻す 

   再度 メニュー スイッチを押せば、“ホシュメニューセッテイ ホシュインシンダンモード” 

   表示に戻ります。 

   “ホシュメニューセッテイ ホシュシンダンモード”からオフラインに戻るときは、 

    メニュー スイッチを 1 回押してください（ROM の初期化を実行した場合は、イニシャ 

   ライズが行われます）。 

    準備完 スイッチを押すと、表示が“プリントデキマス”になり、印字ができます。 
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保守員診断モードの遷移図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行 

メニュー 

後退 

前進 

ホシュメニューセッテイ 

ホシュインシンダンモード 

後退 
実行 選択 実行 メニュー 

メニュー 

EEPROM イニシャライズ 

イニシャライズ 
メニュー 

実行 

前進 

メニュー 

メニュー 

シャトルドウサテスト 

ドウサテストジッコウ 

先頭行／選択 

メニュー 

実行 

選択 メニュー 

前進 

後退 

フェージングチョウセイ 

タテケイセンインジジッコウ 

EEPROM イニシャライズ 

イニシャライズジッコウ 

シャトルドウサテスト 

ドウサテストカイシ 

メニュー 

前進 

後退 
実行 実行 メニュー 

前進 

後退 

TOF チョウセイ 

チョウセイジッコウ 

メニュー 

印字 

印字 

ダウンロード モード 

ディセレクト 

フェージングチョウセイ 

XXX          －8 

フェージングチョウセイ 

XXX          ＋8 

TOF チョウセイ 

－12 

TOF チョウセイ 

＋12 

ダウンロード モード 

セレクト 

先頭行／選択 

先頭行／選択 

先頭行／選択 先頭行／選択 

先頭行／選択 
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保守員診断モードの内容 
 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

1 

 

シャトル動作テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

リボン送りを含むシャトル動作を行う。動作

を中止した場合は、動作開始前の LCD 表

示に戻る。 

・実行 スイッチ押下で動作を開始する。 

・動作中に メニュー スイッチ押下で動作

を中止する。 

 

2 

 

ROM イニシャライズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ROM のイニシャライズおよびベリファイチェ

ックを行う。 

・実行 スイッチ押下でイニシャライズ実行

状態へ移行する。 

 

注意 ： 本項目を実行すると各メニューの

設定内容は、工場出荷時の状態

に戻ります。 

 

3 フェージング調整（120dpi） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 フェージング調整（180dpi） 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 フェージング調整（90dpi） 

 

 

 

 

 

 

 

 

各 DPI 印字時のフェージング調整値の設

定を行う。本設定値は EEPROM イニシャ

ライズで初期化されない。 

・調整値は、＋8～－8 まで 1 単位ずつ調

整可能で、1 単位は 1／12 ドット。 

・前進 スイッチ押下で調整値を 1 単位先

に進め、 後退 スイッチ押下で 1 単位

前に戻す。最後に選択された設定値が

有効となる。 

・実行 スイッチを押下で、調整用縦罫線

パターン＋8～－8 までの各調整値の縦

罫線印字を 2 行ずつ行う。 

 

注意 ： 本調整は工場出荷時に適正の

値に調整されています。不用意

に変更しないでください。 

      超高速モードのフェージング調

整値は１２０ｄｐｉの調整値が反

映されます。 

 

 
ｼ ｬ ﾄ ﾙ ﾄ ﾞ ｳ ｻ ﾃ ｽ ﾄ   

ﾄ ﾞ ｳ ｻ ﾃ ｽ ﾄ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ  

 
ｼ ｬ ﾄ ﾙ ﾄ ﾞ ｳ ｻ ﾃ ｽ ﾄ   

ﾄ ﾞ ｳ ｻ ﾃ ｽ ﾄ ｶ ｲ ｼ    

 

E E P R O M ｲ ﾆ ｼ ｬ ﾗ ｲ ｽ ﾞ

ｲ ﾆ ｼ ｬ ﾗ ｲ ｽ ﾞ    

 
ﾌ ｪ ‐ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ  

ﾀ ﾃ ｹ ｲ ｾ ﾝ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ  

 
ﾌ ｪ ‐ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

ﾀ ﾃ ｹ ｲ ｾ ﾝ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

 
ﾌ ｪ ‐ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

ｺ ｳ ﾋ ﾝ ｲ     0

 
ﾌ ｪ ‐ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

ﾀ ﾃ ｹ ｲ ｾ ﾝ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

 
ﾌ ｪ ‐ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

ｺ ｳ ｿ ｸ     0

 
ﾌ ｪ ‐ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

ﾂ ｳ ｼ ﾞ ｮ ｳ     0

 

 

E E P R O M ｲ ﾆ ｼ ｬ ﾗ ｲ ｽ ﾞ

ｲ ﾆ ｼ ｬ ﾗ ｲ ｽ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｺ  
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No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

6 TOF 調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先頭行／選択 スイッチ押下時の逆紙送り

量の補正量を－12 ドット ～＋12 ドットの範

囲で設定する。 

・ 調整値は、＋12～－12 まで 1 単位ず

つ調整可能 

・ 前進 スイッチ押下で調整値を 1 単位

先に進め、後退 スイッチ押下で 1 単

位前に戻す。最後に選択された設定

値が有効となる。 

・ 実行 スイッチを押下で、先頭行まで

紙送りを実施する。 

 

7 リボン消耗量設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リボン交換警告開始割合をリボンの平均寿

命の 50％～200％の範囲で、10％刻みで設

定する。 

8 ダウンロードモード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイクロプログラム、およびフォントデータの

ダウンロードを行う。「セレクト」登録後、診

断モードからオフラインに復帰する際にプリ

ンタの再起動を行い、ダウンロードモードに

遷移する。 

 

 
T O F ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ    

 ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ   

 
ﾀ ﾞ ｳ ﾝ ﾛ ‐ ﾄ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ 
ｾ ﾚ ｸ ﾄ      

 
ﾀ ﾞ ｳ ﾝ ﾛ ‐ ﾄ ﾞ ﾓ ‐ ﾄ ﾞ 

ﾃ ﾞ ｨ ｾ ﾚ ｸ ﾄ     

 
T O F ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ     

        

 
ﾘ ﾎ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ｳ ﾓ ｳ ﾘ ｮ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ

 ５ ０ %     

 
ﾘ ﾎ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ｳ ﾓ ｳ ﾘ ｮ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ

２ ０ ０ %     
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 テスト印字 

印字前に、印字品質を確認するためにテスト印字を行ってください。 

 

操作パネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 プリンタの電源を入れる 
   電源スイッチをオンにします。（「｜」側に倒します。） 

   準備未完状態であることを確認します。 

2 第４章を参照し、用紙をセットします。 

3  メニュー スイッチを押し、「メニューセッテイ セッテイモード」の表示にする 

4  先頭行/選択 スイッチを押し、「メニューセッテイ テストインサツモード」の表示にする 

5 テスト印字を行う 

    実行 スイッチを押すとテストインサツモードに設定され、再度 実行 スイッチを押すと 

   テスト印字が開始します。 

   テスト印字は、  パターン、ノーマルＡＮＫ（12cpi）、スクリプトＡＮＫ（12cpi）、ノーマル 

   ＡＮＫ（10cpi）、スクリプトＡＮＫ（10cpi）、漢字横書き、漢字縦書きのパターンを 13 頁 

   （11 インチ長）印字して、自動的に終了します。 

 

印字モード 

高濃度 

超高速 

高速 

高品位 

通常 

リセット 
先頭行／ 

選択 

電源 

エラー 

データ 

メッセージ表示部 

実行 メニュー ▼後退 ホールド 改行 

▲前進 改頁 準備完 

ステータス 
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テスト印字する場合は 15 インチ幅以上の用紙をご使用ください。 

幅のせまい用紙を使用するとハンマの空打が発生し、ハンマ、プラテン、リボンなどの

損傷・寿命低下をまねきます。 

 

5 テスト印字を終了する 
   テスト印字中に メニュー スイッチを押すと、テスト印字が終了します。 

6 オンラインモードに戻す 

    メニュー スイッチを 2 回押すと、オフラインになります。 

    準備完 スイッチを押します。 

   プリンタの表示が“プリント デキマス”になり、印字ができます。 

 

 

 

 

 

注意 
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清掃方法について 

 

 

 

 

 

 

・清掃前に、必ず電源スイッチをオフしてください。 

 

 

 

 

 

 

・印字直後は、内部の機構部が高温になっておりやけどを負う恐れがありますので触ら

ないでください。10 分以上放置した後で、作業を行ってください。 

・リボンセパレータのエッジは鋭利なので不用意に触れるとケガをする恐れがありますの

で、注意してください。 

 

 

 

 

 

 

・清掃を行うときは、溶剤などを使用しないでください。 

・内部の機構部には、強力な磁石がありますので、金属類を近づけないでください。 

・リボンセパレータ、フリクションプレートおよびハンマピンを傷つけないように注意してくだ

さい。 

・時計、フロッピィディスク等は、異常をきたすことがありますので近づけないでください。 

 

 

 

 

使用工具 
電気掃除機、ガーゼ 

 

 清掃場所 実施時期 清掃方法 

1 リボン走行路 リボン交換時 
「第 6 章 リボン走行路の清掃

方法」参照 

2 用紙走行路 毎日（終業時間） 
「第６章 用紙走行路の清掃

方法」参照 

3 用紙収納部 毎日（終業時間） 
「第６章 用紙収納部の清掃

方法」参照 

 

注意

注意

！ ！   注意
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 リボン走行路の清掃方法 

プリンタの性能を維持するためには、リボン走行経路の清掃が必要です。 

リボンの交換時期にあわせて、次の手順で清掃を行ってください。 

 

 

 
 
 
 

・電気掃除機の吸入口を無理にプリンタ内部に入れないでください。 

・リボンセパレータおよびフリクションプレートを電気掃除機の吸入口で曲げないように

注意してください。 

 

 

 
 
 
 

・リボンセパレータに変形または破損があった場合は、新品に交換してください。そのま

ま使用すると、印字品質に悪影響を与えるばかりでなく、装置に損傷を与えることが

あります。 

 

 

1 プリンタの電源を切る 

   電源スイッチが 「○」 側に倒れていることを確認します。 

2 トップカバーを開けてＦＴレバーを一番奥の位置まで押す 

   用紙が取り付けられている場合は用紙を取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意

トップカバー  

ＦＴレバー 

注意
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3 セパレータカバーをずらす 
   ネジをゆるめ、セパレータカバーを矢印方向に引き、作業がしやすいようにネジを締めて 

   ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

4 リボン走行路を清掃する 
   リボン走行路に付着しているリボンくずを、ガーゼまたは電気掃除機で清掃して 

   ください。特に左右のリボンガイドおよびリボンセンサに付着したリボンくずは、 

   インクリボンの走行に悪影響を与えますので忘れずに清掃してください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 セパレータカバーを戻す 
   ネジをゆるめ、セパレータカバーを矢印方向に突き当るまでスライドさせてネジを締め 

   ください。 

 

 

ネジ 

セパレータカバー

リボンガイド 

リボンセンサ リボンガイド 

 

リボンガイド 

トラクタ 

ネジ 

セパレータカバー 
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 用紙走行路の清掃方法 

プリンタの性能を維持するためには、用紙走行経路の清掃が必要です。 

プリンタを使用した後には次の手順で清掃を行うことをお勧めします。 

 

 

 

・電気掃除機の吸入口を無理にプリンタ内部に入れないでください。 

・リボンセパレータおよびフリクションプレートを電気掃除機の吸入口で曲げないように注意してください。 

 

1 プリンタの電源を切る 
   電源スイッチが 「○」 側に倒れていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

2 トップカバーを開けてＦＴレバーを一番奥の位置まで押す 

   用紙が取り付けられている場合は用紙を取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

トップ 
カバー 

 

ＦＴレバー 
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3 セパレータカバーをずらす 
   ネジをゆるめ、セパレータカバーを矢印方向に引き、作業がしやすいようにネジを締めて 

ください。 

 

 
 

 

 

 

 

4 用紙走行路を清掃する 

   印字機構部、左右のトラクタピン、用紙ジャムセンサおよびプラテンの周辺をガーゼま 

    たは電気掃除機で清掃してください。用紙ジャムセンサのガラス面は必ずガーゼで清掃 

    してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 セパレータカバーを戻す 
   ネジをゆるめ、セパレータカバーを矢印方向に突き当るまでスライドさせてネジを締め 

   ください。 

 

 

ネジ 

セパレータカバー

用紙ジャムセンサ 
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 用紙収納部の清掃方法 

プリンタの性能を維持するためには、用紙収納部の清掃が必要です。 

プリンタを使用した後には次の手順で清掃を行うことをお勧めします。 

 

フロントドアを開け、用紙が取り付けられている場合は用紙を取り外してください。 

用紙収納部内の用紙くずを電気掃除機で除去してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロントドア 
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アフターサービス 

・お買い求めの際に添付されている保証書は、大切に保管してください。 

・保証書は、日本国内のみで有効です。 

・無償保証期間は、お買い上げ日より１年です。詳細は、保証書をご覧ください。 

・保守部品保有期間は、製造中止後５年です。 

・分解、改造などを行わないでください。 

無償保証期間内でも無償修理が受けられないことがあります。 

・プリンタのご使用に当たっては、当社指定のオプションまたは消耗品をお使いくださ

い。指定以外の用品をお使いになったことによる製品の誤動作および故障に関しま

しては、当社は一切責任を負いかねますのでご了承ください。 

・操作および機能について不明な点や修理については、お買い求めの販売店、保守

会社または本書に記載されている問合わせ先にご相談ください。 

 

 



 
付録 

 

 

 

 

プリンタの概略仕様............................................................................................................................................. A‐2 

印字品質 ............................................................................................................................................................ A‐3 

外観図....................................................................................................................................................................... A‐4 

標準外観図 ....................................................................................................................................................... A‐4 

インタフェース仕様............................................................................................................................................... A‐6 

ネットワーク接続................................................................................................................................................... A‐9 

ESC/P コマンド....................................................................................................................................................A‐10 

文字コード表.........................................................................................................................................................A‐13 

カタカナコード表 ............................................................................................................................................A‐13 

拡張グラフィックコード表 ...........................................................................................................................A‐14 

漢字コード表...................................................................................................................................................A‐15 

制限事項................................................................................................................................................................A‐21 

消耗品の廃棄について....................................................................................................................................A‐23 

有償交換部品のご案内...................................................................................................................................A‐24 
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 プリンタの概略仕様 

 

項  目 仕  様 

モデル名 Ｐｒｉｎｆｉｎａ ＩＭＰＡＣＴ ＧＸ５３００ 

型名 ＰＣ-ＰＮ５３００ 

印字方式 ドットインパクトマトリクス方式 
超高速 120×120dpi 530 行／分 

高速 90×180dpi 410 行／分 

通常 120×180dpi 360 行／分 
印字速度 

解
像
度 

高品位 180×180dpi 270 行／分 

ドット径 0.22mm 

ドットピッチ 1／180 インチ（0.14mm）     (縦･横共) 

印字ヘッド 144 ピン（36 ピン×4 列） 

漢字全角 90（字／行） 
印字桁数 

ANK(パイカ) 136（字／行） 

標準モード 5 枚 複写能力 

(コピー能力) 高複写モード 8 枚 

イメージ印字 行ドット数 2448 ドット 

用紙送り方式 引き上げトラクタ方式（連続帳票用紙） 

改行間隔 
1／180 インチ（0.141mm）×n 

（n はプログラム設定による） 
用紙送り 

紙送り速度*1 最大 約 20 インチ/秒 

給紙排紙容量 2,000 シート（１枚紙 55kg 用紙） 

動作時 温度 ： 5～40℃、湿度 ： 30～80% 
使用環境 

保存時 温度 ： －10～43℃、湿度 ： 8～90% 

インタフェース セントロニクス準拠パラレルインターフェイス 

用紙切れ発生時の動作 ページ保証機能なし *2 

*1：用紙折り畳み向上のため、連続２．５インチ以上の紙送りは分割して紙送りします。 

*2：本プリンタは、用紙切れの検知を用紙下端から約７２mm の位置で行います。用紙切れ検知後

は、印字精度が低くなるため、印字を停止して、用紙切れをパソコンなどの上位装置に報告

します。上位装置から継続される印字データは停止した所の続き（ページの途中）からとな

りますので、用紙をセットしただけでは印字位置のズレが発生します。印字ズレを発生させ

ないためには、以下のいずれかの方法があります。 

（１）保守員設定モードの「ＰＥ停止位置」の設定を「ＴＯＦ」にすることで用紙切れ検知 

時のページの最後まで印字が可能です。 

     （最終ページの印字品質は保証外となります。） 

（２）オーバーライド機能で、残り分のデータを印字する。 

   （最終ページの印字品質は保証外となります。） 

（３）ページリカバリ機能のあるソフトウエアを使用する。 

     （ 但し、ページリカバリ機能を利用するには、印字データにページ長と改ページ 

      コードが含まれていることが必要です。） 
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項  目 仕  様 

入力電源種別 商用単相 

電源電圧 AC100V±10% 電源仕様 
電源周波数 50／60Hz±2Hz 

最大動作時 800W 以下 

平均動作時 550W 以下 

待機時 95W 以下 
消費電力 

省電力モード 20W 以下 

幅 約 686mm 

奥行 約 698mm 外形寸法 
高さ 約 1,000mm 

質量 約 90kg 

稼働音(前面) 高品位印字時 52dB (A)以下 

装置寿命 5 年または 1,900 万行 

印字ヘッド寿命 約 10 憶ドット／ピン 

種類 エンドレスタイプリボン 
リボン 

寿命 約 800 万文字（ドラフト ANK 印刷時） 

 

 

印字品質 

下記範囲内で、装置ごとの個体差が生じる場合があります。 

 

印字ずれ(漢字、イメージ) 

(縦罫線のつなぎずれ） 

0.2mm 以下 

改行ピッチ 

(1/6 ｲﾝﾁ(4.23mm)正改行) 

･単  一  ±0.35mm 以下 

（1 枚紙 55kg 用紙,連帳） 

･累  積  ±0.7mm 以下 

（4.23mm×60 改行,連帳 1 枚紙 55kg 紙） 

斜  行  0.8mm／136 桁以下（連帳１枚紙 55kg 用紙） 
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 外観図 

標準外観図 

 

                                                 単位 ：mm 
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単位 mm 
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 インタフェース仕様 

 

インタフェースコネクタ 
プリンタ側 ： レセプタクル ： アンフェノール 36 ピン 

ケーブル側 ： プラグ     ： アンフェノール 36 ピン 

 

コネクタピン配列 

 

インタフェースコネクタ（36 ピン） 

 

ピン No 信 号 ピン No 信 号 

1 *DSTB 19 *DSTB-RET 

2 DATA 1 20 DATA 1-RET 

3 DATA 2 21 DATA 2-RET 

4 DATA 3 22 DATA 3-RET 

5 DATA 4 23 DATA 4-RET 

6 DATA 5 24 DATA 5-RET 

7 DATA 6 25 DATA 6-RET 

8 DATA 7 26 DATA 7-RET 

9 DATA 8 27 DATA 8-RET 

10 *ACKNLG 28 *ACKNLG-RET 

11 BUSY 29 BUSY-RET 

12 PE 30 *INIT-RET 

13 SLCT 31 *INIT 

14 *AFXT 32 *ERROR 

15 NC 33 SG 

16 SG 34 NC 

17 FG 35 NC 

18 +5V 36 *SLCT IN 

注 1) -RET 信号は、すべて SG に接続されています。 

注 2) （ ）内の信号は、ステータス出力です。 

注 3)  *は、負論理信号であることを示します。 
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入力信号の説明 
DATA 1～8 プリンタの受信データです。 

“H”で信号あり、“L”で信号なしです。 

 

*DSTB DATA1～8 を読み込むためのパルス信号です。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になるとき、データを読み込みま

す。 

 

*AFXT 復帰改行する信号です。 

“L”になっていると、CR コードを受信して復帰改行します。 

 

*SLCT IN DC1/DC3 を無効にする信号です。 

電源投入時に、“L”になっていると、DC1/DC3 コードが無効になります。 

 

*INIT プリンタを初期状態にする信号です。 

 “L”になるとプリンタは初期状態になります。 

 

出力信号の説明 
*ACKNLG *STROBE に対する応答信号です。 

データ入力完了時に出力される負のパルス信号です。 

 

PE 用紙切れを通知する信号です。 

 

BUSY プリンタのビジー状態を通知する信号です。 

この信号が“H”のとき、プリンタはビジー状態で、データは受信できませ

ん。 

以下の状態のとき、この信号は“H”です。 

受信データ処理中、アラーム状態、オフライン状態、電源投入時また

は*INIT 信号を受信しての初期化動作中。 

 

SLCT 常に“H”です。 

 

*ERROR アラーム状態、オフライン状態を通知する信号です。 

この信号が“L”のときは、アラーム状態、オフライン状態です。 
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インタフェース回路 
 

・ 入力回路 

ピン No. 信号 

2～9 DATA1～8 
 

 

ピン No. 信号 

14 *AFXT  
 

ピン No. 信号 

1 *STROBE 

31 *INIT 

34 NC 
 

 

・ 出力回路 

ピン No. 信号 

10 *ACKNLG 

11 BUSY 

12 PE  

13 SLCT  

15 NC  

32 *ERROR  

33 SG  

18 +SV  

ＬＳ１４相当 

ＬＳ１４相当

ＬＳ１４相当 

ＬＳ０７相当

+５Ｖ

+５Ｖ

+５Ｖ

３．３ＫΩ

１．０ＫΩ

３．３ＫΩ

+５Ｖ

１．０ＫΩ

１０００ｐＦ 
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 ネットワーク接続 

オプションのＬＡＮアダプタと接続することにより、本プリンタをネットワークプリンタとし

てご使用いただけます。 

 

ＬＡＮアダプタ 
ＰＣ－ＰＢ２０３０１Ｓ１ ：10BASE-T/100BASE-TX 自動切り替え  

TCP/IP 対応 

ＰＣ－ＰＢ２０２１１   ：10BASE-T/100BASE-TX 自動切り替え 

TCP/IP，C/S560, NetBEUI 対応 

 

接続時の設定 
ＬＡＮアダプタ ＰＣ－ＰＢ２０ｘｘｘ と接続する場合は、メニュー設定が以下の設定に 

なっていることを確認してください。 

 

設定モード  －ＴＯＦ位置のでＦＦ  －「無効」 

   －接続形態 －「ＬＡＮ接続」 

保守員設定モード －受信バッファ   －「無効」 
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 ＥＳＣ／Ｐコマンド 

ＥＳＣ／Ｐコマンドコードはプリンタを制御するための命令です。この項は、プリンタの制

御に関して必要に応じて参照してください。 

 

ＥＳＣ／Ｐコマンドコード一覧 
以下にコマンドコードの一覧を示します。 

 機 能 コントロールコード 16進表示 パラメータの範囲 

印字復帰 ＣＲ ０Ｄ  

改行 ＬＦ ０Ａ  

改ページ ＦＦ ０Ｃ  

印
字
・ 

紙
送
り 

ｎ／180インチ順方向紙送り ＥＳＣ Ｊ ｎ １Ｂ ４Ａ ｎ ０≦ｎ≦ 255 

行単位ページ長設定 ＥＳＣ Ｃ ｎ １Ｂ ４３ ｎ １≦ｎ≦ 127 

インチ単位ページ長設定 ＥＳＣ Ｃ ０ ｎ １Ｂ ４３ ００ ｎ １≦ｎ≦ 22 

ミシン目スキップ設定 ＥＳＣ Ｎ ｎ １Ｂ ４Ｅ ｎ １≦ｎ≦ 127 

ミシン目スキップ解除 ＥＳＣ ０ １Ｂ ４Ｆ  

右マージン設定 ＥＳＣ Ｑ ｎ １Ｂ ５１ ｎ １≦ｎ≦ 255 

印

字

領

域

設

定 

左マージン設定 ＥＳＣ ｌ ｎ １Ｂ ６Ｃ ｎ ０≦ｎ≦ 255 

１／８インチ改行量設定 ＥＳＣ ０ １Ｂ ３０  

１／６インチ改行量設定 ＥＳＣ ２ １Ｂ ３２  
改
行
量

設 

定
ｎ／180インチ改行量設定 ＥＳＣ ３ ｎ １Ｂ ３３ ｎ ０≦ｎ≦ 255 

水平タブ位置設定 ＥＳＣ Ｄ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ １Ｂ ４４［ｎ]ｋ ００ １≦ｎ≦ 255 ０≦ｋ≦ 32 

垂直タブ位置設定 ＥＳＣ Ｂ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ １Ｂ ４２［ｎ]ｋ ００ １≦ｎ≦ 255 ０≦ｋ≦ 16 

水平タブ実行 ＨＴ ０９  

垂直タブ実行 ＶＴ ０Ｂ  

絶対位置設定 ＥＳＣ ＄ ｎ１ ｎ２ １Ｂ ２４ ｎ１ ｎ２ ０≦(ｎ１＋ｎ２×256)≦ 815 

タ
ブ
設
定 

相対位置設定 ＥＳＣ ￥ ｎ１ ｎ２ １Ｂ ５Ｃ ｎ１ ｎ２ －2448≦(ｎ１＋ｎ２×256)≦ 2447 

書体選択 ＥＳＣ ｋ ｎ １Ｂ ６Ｂ ｎ ０≦ｎ≦６(１～4,6の場合はローマン） 

プロポーショナル指定／解除 ＥＳＣ ｐ ｎ １Ｂ ７０ ｎ ｎ＝０(解除)，１(設定) 

１０ＣＰＩ指定 ＥＳＣ Ｐ １Ｂ ５０  

１２ＣＰＩ指定 ＥＳＣ Ｍ １Ｂ ４Ｄ  

１５ＣＰＩ指定 ＥＳＣ ｇ １Ｂ ６７  

スーパー／サブスクリプト指定 ＥＳＣ Ｓ ｎ １Ｂ ５３ ｎ ｎ＝０(ｽｰﾊﾟｰ)，１(サブ) 

文
字
設
定 

スーパー／サブスクリプト解除 ＥＳＣ Ｔ １Ｂ ５４  

全角文字スペース量設定 ＦＳ Ｓ ｎ１ ｎ２ １Ｃ ５３ ｎ１ ｎ２ 
０≦ｎ１≦ 127 

０≦ｎ２≦ 127 

漢
字
ピ
ッ
チ

調 
 

 

整
半角文字スペース量設定 ＦＳ Ｔ ｎ１ ｎ２ １Ｃ ５４ ｎ１ ｎ２ 

０≦ｎ１≦ 127 

０≦ｎ２≦ 127 

漢字縦書き指定 ＦＳ Ｊ １Ｃ ４Ａ  

漢字横書き指定 ＦＳ Ｋ １Ｃ ４Ｂ  

半角縦書き２文字指定 ＦＳ Ｄ［ｄ］ｋ １Ｃ ４４［ｄ］ｋ ｋ＝４ 

４倍角指定／解除 ＦＳ Ｗ ｎ １Ｃ ５７ ｎ ｎ＝０(解除)，１(設定) 

漢字アンダーライン指定／解除 ＦＳ － ｎ １Ｃ ２Ｄ ｎ 
ｎ＝０(解除),１(細 指定) 

２(太 指定) 

文
字
装
飾 

漢字一括指定 ＦＳ ！ ｎ １Ｃ ２１ ｎ ０≦ｎ≦ 255 
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 機 能 コントロールコード 16進表示 パラメータの範囲 

ビ

ッ

ト

イ

 

メ
ー
ジ
選
択 

ビットイメージ選択 
ＥＳＣ  ＊ 

ｍ  ｎ１  ｎ２ [ｄ] ｋ 

１Ｂ  ２Ａ  ｍ 

 ｎ１  ｎ２ 

[ｄ]  ｋ 

ｍ＝０～４,６,32,33,38～40, 

０≦n1≦255,０≦n2≦31 

０≦ｄ≦255 

ｋ＝(n1＋n2×256)×ｊｊ＝

1,3 

初期化 初期化 ＥＳＣ  ＠ １Ｂ  ４０  

単方向印字指定／解除 ＥＳＣ  Ｕ  ｎ １Ｂ  ５５  ｎ ｎ＝０(両方向),１(単方向) 

漢字高速印字指定 ＦＳ  ｘ  ｎ １Ｃ  ７８  ｎ ｎ＝０(解除),１(高速指定) 

キ
ャ
リ
ッ
ジ 

制  
   

 

御 文字品位選択 ＥＳＣ   ｘ  ｎ １Ｂ  ７８  ｎ ｎ＝０(ドラフト),１(通常) 

縮小指定 ＳＩ ０Ｆ  

縮小解除 ＤＣ２ １２  

アンダーライン指定／解除 ＥＳＣ   －  ｎ １Ｂ  ２Ｄ  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定) 

縦倍拡大指定／解除 ＥＳＣ  ｗ  ｎ １Ｂ  ７７  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定) 

国際文字選択 ＥＳＣ   Ｒ  ｎ １Ｂ  ５２  ｎ ０≦ｎ≦12,13,64 

文  

字 
 

セ  

ッ  

ト 文字コード表選択 ＥＳＣ   ｔ  ｎ １Ｂ  ７４  ｎ 
ｎ＝１(拡張グラフィック) 

３(カタカナ） 

ダウンロード文字定義 

ＥＳＣ   ＆  ０  ｎ  ｍ 

[ａ０ａ１ａ２ 

ｐ１…ｐｋ] ｍ － ｎ ＋ １ 

１Ｂ  26 00 ｎ  ｍ

[ａ０  ａ１  ａ２ 

ｐ１…… 

…ｐｋ]ｍ－ｎ＋

１ 

32≦ｎ≦ｍ≦127  ０≦a0≦127 

０≦a1≦127  －128≦a2≦127 

０≦p1…pk≦255 

 

ダウンロード文字セット指定 

／解除 

ＥＳＣ  ％  ｎ 

 

１Ｂ  ２５  ｎ 

 

ｎ＝０(解除),１(指定) 

 

文字セットコピー ＥＳＣ  ：  ０  ｎ  ０ １Ｂ  ３Ａ  00n00 ０≦ｎ≦６(1～4,6の場合はローマ

)文字間スペース量設定 ＥＳＣ  ＳＰ  ｎ １Ｂ  ２０  ｎ ０≦ｎ≦127 

強調設定 ＥＳＣ  Ｅ １Ｂ  ４５  

強調解除 ＥＳＣ  Ｆ １Ｂ  ４６  

二重印字指定 ＥＳＣ  Ｇ １Ｂ  ４７  

二重印字解除 ＥＳＣ  Ｈ １Ｂ  ４８  

倍幅拡大指定／解除 ＥＳＣ  Ｗ  ｎ １Ｂ  ５７  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定) 

自動解除付倍幅拡大指定 Ｓ０ ０Ｅ  

自動解除付倍幅拡大解除 ＤＣ４ １４  

文 
 

 
 

字 
 

 
 

定 
 

 
 

義 

一括指定 ＥＳＣ  ！  ｎ １Ｂ  ２１  ｎ ０≦ｎ≦255 
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 機 能 コントロールコード 16進表示 パラメータの範囲 

漢字モード指定 ＦＳ  ＆ １Ｃ  ２６  

漢字モード解除 ＦＳ  ． １Ｃ  ２Ｅ  

半角文字指定 ＦＳ  ＳＩ １Ｃ  ０Ｆ  

半角文字解除 ＦＳ  ＤＣ２ １Ｃ  １２  

１／４ 角文字指定 ＦＳ  ｒ  ｎ １Ｃ  ７２  ｎ ｎ＝０（上付き),１（下付き） 

漢

字

文

字

セ

ッ

ト 漢字書体選択 ＦＳ  ｋ  ｎ １Ｃ  ６Ｂ  ｎ ｎ＝０（明朝),１（ゴシック） 

漢
字
文

字
定
義 

外字定義 ＦＳ  ２  a1 a2 ｢ｄ｣ ｋ 
１Ｃ  32 a1 a2 

[ｄ] ｋ 

ａ１＝７７Ｈ 

２１Ｈ≦ａ２≦７ＥＨ 

ｋ＝７２ 

文字スタイル選択 ＥＳＣ  ｑ  ｎ １Ｂ  ７１  ｎ ｎ＝０,１,２,３ 

イタリック指定 ＥＳＣ  ４ １Ｂ  ３４  

イタリック解除 ＥＳＣ  ５ １Ｂ  ３５  

半角スペース量補正 ＦＳ  Ｕ １Ｃ  ５５  

そ  
 

の   

他 

半角スペース量補正解除 ＦＳ  Ｖ １Ｃ  ５６  

矩形罫線 
ＥＳＣ ･ ｜ ･ 〉･ ＤＣ３･ 

Ｎｕ11･Ｘｓ･Ｙｓ･Ｘｅ･Ｙｅ 

１Ｂ･７Ｃ･３Ｅ･１３･ 

00･Ｘｓ･Ｙｓ･Ｘｅ･Ｙｅ 
０≦Ｘ≦2447,0≦Ｙ≦63 

矩形罫線 
ＥＳＣ ･ ｜ ･ 〉･ ＥＳＣ･ 

Ｎｕ11･Ｘｓ･Ｙｓ･Ｘｅ･Ｙｅ･ 

Ｓ１･Ｓ２･Ｓ３･Ｓ４ 

１Ｂ･７Ｃ ･３Ｅ･１Ｂ･

00･Ｘｓ･Ｙｓ･Ｘｅ･

Ｙｅ･Ｓ１･Ｓ２･Ｓ３･Ｓ４ 

０≦Ｘ≦2447,0≦Ｙ≦63 

Ｓ１,Ｓ２,Ｓ３,Ｓ４＝“０”(非印字), 

“１”(印字) 

矩形罫線太さ指定 
ＥＳＣ ･｜･ ｗ・ｎ１･ｎ２･ 

ｄ１ 

１Ｂ･７Ｃ･77･n1･

n2･ｄ１ 

ｎ１＝０１,ｎ２＝００,ｄ１＝“１”(細), 

  “２”(太) 

矩形罫線線種指定 
ＥＳＣ ･｜･ １・ｎ１･ｎ２･ 

ｄ１ 

１Ｂ･７Ｃ ･６Ｃ･ｎ１・

ｎ２・ｄ１ 

ｎ１＝０１,ｎ２＝００,ｄ１＝“１”(実線), 

“２”(破線) 

ラスタイメージ 
ＥＳＣ ･｜･ Ｉ・ｎ１･ｎ２･ 

Ｎ・ｍ１・ｍ２・[ｄ] ｋ 

１Ｂ･７Ｃ ･49･n1･n2･

Ｎ・ｍ１･ｍ２ ･[ｄ] ｋ 

０≦Ｎ≦６３， 

０≦（ｍ１＋ｍ２×２５６）≦３０６, 

０≦ｄ≦２５５, 

０≦ｋ≦（Ｎ×ｍ１＋ｍ２×２５６), 

０≦ｎ１＋ｎ２×２５６≦ｋ＋３ 

バーコードデータ指定 
！・＠ ・＆・４・Ｅ・ｎ１・ 

ｎ２・ｎ３・[ｄ] ｋ 

21･40･26･34･45･

ｎ１･ｎ２･ｎ３･  [ｄ]ｋ 

３１≦ｎ１≦３６ 

１≦((ｎ２－３０Ｈ)×１０＋ 

(ｎ３－３０Ｈ)＝ｋ）≦４５ 

バーコード印字指定 ！・＠ ・＆・４・Ｆ 21･40･26･34･46  

ＡＮＫ文字印字指定 ！・＠ ・＆・４・Ｇ 21･40･26･34･47  

郵政カスタマコードデータ 

指定 

！・＠ ・＆・４・Ｊ・ｎ１ 

ｎ２・[ｄ] ｋ 

21･40･26･34･4A･

ｎ１･ｎ２･ [ｄ] ｋ 

ｎ１＝３１Ｈ（チェックデジット生成) 

＝３２Ｈ（全桁上位指定) 

ｎ２＝ＸＸＨ ＸＸＨ（データ長指定） 

郵政カスタマコード印字指定 ！・＠ ・＆・４・Ｋ 21･40･26･34･4B  

特 
 
 
 

殊 
 
 
 

コ 
 
 
 

マ 
 
 
 

ン 
 
 
 

ド 

拡大印字指定 
！・＠ ・＆・４・Ｈ 

・ｎ１・ｎ２ 

21･40･26･34･48･

ｎ１･ｎ２ 

(縦倍率) 

３１Ｈ≦ｎ１≦３８Ｈ、 

４１Ｈ≦ｎ１≦５０Ｈ 

(横倍率) 

３１Ｈ≦ｎ２≦３８Ｈ、 

４１Ｈ≦ｎ２≦５０Ｈ 
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 文字コード表 

カタカナコード表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）80H から FFH に対して ESC S，ESC g，ESC p コマンドは無視されます。 

 

 

 

 

 

 

 








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拡張グラフィックコード表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）B0H～DFH，F4H の文字は、最大１／６インチの行幅分まで自動延長して印字され 

ます。 

注 2）B0H～DFH，F4H，F5H に対して,ESC 4,ESC q,ESC -コマンドは無効になります。 

注 3）B0H～DFH，F0H～FFH に対して、ESC S コマンドは無効になります。 
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漢字コード表 
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外字登録エリア７７２１Ｈ ～ ７７７ＥＨ 
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外字登録エリア７７２１Ｈ ～ ７７７ＥＨ 
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外字登録エリア７７２１Ｈ ～ ７７７ＥＨ 
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 制限事項 

電源について 
・ 電源は必ず AC100V(50Hz または 60Hz)を使用してください。 

・ 電源コードの抜き差しは、電源スイッチを必ずオフにして、プラグの部分を持って 

行ってください。電源コードは引っ張らないでください。 

・ 電源オフ後再び電源オンする場合、5 秒以上間隔を開けて電源をオンしてくだ 

さい。 

・ 5 秒以内に再びオンにすると電源がオンできない場合があります。電源がオンでき 

なくなった場合は、一度オフして 30 秒以上たってからオンにしてください。 

 

設置時 
・ 凹凸のない水平な所に設置してください。 

・ 湿気の多い場所、ほこりの多い場所、潮風にさらされる場所では、使用しないで 

ください。 

・ 直射日光があたる場所や、ヒーターのような熱器具の近くに置かないでください。 

・ エアコンの前など極端に温度や湿度が変化する場所には置かないでください。 

・ 強い振動、衝撃の伝わる場所や、強い磁界、腐食性ガスの発生する場所は避けて

ください。 

・ 落としたり、ぶつけたりしないでください。 

・ 電圧、電流が急激に変動する場所は避けてください。 
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使用時 
・ 用紙なしで印字しないでください。また、用紙のない領域へは印字しないでださい。

印字ヘッドを傷つけることがあります。 

・ 専用リボンを使用してください。ほかのリボンを使用すると、印字ヘッドピンの寿命を

早める恐れがあります。 

・ 用紙は、規格内のものを使用してください。 

・ リボン交換時、リボンがたるんでいないことを確認してから動作させてください。 

・ プリンタ内に、クリップや虫ピンなどの異物を落とさないようにしてください。 

・ 動作中(電源投入時)には、プリンタ内部に手や、異物を入れないでください。 

・ プリンタを分解しないでください。故障の原因となる場合があります。 

・ 印字中は、絶対にトップカバーを開けないでください。 

・ 紙送り量のバラツキなどで、次のように一部が欠けるような印字になることがあります。

ベタ印字で目立ちますが、異常ではありません。 

 

 

 

 

・ 縦倍角文字やイメージモードなどのように 1つの文字が 2行分以上にまたがると、次

のようにつまったり、空いて印字されることがあります。文字内で紙送り(改行)が起こ

るため、用紙送り精度のわずかな誤差で発生します。 

重要度の高い伝票や書類などへの数字や文字の印字は、プリンタ搭載フォントを使

用し印字してください。 

  

・ ページ保証機能をサポートしていないため、デフォルトの設定ではページの途中で

印字が停止します。（停止位置はメニュー設定で変更可能です） 

・ 用紙終端処理のため、用紙切れ近辺では印字が遅くなります。 

・ 逆方向への紙送りをともなう印字を行った場合、印字性能と印字精度が低下します。

また，用紙障害の原因となりますので，逆方向への紙送りをともなう印字はしないよう

にしてください。 

・ 印字性能の向上のために，改行コマンドなどで最終行の印字を終了すると，約４秒

間次のデータが送られてくるのを待ってから最終行を印字します。 

印字性能向上のために，改頁コマンドにて最終行の印字を終了するようにしてくだ

さい。 
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 消耗品の廃棄について 

使用済みの消耗品は、法令・条例に従って産業廃棄物としてお客様にて処分をお願

いします。 

お客様が処理業者に処理を委託する場合で、(財)日本産業廃棄物処理振興センタ

ーが発行する伝票（産業廃棄物マニュフェクト）への記載が必要となった場合に、下記

に本消耗品の種類・特性などを示しますので、伝票記載時の参考にしてください。 

 

産業廃棄物処理マニュフェスト情報 

消耗品内訳 マニュフェスト情報 
名 称 種 類 形 状 重金属等有無 特 性 

サブリボン 廃プラスチック

繊維くず 

固 形 無 し 可燃性 
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 有償交換部品のご案内 

有償部品 
次に示す部品は、使用により劣化、摩耗しますので一定周期で交換する必要がありま

す。これらの部品は有償にて交換を行います。有償交換部品の交換は専門の保守員

が行います。お客さまでの交換はできませんので、本プリンタのお買い求め先、または

保守会社に依頼してください。インクリボンなどの消耗品は、保守契約の対象外となり

ます。 

・ 有償交換部品を交換しないと、きちんと印字ができなくなるだけではなく、用紙ジャ 

  ムなどの原因となり、故障が多くなることがあります。 

・ 有償交換部品の寿命は、プリンタの設置環境や印字量などにより寿命より早く交換 

が必要になる場合があります。 

 

部品名 交換の目安 
ＬＨトラクタ 約８６０万行 

ＲＨトラクタ 約８６０万行 

ハンマ機構部 約１，４００万行 

リボンセパレータクミ 約４１０万行 

バランサ 約１．２万回 

プラテンクミ 約１，７２０万行 

プラテンスペーサ 約８６０万行 

デンゲンブ 約５年 

ＣＥ９３７クミ 約５年 

ＤＲ２９１クミ 約５年 

稼働条件 

・ パワーオン時間：１日あたり 10 時間使用、印刷時間：１日あたり２時間使用 

・ 一ヶ月２０日稼働 

電解コンデンサの寿命について 

！注意！
 

 このプリンタに使用されているアルミ電解コンデンサは有寿命部品です。 
設計寿命は、月２００時間使用で約５年です。 
寿命になると、電解液の漏れや枯渇が生じます。 
特に電源ユニットでの電解液漏れは、発煙の原因になることがあります。これら

の危険を避けるために、設計寿命を越えて使用する場合は、有寿命部品単位

で交換してください。また、業務用など昼夜連続運転相当では５年より寿命は短

くなります。 

 



HCAセンタ（ハイタック・カスタマ・アンサ・センタ）　　　

0120-2580-12
ご利用時間　9:00～12:00、13:00～17:00�
( 土・日・祝日・弊社指定休日を除く )

 　　　　　　　　　　　　　　　　 　 株式会社 日立製作所 �
　情報・通信システム社 ITプラットフォーム事業本部

PN5300-008

■製品に関するお問い合わせ■

　　このマニュアルは
再生紙を使用しています。

製造元
 c Hitachi, Ltd. 2014.  All rights reserved.

〒259-1392　神奈川県秦野市堀山下1 番地
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